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HP200 識 計 t ト 


アラ ター サポ ー ト に つい しい る 
@MIFES-mi ni 及び WX HL は サポ ー ト の 対 記 は 行っ て お り ま せん 。 各 メー 
力 に 直接 の お 問 合 わ せ は 出来 ませ ん 。 ま た 、 オ ゴ カ ヤ - シ ステ ムウ ェ ア 株 式 会 社 は 
HP200LX 日 本 語 化 キッ ト を 使用 され る 環境 で の 問 合 わ せ に 対し て は お 答え 
で きま す が 、M | F ES-m i n i または WX TI' 単 体 も し く は 他 の アプ リ ケ ー シ ョ 
ン ソ フト と 使用 され る 環境 で の お 問 合 わ せ に つい て の ご 回 答 は 出来 ませ ん 矛 め ご 
了承 くだ さい 。 
注意 事項 
信 WX ペ は 、 エ ー・ ・ ソ フト 株 式 会 社殿 の 商標 また は 登録 商標 で す 。 
@MIFES-mini 了 メガ ソフ ト 株 式 会 社 虎 の 商標 また は 登録 商標 で す 。 
@ 本 書 の 一 部 、 ま だ は 全部 を 無断 で 複写 、 複 製 す る こと は で きま せん 。 
人 @ 仕 様 は 製品 改良 の た め 予 告 な く 変更 する こと が あり ます 。 
人 @ 軍 用 に 陣 し て 生ずる 結果 の 影響 に つい て は 、 一 切 の 責任 を 負い か ね ます の で ご 了 
承 く だ さい 。 
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HP209 較 計 計 キッ ト 


第 1 章 WXI'* の 基本 操作 


1 . 基本 操作 


WX IL" の 起動 と 終了 、 画 面 表 示 、 入 力 文字 の 切り 替え な ど 、 基 本 操作 を 解説 し ます 。W 
X II は 、 す べ て の キー 機能 に つい て 、 ユ ー ザ ー が 好み の キー を 割り 当て て 使用 する こと が で 
きま すず が 、 以下 で は 、 出 何時 の 設定 に 基づい て 解説 し ます 。 た だ し 他 の FEP 用 の AP1I を 
選択 し た 場合 は キー 定義 や ガイ ド 表 示 が こと な り ま す の で 、 ご 注意 くだ さい 。 


1 一 1. WX II * の 起動 と 画面 表示 


@WX II の 起動 

DOS 上 また は 、DOS 上 で 作動 する ソフ トウ ェ ア を 使用 中 に ALT 十 SPACE を 押す と W 
X I が 起動 し ます 。WX HI * が 起動 する と 画面 の 最 下行 に は 次 の よう な ガイ ド が 表示 され ます 。 
ガイ ド の 左側 は ファ ンク ショ ン キ ー の 機能 を 表示 する も の で 、 フ ァ ン クシ ョ ン ガ イド と 呼び 
ます 。 ガ イド の 右側 は 入力 や 妥 換 の 状態 を 示す も の で 、 モ ー ド 表示 と 呼び ます 。 


軌 奉 職 鍋 H-Y] 工 交 HH] の 周防 ガ 層 角 医 問 陀 -H 連 ロ -Y 全 か な 学 
L__ パパ っ ファ ッ ンク ショ ン ガ イド ーー | | も モード 表 示 


再度 、ALT 十 SPACE を 押す と WX II は 終了 し 、 通 常 の 半角 入力 (キー ボー ド か が ら 入 力 す 
る 身 数 カナ 記号 の 入力 ) 状態 に 戻り ます 。 


人 @ ガ イド 表示 

WX II "の ガイ ド は 2 レベ ル あ り 、 文 字 未 入力 の 状態 で CTRL 十 F1 を 押す と 、 第 2 レベ ル 
の ガイ ド が 表示 され ます 。 第 2 レベ ル の ガイ ド 表 示 中 、F1 を 押す と 、 第 1 レベ ル ガ イ ド に 
戻り ます 。 


く 第 1 レベ ル の ガイ ド 表 示 > 


p 凡 切 ガ 畔 角 医 誤 陀 -H 連 -v 全 か な 学 


1 
上 


嫌 共 隊 録 H-Y] 医 換 H 


CTRL 十 F1 [切替 ] ヤマ 4 「1 [切替 ] 


く 第 2 レベ ル の ガイ ド 表 示 > 


MIS/ 図 芝 習 酔 書名 0PT1| DPT2 DPT3 


1 章 WXIH* の 基本 操作 


代 る モー ド 表 示 
画面 最 下行 石 側 の モー ド 表 示 は 、 次 の 意味 で す 。 


・ 第 1 レベル 
連 - て 全 か な 学 
L__ 辞書 学習 (第 2 レベ ル F5 で 切り 替え ) 
学 : 学習 ON 
9 月 訓 

込 力 モー ド CTRL +F6 と 『9 で 切り 替え ) 
全 か な : 全角 ひら が な 入力 
全 カ ブナ : 全角 カタ カナ 入力 
全 英 数 : 全角 英 数 入力 
半 カ ナ : 半角 カタ カナ 入力 
半 英 数 : 半角 英 数 入力 

ロー マ 字 入力 (CTRL + 『F3 で 切り 替え ) 

[ 革 ・ ローマ字 入力 


: か な 入力 
変換 方 式 ( CTRL +F4 で 切り 替え ) 

自 : 自動 変換 

連 : 連 文 節 変 換 

複 : 複合 語 優先 変換 

無 : 無 変換 

・ 第 2 レベ ル 
も ぎ 了 e JIS 学 


| し ー 辞書 学習 (第 1 レベ ル と 同じ ) 
コー ド 体 系 (第 2 レベ ル F4 で 切り 替え ) 


JIS 回 稚 ヨ ニ ド 
Lt に MDOS そ や っ 
区 点 : 区 点 コ ー ド 


記号 (第 2 レベ ル 「3 で 切り 替え ) 
「」・ $ MM 
[]/ 大 
「」, 敵 アグ 
間 に sl 回: 
名 読点 (第 2 レベ ル F2 で 切り 替え ) 


ヽ o 


の 


1 一 2. ファ ンク ショ ン キ ー の 機能 


HP609 較 析 


ッ ト 


WX HI * の 起動 中 ファ ンク ショ ン キ ー の 機能 は 下記 の よう に な っ て いま す 。 第 2 レベ ル の 
ファ ンク ショ ン キ ー は 、CTRL を 押し な が ら 押 し て も 単独 で 押し て も 同じ よう に 携 能 し ます 。 
また 、 文 字 入 力 中 は 、 ガ イド 表示 は 変化 し ませ ん が 、 入 力 中 の 文字 を ひら が な や カタ カナ に 


変換 する 機能 が め ありま す 。 


く 第 1 レベ ル > 
CTRL 十 F1 


CTRL 十 F2 
CTRL 十 F3 
CTRL 十 F4 
CTRL 十 F5 
CTRL 十 F6 
CTRL 十 F7 
CTRL 十 F8 
CTRL 十 F9 
CTRL 十 F10 


く 第 2 レベ ル > 
F 1 


F2 
F3 
F 4 
F5 
F6 
F7 て F10 


く 文 字 入力 中 > 
F5 


F6 
F7 
F8 
F9 


[切替 ] 
[登録 ] 
[か な ] 
[変換 ] 
阿 s 
[か な ] 
MJ ナ | 
[半角 ] 
[ 英 数 ] 
[VE'- ト ] 


[切替 ] 
[名 読点 ] 
[記号 ] 
阿 素 章 
[学習 ] 


[辞書 名 ] 


ガイ ド 表 示 を 第 2 レベ ル に 切り 替え る 
単語 登録 

ロー マ 字 か な 入力 を 切り 替え る 
変換 廊 式 を 切り 替え る 

コー ド 王 覧 入力 

全角 ひら が な 入力 を 切り 替え る 
全角 力 タ カナ 入力 に 切り 替え る 
半角 入力 に 切り 替え る 

全角 英 数 字 入 力 に 切り 替え る 

直前 確定 文字 列 を 再 表示 する 


ガイ ド 表 示 を 第 1 レベ ル に 切り 替え る 
包 読 点 を 切り 替え る 
記号 を 切り 替え る 

コー ド 体 系 を 切り 替え る 

学 吾 機能 を ON プ OFF す る 

国語 辞書 ファ イル を 変更 する 


[0PT1<0PT14] オプ ショ ン モ ー ド 


向 <R1 
[か な ] 
[カナ ] 
[半角 ] 
[和英 数 ] 


部 首 変 換 
全角 ひら が な 変換 
全角 力 タ カナ 変換 
半角 変換 
全角 英 数 字 変 換 


1 一 3。 モー ド の 切り 替え 


WX TI * 使 用 中 、 入 力 さ れる 文字 の 種類 め や ロ ー マ 字 入力 の 有無 な ど を ファ ンク ショ ン キ ー 
に よっ て 切り 替え ます 。 こ れ ら の 切り 替え は 、 次 に WX II ^ を 起動 し た と きも 有効 で す 。 た だ 
し 、 い っ だ ん DOS を 終了 する と 保存 され ませ ん 。 
1 一 3ー1. ロー マ 字 入力 の 切り 替え 


CTRL 十 F3 [-?Y] を 押す こと に より 、「 ロ ー マ 字 入力 」 と 「 か な 入力 」 に 交互 に 切り 替 わ 


り ま す 。 
回 志和 か な を ロー マ 字 の 組 り で 入力 し ます 。 
90 人 半 antevmricss 「 か な 入力 」 の 状態 で 、 か な 文字 を 入力 し ます 。 


1 一 8ー2. 入力 モー ド の 切り 替え 


これ か ら 入 力 する 文字 は 、CTRL 十 F6<F9 に よっ て 、 切 り 替 えま す 。 


CTRL 十 F6 [か な ] 全角 か な 入力 モー ド に し ます 。 

CTRL 十 F7 [カナ ] 全角 カナ 入力 モー ド に し ます 。 

CTRL 十 F8 [半角 ] 半角 入力 モー ド に し ます 。 ひ ら が な 、 カ タカ ナブ 入力 の 
と き は 、 半 角 力 ナブ 入 力 と な り 、 全 角 英 数 入力 の と き は 
半角 英 数 入力 と な り ま す 。 

CTRL 十 F9 〔 英 数 ] 全角 英 数 入力 モー ド に し ます 。 


現在 の 入力 モー ド は 、 画 面 左 下 の 入 力 モ ー ド 表示 位置 に 「 全 か な 」「 全 カナ 」「 全 英 数 」 
「 半 か な 」「 半 英 数 」 と 表示 され ます 。 


く モ ー ド 表示 > 区 2 下 <( ド 有 ぐ く 入 力 文字 > 
全 か が な 全角 か な 入力 あい うえ お 

全力 ナ 全角 カナ 入力 2 人 75E 

半 カ ブナ 半角 カナ 入力 7 イ 91】 

全身 数 全角 英 数 入力 ABCabc 
半身 数 半角 身 数 入力 ABCabc 


※ 出 答 時 は 「 全 角 か な 」 に な っ て いま す 。 
※  WXIH* 起 動 直 後 の 入力 文字 種類 は 、 設 定 フ ァイル (CONFIG. SYS) の 起動 オプ ショ 
ン に よっ て 設定 する こと が で きま す 。 


HP200 了 還 ty ト 


第 1 章 WXIH' の 基本 操作 


1 一 ー3. 妥 換 方 式 の 切り 替え 


WXIH "の 変換 方 式 は 、 次 の 4 種類 が あり 、CTRL 十 F4 [変換 ] を 押す こと に よっ て 切り 替 


えま す 。 
・ 自動 変換 : 入力 し た 文字 が 自動 的 に 漢字 に 変換 され る 方 式 で す 。 
・ 連 文節 変換 : 委 換 キー が 押さ れ て か ら 和 変換 結果 を 表示 する 亡 式 で す 。 
・ 複合 語 優先 変換 ": 助 詞 な どの 解析 を 省き 、 複 数 の 名 詞 の 連続 し た 文章 に 向い 
た 変換 方 式 で す 。 
・ 無 変換 : その と き の 入 力 モ ー ド に 従い 、 入 力 し た 文字 が その まま 表 


示さ れる 廊 式 で す 。 ローマ字 妥 換 だ け は 行わ れ ま す 。 


WX HI 起動 中 、 第 1 ガイ ド の CTRL+F4 を 押す こと に より 、「 自 動 」「 連 文節 」「 複 合 語 1 
先 」「 無 変換 」 の 順 で 、 変 換 モ ー ド を 切り 替え る こと が で きま す 。 


※ 出 谷 時 は 「 連 文節 恋 換 」 に な っ て いま す 。 
※ 。 WXTI* 起 動 直後 の 包 読 点 モ ー ド は 、 設 定 フ ァイル (CONFIG.SYS) の 起動 オプ ショ 
ン に よっ て 設定 する こと が で きま す 。 


1 一 ー4. 色 読 点 と 記号 の 切り 替え 


ロー マ 字 入力 の と き 、 テ ン キ ー で な い 訪 の 『, 』、『『. 』 を 押し た と き に 入力 され る 色 読 
点 @、 胃 』、『 [』 、『 ン 』 を 押し た と き の 記 号 を 切り 替え る こと が で きま す 。CTRL+F1 を 
押し 、 ガ イド 表示 を 第 2 レベ ル に し て F2 [ 色 読 点 ] で 包 読 点 、F3 [記号 ] で 記号 を 切り 替え ます 。 
現在 の 包 読 点 は 、 第 2 レベ ル の モー ド 表 示 に 表示 され ます 。 


匂 読点 、s マー 07 ie hG 

記 号 2 うつ NN 2 

な お 、 こ の 設定 に 関係 な く 、 テ ン キ ー の 『, 』、『. 』 は , . が 、『 ン 』 は が 入力 
され ます 。 


※ 出 和 時 は 、。「」・ に な っ て いま す 。 
※ 。 WXIH 起 動 直後 の 包 読 点 モ ー ド は 、 設 定 フ ァイル (CONFIG. SYS) の 起動 オプ ショ 
ン に よっ て 設定 する こと が で きま す 。 


1 一 3ー5. コー ド 体 系 の 切り 替え 


文字 入力 中 の F5 []- ト ] に より 、 漢 字 コ ー ド に よっ て 漢字 に 妥 換 で きま す 。 

(「2ー4 オ ー2. 部 首 変 換 」 参 照 ) 

現在 国内 で 使用 され て いる 日 本 語 コ ー ド は 、3 種 類 あ り 、 こ れ ら の 日 本 語 コ ー ド を 切り 府 
えて 使用 で きま す 。 


SKUNINS に 9 ご (2121<987E) 
ン ン ル っ 全 ジ に (8140 て FCFC) 
・ 区 点 コ ー ド (00101<12094) 


CTRL 十 F1 を 押し 、 ガ イド 表示 を 第 2 レベ ル に し て 『4 [JIS/ 区 ]) を 押す と 、「J1IS」 
「 シ フト J 1S」「 区 点 」 の 順 で 切り 替わり ます 。 現在 の コー ド 種 類 は 第 2 レベ ル の モー ド 
表示 に 表示 され ます 。 


※ 出 何時 は J り 1S コ ー ド と な っ て いま す 。 
※  WXI 起 動 直 後 の コ ー ド 体系 は 、 設 定 フ ァイル (CONFIG. SYS) の 起動 オプ ショ ン 
に よっ て 設定 する こと が で きま す 。 


1 一 3ー6. 学習 機能 の ON プ OFF 


WX HI "で は 、 直 前 に 選択 され た 候補 を 最初 に 表示 する 辞書 学習 機能 が あり ます 。 学 泊 機 
能 を 使用 する か どう か は 、 第 2 レベ ル の 「5 [学習 ] に よっ て 切り 替え られ ます 。 

CTRL 十 F1 を 押し 、 ガ イド 表示 を 第 2 レベル に し て F5 [学習 ] を 押す こと に より 、 
「ON」「OFF」 の 順番 で 切り 替わり ます 。「 学 習 す る 」 の と き は 、 画 面 右 下 に 「 学 」 の 
文字 が 表示 され ます 。 


※ 出荷 時 は 「 学 習 す る 」 に な っ て いま す 。 

※  WXI 起 動 直後 の 学習 モー ド は 、 設 定 フ ァイル (CONFIG.SYS) の 起動 オブ ショ ン 
に よっ て 設定 する こと が で きま す 。 

※ WXI' の 学習 機能 に つい て は 「3ー1. 学 澤 機能 」 を 参照 し て くだ さい 。 


1 一 4. 文字 の 入力 と 修正 
1 一 4ー1. か な 文字 と 英 数 字 の 入力 


漢字 に 変換 し た い 文 字 は 全角 ひら が な で 入力 し ます 。 それ 以外 の 文字 は CTRL 十 F5-F9 に 
よっ て 、 切 り 替 えま す 。 


入力 モー ド 
全角 か な 入力 あい うえ お 
全角 カナ 入力 2 王 選 
半角 カブ 入力 7 イ 91】 
全角 英 数 入力 ABCabc 
半角 英 数 入力 ABCabc 
但 ひ ら が な と カタ カナ の 入力 


ひら が な と カタ カナ の 入力 は 次 の よう に し て 入力 し ます 。 


ロー マ 字 入力 の と き : (人 生か な ) Aー あ 
(全力 ナ ) A 一 ア 
か が な 入力 の と き : ( 全 か な ) アグ さあ 
(全力 ナ ) 2 と 
( ギ カ ブ ) ーー テア 

信和 英 数 字 の 入力 


身 数 字 を 入力 する と き は 、 か な 入力 、 ロ ー マ 字 入力 の と き で 次 の よう に し て 入力 し ます 。 


ロー マ 字 入力 の と き : ロー マ 字 入力 を 角 除 し ます 。 
(全身 数 ) A*ー a 
(半身 数 ) A 一 a 

か な 入力 の と き : (全身 数 ) A 一 a 
(半身 数 ) A 一 a 


CAPS (SHIFT 圭 CAPS) を ロッ ク し て お ぐ く と 英 大 文字 が 、 解 除 す る と 英 小 文字 が 入力 され 
ます 。 

SHIFT を 押し な が ら 押 す と 、 英 大 文字 、 英 小文字 が 入れ 替わり ます 。 な お 、 入 力 し た あ 
と で 、 ひ ら が な を カタ カナ に 変換 し た り 、 半 角 カ タカ ナ に 変換 する こと も で きま す 。 

(「2ー2. ひら が な 、 カ タカ ナ 、 英 数 字 な ど へ の 変換 」 参 照 ) 


1 一 4 オー2. ALT キー に よる 英 数 字 の 入力 


英 数 字 を 入力 し た いと き 、 か な 入力 の と き に は 刀 の ロッ ク を 解除 し た り 、 ロ ー マ 字 入 
カ の と き に ロー マ 字 入力 を 解除 する の は 面倒 で す 。 そ こ で W X HI * で は 、 . ALT を 押し な が ら 
キー を 押す こと に より 、 そ の と き の 入 力 モー ド に 関係 な く 、 押 し た キー の 英 数 字 を 入力 する 


こと が で きま す 。 


ロー マ 字 入力 の と き : 


ロー マ 字 入力 の まま で 


( 全 か な ) ALT 圭 A 一 
( 全 カ ナ ) ALT 十 A 一 
( 半 カ ブナ ) ALT 十 A ー 
(全身 数 ) ALT 十 A 一 
(半身 数 ) ALT 十 A 一 

か な 入力 の と き : ( 全 か な ) ALT 十 A 一 
(全力 ナ ) ALT 十 A 一 
( 半 カ ナブ) AKA - テ 
(全身 数 ) ALT 十 A 一 
(半身 数 ) ALT 十 A 一 

1 一 4ー3. 文字 の 修正 に 使用 する キー 

変換 前 の 文字 は 、 次 の キー で 修正 で きま す 。 

3 し 文字 カー ソル を 左右 に 移動 

ト a 文字 カー ソル の な を 側 1 文字 を 削除 

DEL 文字 カー ソル 上 の 1 文字 を 削除 
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文字 は 文字 カー ソル 直前 位置 に 挿入 され ます 。 


0 DO 0 Q OO Q Q OO Q 5 


2. 変換 操作 


WX II "に よる 漢字 訟 換 の 操作 万 法 を 解説 し ます 。WX I "は 、 す べ て の キー 機能 に つい て 、 
ユー ザー が 好み の キー を 割り 当て て 使用 する こと が で きま す が 、 以下 で は 、 出 茶 時 の 設定 に 
基づい て 解説 し ます 。 


2 一 1. 漢字 変換 
2-1 一 1. 漢字 へ の 変換 


WX II "で は 、 炊 の 文字 を 漢字 に 変換 で きま す 。 
ロー マ 時 入力 の と き : 全角 ひら が な モー ド わた し は こま 私 は 


か な 入力 の 時 : 全角 ひら が な モー ド わた し は ー 私 は 


WX II に よる 漢字 変換 の 操作 は 、 そ の と き の 変 換 モー ド ( 連 文 飾 変 換 ノ 自動 変換 ) に よっ 
て 異な り ま す 。 


人 @ 連 文節 変換 の 場合 
連 文 節 変 換 で は 、 複 数 の 文節 が 1 回 の 変換 操作 で 受 換 さ れ ま す 。 な お 、 変 換 例 は あく まで 
サン プル で す の で 、 必 ず 例 の よう に 変換 され る と は 限り ませ ん 。 
く 連 文節 妥 換 の 例 > 
(1) 読み 入 力 
未 座 換 文字 文字 カー ソル 


この だ た び ぴ び へ いし ゃ で は 画 


未 尾 に 文字 カー ソル が 表示 され ます 。 


この だ た び へ いし ゃ で は か っ き て き な し ん せい ひん を が か い は つ し まし た 。 画 


(2) SPACE ( 受 換 ) 


に の 冊 弊 社 で は 画 期 8 的 な 新 製品 を 開発 し まし た 。 


文 節 カー ソル (反転 表示 ) 決定 文節 
SPACE を 押す と 漢字 に 変換 され ます 。 
文節 カー ソル が 先頭 文節 に 位置 し ます 。 


※1 回 の 変換 操作 で 変換 で きる 文字 数 は 100 文 字 ま で で す 。 こ の 文字 数 は 、 起 動 時 の オ 
プシ ョ ンス イッ チ に より 、100 以 内 の 任意 の 文字 数 に 設定 する こと も で きま す 。 
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人 @ 自 動 変換 の 場合 
自動 変換 で は 、 数 文節 入力 する と 先頭 の 文節 か ら 自 動 的 に 漢字 に 変換 され 、「、」「。」 
な ど 、 下 記 の 全 変 換 文字 を 入力 する か 、SPACE を 押す と 、 未 尾 ま で が 変換 され ます 。 


全 変 換 文字 


才 soeos SPP 線 御 有 得 


全文 字 が 変換 され た 直後 は 、 名 文節 の 同 斉 異義 語 や 文節 の 調整 な ご ど が で きる 状態 で す 。 


ぐ く 自 動 変換 の 例 > 
(1) 読み 入力 ( 包 読 点 以 外 の 部 分 ) 
未 妥 換 文字 文字 カー ソル 


この たび ぴ び へ いし ゃ で は 画 


仮 文節 ! 


この 度 へ いし ゃ で は か っ き て き な が 琴 


数 文 飾 入力 する と 先頭 の 文節 が 仮 の 文節 と し て 漢字 に 変換 され ます 。 
文 飾 カー ソル 


に の 展 員 社 で は か っ き て き な し ん 画 


さら に 入力 し て いく と 先頭 文 飾 が 確定 し 、 文 節 カー ソル が 表示 され ます 。 
! 文節 カー ソル (反転 表示 ) 


この 度 弊 社 で は 画 期 8 的 な 臣 断 製品 を か い は つ し まし た 。 画 


決定 文節 
入力 を 続け る と 次 尺 に 文節 が 決定 され 、 文 節 カ ー ソ ル は 決定 文人 の うち の 最後 の 文節 に 移 
動 し て いき ます 。 


(2) 「。」 を 入力 


この 度 弊 社 で は 画 期 的 な 新 製品 を 開発 し まし た 。| 置 


W 


「。 」 を 入力 する と 最後 の 文節 まで 漢字 に 変換 され ます 。 
文節 カー ソル は 最後 の 文節 に 位置 し ます 。 


※ 環 境 設定 ファ イル (CONFI6. SYS) の 起動 オプ ショ ン に より 、 自 動 変 換 に お いて 先頭 
文節 か ら 自 動 的 に 確定 し て いく 「 自 動 確定 」 を 設定 する こと も で きま す 。 


1 


3 


久 文 節 カー ソル と 対象 文人 節 に つい て 

複数 の 文節 が 変換 され た と き 、 文 節 の 区 切り が 決定 され だ 部 分 を 「 決 定 文 節 」 と いい 、 画 
面 で は 下線 が つい て 表示 され ます 。 決定 文節 の うち 、 反 転 し て 表示 され だ 部 分 を 「 文 飾 カー 
ソル 」 と いい 、 他 の 漢字 候補 の 選択 や 文節 長 変更 な ど 、 変 換 処理 の 対象 と な り ま す 。 文節 
ー ソ ル の 位置 し て いる 文節 を 「 対 象 文節 」 と 呼び ます 。 連 文 節 妥 換 で は 変換 し て か ら 先 頭 の 
文人 節 か ら 次 候補 を 考え る こと に な る た め 、 肥 換 後 、 文 人 節 カ ー ソ ル は 先頭 に 位置 し ます 。 


ぐ 連 文節 変換 の と き > 


この 履 取 社 で は 画 期 8 な 新 製品 を 開発 し まし た 。 
本 
文節 カー ソル (反転 ) 決定 文節 


自動 変換 で は 文節 が 決定 され た と き に 次 候補 を 選択 し めす いよ うに 、 入 力 中 は 決定 文節 の 
最後 の 文節 に 文節 カー ソル が 位置 し 、 全 文字 変換 後 も 最後 に 位置 し ます 。 


く 自 動 変換 の と き > 


この 度 弊 社 で は 画 期 8 な 新 製品 を 開発 し まし た 。 


決定 文節 文節 カー ソル (反転 ) 

文節 カー ソル が ひ ょ じ され て いる と き 、 次 の キー が 有効 で す 。 
Ri 2 : 文人 芝 カ ー ソ ル (反転 の 部 分 ) を 左右 に 移動 
SPACE : 対象 文節 の 次 候補 を 表示 
和 を : 対象 文節 の 前 候補 を 表示 
SHIFT 十 久 : 対象 文節 の 未 尾 を 1 文字 縮め る 
SHIFT 十 際 : 対象 文節 の 未 尾 を 1 文字 伸ばす 
ESC : 対象 文 倒 を か な に 戻す 
ENTER ・ 前 確定 
SHIFT 十 〒 : 先頭 文節 確定 (先頭 の 1 文節 を 確定 ) 
CTRL 十 〒 : 対象 確定 (対象 文節 ま で を 確定 ) 


連 文節 変換 で は 、 SPACE で 強制 的 に 変換 し た 場合 、 次 の 文字 を 入力 する と 前 文節 が 確定 
され ます . 


2ー1 一 2. 他 候補 の 選択 


入力 し た 読み の 漢字 が 望み 通り 変換 され な か っ た だ 場合 、 ペ る 、y で 文節 カー ソル を その 
文節 に 合わ せ て SPACE を 押し ます 。 同じ 読み で 他 の 漢字 に よる 文節 (次 候補 ) が 表示 され 
ます 。 年 を 押す と 1 つ 前 の 候補 に 戻り ます 。 
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ぐ 次 候補 の 例 > 
(1) 変換 直後 
文節 カー ソル 三 対象 文節 (反転 ) 


! 
あの 人 は 戦場 を 歩い た 。 


(2) と で 文節 カー ソル を 移動 し ます 。 
文人 節 カー ソル が 移動 


あの 人 は 肖 場 大 歩 いた 。 


(3) SPACE ( 4 また は BS で 前 候補 表示 ) 


あの 人 は 般 上 大 歩い た 。 


表示 され た 候補 が 望み の 漢字 で あれ ば を 押し ます 。 
(4) 区 で 候補 漢字 が 選択 され 、 文 節 カ ー ソ ル が 次 の 文節 に 移動 し ます 。 
あの 人 は 朋 上 
條 候補 一 覧 に よる 他 候 補 の 選択 
表示 され だ た 文節 が まだ 望み の も の で は な い 場 合 、 さ ら に SPACE を 押す と 、 画 面 下 部 に 
候補 漢字 の 一 覧 が 表示 され ます 。 
く 候 補 一 覧 か ら の 選択 例 > 


(1) 文節 カー ソル を 対象 文節 に 移動 
文 飾 カー ソル 


! 
あの 人 は 肖 場 大 歩い た 。 


(2) SPACE (1 回 目 ) 


あの 人 は 骨 上 娠 歩い た 。 


(3) SPACE (2 回 目 ) 
次 の よう に 、 画 面 下部 に 候補 一 覧 が 最大 1 0 個 まで 表示 され ます 。 


ーー 
トニ ェ 』 


、 第 2 章 WX II の 変換 操作 


あの 人 は 底 浄 矢 歩い た 。 
選択 され て いる 候補 (反転 ) 
! 
1: 戦 場 2: 肥 上 4: 線 上 5: 線 状 6: 扇 情 7: 線 条 8: 煽 情 3733 


+ 一 
候補 一 覧 候補 数 と 選択 中 
の 候補 の 番号 
候補 一 覧 で は 、 次 の キー を 使っ て 表示 され だ 候補 を 選択 し ます 。 

12 : 反転 カー ソル を 石 に 移動 

変換 : 反転 カー ソル を 右 に 移動 

SPACE : 反転 カー ソル を 右 に 移動 

| : 反転 カー ソル を 左 に 移動 

を ・ 反転 カー ソル を 左 に 移動 

MA : 反転 漢字 を 選択 し 、 文 人 節 カ ー ソ ル は 次 文節 へ 

1 之 8 : 対応 する 番号 の 漢字 を 選択 し 、 文 節 カ ー ソ ル は 次 文節 へ 


画面 右 下 に は 前 候補 の 数 と 、 現在 選 択 さ れ て いる 候補 の 番号 が 表示 され ます 。 全 候補 数 が 
10 を 超え て いる 場合 、 次 の キー で 次 の 候補 群 (最大 10 個 ) また は 前 候補 群 に 切り 替え ます 。 


SHIFT 十 ヤ : 次 候補 群 を 表示 
SHIFT 十 人 : 前 候補 群 を 表示 


(4) 皿 また は 変換 を 押し て 「 線 上 」 を 選び ます 。 


あの 人 は 線上 を 歩い た 。 


1: 戦 場 2: 肥 上 3: 洗 浄 M: 線 日 5: 線 状 6: 扇 情 7: 線 条 8: 煽 情 3/33 


(5) 〒 ヤ を 押す と 候補 一 覧 が 消え 、 次 の 文節 に 文 節 カー ソル が 移動 し ます 。 
漢字 が 選択 され 、 文 節 カ ー ソ ル は 次 文節 へ 移動 。 


あの 人 は 線上 を 随 い た 。 
大 青 性 録 -Y 医 抱 ロ - ド ] 叉 只 ガ 絆 周 医 誠 陀 -H 連 ロ -? 全 が か な 学 


また 、 候 補 一 覧 の 番号 に 対応 する 数 字 キ ー を 押す と 、 反 転 カ ー ソ ゾル を 移動 し 、 〒 ヤ を 押 
し た こと と 同じ に な り ま す 。 


※ 候 補 一 覧 は 、 起 動 時 の オプ ショ ンス イッ チ に より 、 表 示し な いよ うに 設定 で きま す 。 
※ ま た 、 候 補 一 覧 が 表示 され る まで の 次 候補 キー ( SPACE ) を 押す 回 数 は 、 起 動 時 
の オプ ショ ンス イッ チ に より 、 1 回 か ら 255 回 の 範囲 で 任意 に 設定 で きま す 。 
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_ 第 2 章 WXH' の 変換 操作 。 


人 @ 自 動 変 換 時 の 候補 選択 に つい て 

自動 変換 中 、 先 頭 か ら 次 に 漢字 に 変換 され て いく 途中 で 、 文節 カ ー ソ ル は 常に 漢字 に 妥 換 
され だ 最後 の 文節 に 位置 し ます . SPACE を 押す と 文節 カー ソル 位置 の 次 候補 が 表示 され 、 候 補 
漢字 を 選択 後 、 文 人 節 カ ー ソ ル の 位置 は 変化 し ませ ん 。 そ の た め 、 文 字 入力 が 文節 の 途中 まで 
で あっ て も 文節 カー ソル 位置 の 候補 を 選択 後 、 文 字 入力 を 続行 で きま す 。 


く 例 > 下記 の 状態 の と き に 、SPACE を 押し た 場合 の 例 を 示し ます 。 
文 節 カー ソル (反転 ) 及 宮 ガー ツ 沙 


! 
今日 は よい 天気 な の で ひさ し ぶり に さん ぼ で も し 画 


決定 文節 仮 文節 


・SPACE を 押し た 場合 
SPACE を 押す と 、 次 候補 が 表示 され ます の で 、SPACE を 押し て 「 良 い 」 を 選択 し ます 。 


今日 は 良い て ん き な の で ひさ し ぶり に さん ぼ で も し 画 


文字 入力 を 続け ます 。 


今日 は 良い 天気 な の で 久しぶり に さん ぽ ぼ で も し よう か 琴 


「、」 を 入力 する と 、 文 節 カ ー ソ ル 以 降 の 文人 も 正しく 解釈 され 、 全 文節 が 変換 され ます 。 


今日 は 良い 天気 な の で 久しぶり に 散歩 で し よう か が 、| 軒 


変換 され だ 文字 は 、ENTER を 押す と 、 全 文字 が 確定 され ます 。 ( 全 確 定 ) 。 
また 、 連 文節 変換 の と き は 次 の 文字 を 入力 し て も 、 全 確定 し ます 。 


この 展 職 社 で は 画 期 89 な 新 製品 を 開発 し まし た 。 


文節 カー ソル (反転 ) 決定 文節 
ENTER (また は 次 の 文字 の 入力 )  ! 


この 度 弊社 で は 画 期 的 な 新 製品 を 開発 し まし た 。 


この ほか 、 先頭 の 1 文 節 だ け を 確定 する 機能 (先頭 文節 確定 ) や 、 文 飾 カ ー ソ ル ま で を 確 
定 する 機能 (対象 文節 確定 ) も あり ます 。 


。 。 第 2 革 WXI の 会 代 人 


人 対象 文節 確定 

対象 文節 確定 は 、 先 頭 文 人 か ら 文 人 節 カー ソル の ある 文節 (対象 文節 ) まで (対象 文節 を 
含 お ) を 確定 する も の で 、 出 荷 時 に は キー に 割り 当て られ て いま せん 。 
対象 文節 確定 の 例 > 


(1) 確定 前 

決定 文節 決定 文節 

! 
この 度 弊 社 で は 画 期 89 な 断 製品 を 開発 し まし た 。 
† 
文節 カー ソル 

(2) CTRL 十 〒 

確定 文節 カー ソル は 1 つ 後 ろ へ 移動 


この 度 弊社 で は 画 期 8 的 な 断 肌 品 を 開発 し まし た 。 


(3) CTRL 十 や 
確定 


この 度 弊 社 で は 画 賑 的 な 新 製品 を 開発 し まし た 。 


久 先 頭 文 節 確 定 
先頭 文節 確定 は 、 文節 カ ー ソ ル の 位置 に 関係 な く 、 未 確定 の 決定 文節 の うち 、 先 頭 の 文節 
だ け を 確定 する も の で す 。 出 茶 時 に は SHIFT+ す ヤ に 割り 当て られ て いま す 。 
く 先頭 文 節 確定 の 例 > 
(1) 確定 前 
決定 文節 文 節 カー ソル 決定 文節 


この 度 弊社 で は 画 期 8 的 な 新 製品 を 関 発し まし た 。 


(2) SHIFT 二 や 


この 度 弊 社 で は 画 期 的 大 断 提 品 を 開発 し まし た 。 | 


確定 
先頭 の 文節 が 確定 し ます 。 文 公 カ ー ソ ル は 移動 し ませ ん 。 
(3) SHIFT 寺 〒 ヤ 
確定 
| 


この 度 弊社 で は 臣 画 期 8 な 断 製品 を 開発 し まし た 。 


さら に 次 の 文節 が 確定 し ます 。 
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(4) SHIFT 二 〒 
確定 文節 カ ー ソ ル は 1 つ 後 ろ へ 移動 
! ! 
この 度 弊社 で は 画 期 8 な 断 製 司 を 開発 し まし た 。 


(5) SHIFT+ す ヤ 
確定 
_1 


この 度 弊社 で は 画 期 的 な 新 製品 を 区 開発 し まし た 。 


以下 、 対 象 文節 と 同じ 動作 を し 、 1 つ ず つ 文 節 が 確定 し て いま す 。 


2 クー1 一 4. 文節 長 の 変更 


文節 カー ソル の 位置 する 文節 (対象 文節 ) は 、SHIFT 十 生 、SHIFT 十 皿 に よっ て 、1 文字 
ずつ 文節 の 長 さ を 伸ばし た り 縮 め た りす る こと が で きま す 。 伸縮 後 、SPACE キー を 押す と 、 
対象 文節 が 漢字 に 変換 され ます 。 
く 文 節 長 変更 の 例 > 
(1) 変換 直後 
対象 文節 (反転 ) 


に ここ で 履物 を 脱ぐ 。 


(2) SHIFT 十 臣 
ひら が な に 戻る (反転 ) 


に ここ で は きも の を 脱ぐ 。 


(3) SPACE 


に cm 置物 を 脱ぐ 。 ] 


2 一 1 一 5. 変換 後 の 読 み の 修正 
読み の 入力 を 間違え て 変換 し て し まっ た と き は 、 有 変換 され だ 漢字 を 読み に 戻し 、 文 字 を 修 
正 し ま す 。 訟 換 後 の 漢字 を 戻す 方法 は 、 対 象 の 文節 だ け を 戻す 「 文 人 節 か な 戻し 」 と 、 確 定 前 
の 漢字 を すべ て 戻す 「 全 文 戻 し 」 が あり ます 。 読 み に 戻 っ た あと の 文字 は 、、 了 y で 文字 力 
ー ソ ル を 移動 し た り 、 和 を 、DEL で 文字 を 削除 する こと が で き 、SPACE に よっ て 再び 漢字 に 変換 
で きま す 。 


旬 対 象 文節 の 文字 修正 廊 法 (文節 文字 戻し ) 
複数 の 文節 が 漢字 に 変換 され て いる と き 、ESC を 押す と 、 文節 カ ガー ソル 位置 の 文節 だ けが 
変換 前 の 文字 に 戻り ます 。 こ れ を 「 文 飾 文字 戻し 」 と いい ます 。 
次 の 例 は 「 て ん き が よい らし い 」 を 間違え て 「 よ い だ し い 」 と 入れ て し まっ た た め に 文節 
の 区 切り が お か し く な っ た 例 で す 。 
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明日 は 天気 が よい だ し い 。 | 


「 よ い だ 」 を 「 よ いら 」 に 直し ます 。 
を 押し て 文節 カー ソル を 「 天 気 が よ い だ 」 に 合わ せま す 。 


明日 は 天気 が よい 周 し い 。 | 


[ESC] を 押し ます 。 文節 文字 戻し が 実行 され 、 対 象 文節 が ひら が な に 戻り ます 。 次 の 文 
節 の 先頭 文字 に 文節 内 修正 カー ソル が 表示 され ます 。 
文節 内 修正 カー ソル (反転 ) 


明日 は 天気 が よい だ し い 。 


文節 内 修正 文字 
この 状態 で 、 読 み 入力 字 (変換 前 の 文字 ) の 修正 と 同じ で 、 次 の キー で 文字 が 修正 し ます 。 
[4] [wp] 文字 カー ソル を 左右 に 移動 
[を ] 文字 カー ソル の を 側 1 文字 を 削除 
[DEL] 文字 カー ソル 上 の 1 文字 を 削除 


文字 は 文字 カー ソル の 直前 に 挿入 され ます 。 
この 例 で は 、[ 和 を] を 押し て 「 だ 」 を 削除 し 、 正 し い 文 字 「 ら 」 を 挿入 し ます 。 


因 昌 は 天気 が よい ら L ル 。 


[SPACE] を 押し て 再 変換 し ます 。 


明日 は 天気 が よい らし い 。 


人 @ 全 文字 を ひら が な に 戻し て の 修正 方法 (全文 字 戻 し ) 
文節 文字 戻し 」 に よっ て 文人 節 カー ソル 位置 の 漢字 が か な に 戻っ て いる と き に 、ESC を 押 
す と 、 確 定 前 の 全文 字 が 秋 換 前 の 文字 に 戻り ます 。 これ を 「 全 文字 戻し 」 と いい ます 。 
同じ 例 で 説明 し ます 。 


隊 昌 は 天気 が よい だ し い 。 


ESC を 押し ます 。 文 節 カ ー ソ ル が あっ た 「 明 日 は 」 が か な に 戻り ます 。 
文節 内 修正 カー ソル (反転 ) 
| 


あす は 因 気 が よい だ し い 。 


文節 内 修正 文字 
も う 1 回 ESC を 押し ます 。 
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全文 戻し が 実行 され 、 確 定 前 の 全文 字 が ひら が な に 戻っ て 表示 され ます 。 


あす は て ん き が よい だ し い 。 画 


未 変換 文字 文字 カー ソル 
未 尾 に 文字 カー ソル が 表示 され ます の で 、 る る で 修正 箇所 に 移動 し 、 DEL や 年 に よっ 
て 文字 を 修正 し ます 。 


| あ ゅ は て ん き が よい ら 5 


修正 後 、SPACE を 押す と 全文 字 が 漢字 に 変換 され ます 。 


明日 は 天気 が よい らし い 。 
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2 一 1 一 6. 変換 中 の 状態 の 推移 
以上 で WX HI "に よる 文字 入力 、 肥 換 の あら まし が お わか り い た だ けた と 思い ます 。 こ こ 


で 、 文 字 入 力 か ら 変 換 、 確 定 ま で の 状態 の 変化 を まとめ て 図 に 示し ます 。 


1) 未 入 力 状態 
文字 入力 
! 
2) 変換 前 、 文 字 入 力 中 (「 文 節 カ ー ソ ル な し 状態 」) 


きょう は て ん き が 画 

1 { 
ぐ 連 文節 変換 > 文字 』- リ ル ( [る] 
ぐ 連 文節 変換 > ぐ く 自 動 変換 > 


[ 了 し ] で 移動 ) 


3) 変換 中 (「 文 節 カ ー ソ ル あ の 状態 」) 


今日 は 天気 が よい 画 | 


f f 


ーー ュ 
決定 文節 | 文 飾 カ - り ル 文字 か - り ル ([] 〔[P] で 移動 ) 


4) 全 変 換 後 ま た は 文 飾 )- リ ル 移動 後 (「 文 字 カ ー ソ ル な し 次 態 」) 
| 邊 は 兵 気 が よい 。 

1 ーー 
文 節 )- ル ([] [] で 移動 ) 決定 文節 

(反転 ) ! 

[ENTER] [SPACE] 次 候補 表示 

! 

[SPACE] 一 5) 候補 一 覧 状態 
ー ( 要 補 選択 ) [] 
ー ( 島 補 選択 )[ 1][8] : 今 日 2: 強 3: 較 


[SHIFT]+[ 駐 ] 
[SHIFT]+ ょ [] 一 6) 文節 長 変更 状態 


て (文節 戻し ) [ESC] 医 ょ う は て | ん き が よい 。 [ENTER] 一 確定 へ 


ー ( 再 変換 ) [SPACE] 
対象 文節 (反転 ) 


EEE [ENTER] 一 確定 へ 


ES6 づ 7) 文節 修正 状態 
ー ( 再 変換 ) [SPACE] きょう は [CI ん き が よい 。 [ES6]ー 2) ヘ へ 
1 [ESC] 確定 へ 
文節 内 修正 カー ソル (る で 移動 ) 
(反転 ) 


確定 ( 未 入力 状態 ) 


今日 は 天気 が よい 。 
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第 2 章 WXH* の 変換 操作 


2 一 2. ひら が な 、 カ タカ ナ 、 英 数 字 な ど へ の 変換 


2ー2ー1. ひら が な 記 換 カタ カナ 変換 / 半 角 変 換 英 数 変換 


文字 の 入力 また は 記 換 中 荷 は 、 F6 …『F9 で 、 入 力 中 の 文字 を カタ カナ 似 す る 、 な どの 
操作 我 で きま す 。 


F6 [か な ] 全角 ひら が な 変換 
変換 前 また は 対象 文節 の 文字 を 全角 ひら が な に 肥 換 し ます 。 
F7 [カナ ] ・・‥ 全 角 カ タカ ナ 変 換 
変換 前 また は 対象 文節 の 文字 を 全角 カタ カナ に 変換 し ます 。 
F8 [半角 ] ・・ 半 角 論 換 
変換 前 また は 対象 文節 の 文字 を 半角 に 変換 し ます 。 全 角 ひ ら が な 、 
全角 カタ カナ は 半角 カタ カナ に 、 全 角 英 数 字 は 半角 英 数 字 似 な り ま す 。 
F9 [ 英 数 ] 全角 英 数 変換 
変換 前 また は 対象 文節 の 文字 を 英 数 字 に 変換 し ます 
(ロー マ 字 入力 の と き ) 。 

ー 度 漢 字 に され た 文字 も ひら が な や カタ カナ に 肥 換 する こと が で きま す 。 未 変換 の 文字 だ 
け の 場合 、 全 文字 が こう し た 変換 の 対象 と な り ま す 。 す で に 複数 の 文節 が 漢字 に 変換 され て 
いる と き は 、 文 節 カ ー ソ ル 位 置 の 文節 が 変換 され ます 。 他 の 文節 を 変換 し た い 場 合 は 、 
[4] 、 [と] に よっ て 文節 カー ソル を その 文節 に 合わ せ た う え で 実行 し ます 。 

く 例 > 


で すく と っ ぷ ・ ば ぶり っ し ん ぐ 画 


記 [ 記 チ ] ! 


世 ス タ ト ッ プ ・ パ ブリ ッ シ ン グ 


く 例 > 文節 カー ソル 
レプ 科 ウ イツ 訂 二 
〔w] ! 


サイ ド ワ イ ン だ - 


F7 [カナ ] ! 


財 


イド ワイ ンダ ー 


だ こう 


第 2 章 WXIHE* の 変換 操作 
2ー3。 リ ピー ト と 傘 定 アン ドゥ 、 ぬ り が な 
日 本 語 入力 中 、 確 定 し た 文字 を も う 一 度 使っ て 別 な 漢字 に 変換 し た り 、 あ る い は ひら が な 


に 戻し て 使い た い 、 と いう こと が あり ます 。 ま た 、 一 度 確定 し た あと で 、 確 定 前 の 状態 に 戻 
し て 変換 し 直し た い 、 と いう こと が あり ます 。WX II "は こう し た 機能 も 備え て いま す 。 


GROW: り ビ 三 ド : 確定 し た 文字 を 確定 前 の 状態 で 再 表 示し ます 。 
CTRL 十 科 確定 アジ ドウ : 確定 し た 文字 を 確定 前 の 状態 に 戻し ます 。 
信 り リピ ー ト 


文字 を 確定 後 、 CTRL 十 F10 [ リ EL - ト ] を 押す と 、 確 定 前 の 文字 が 再 表示 され ます 。 再 表 
示さ れ た 文字 を 他 の 漢字 に 変換 し た り 、 ひ ら が な 、 カ タカ ナ に 変換 する こと が で きま す 。 
ENTER を 押す な ど し て 改行 し て も 有効 で す 。 名 沙 な ど で 漢 字 と 読み を 入力 し た い 場 合 な ど に 
便利 で す 。 


山口 摩 業 


ENTER (確定 ) ! 


ENTER (確定 ) ! 


陳 


CTRL 十 F10 [WE'- ト ] ! 


山口 産業 
山口 訂 業 


F6 (全角 ひら が な 変換 ) ! 


山口 産業 
[や まぐ ち 麻 業 


全 確 定 ア ンド ウゥ 

リピ ー ト は 確定 し た 文字 は ば その まま に し て 新た に 文字 を 再 表 示し ます が 、 確 定 ア ンド ゥ は 、 
直前 の 確定 を 無効 と し 、 確 定 前 に 戻す 機能 で す 。 間 違っ て 確定 し て 再 変 換 し た い 、 と いう と 
き に 便利 で す 。 た だ し 、 改 行 な ど 、 他 の キー を 押す と 無効 と な り ま す 。 


山口 摩 業 


ENTER (確定 ) ! 
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CTRL 十 重 [ 有 トト 9] ! 


山口 産業 
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_ 第 2 章 WX II* の 変換 操作 


2ー4. その 他 の 漢字 
通常 の 委 換 の ほか 、 次 の 換 万 法 が あり ます 。 
・ 漢 数 詞 換 (SPACE) 
・ 部 首 変 換 (f5) 
・ コ ー ド 一 覧 入力 (CTRL+F5) 


クー オー 1. 江 数 詞 変 換 


WX I で は 、 数 字 を 入力 し て 変換 する と 、 次 の 候補 が 表示 され ます 。 


1) 数 字 1234567 

2) 漢字 位 つ き 数 字 白 2 十 3 万 4 千 5 百 6 十 7 
3) 3 桁 区 切り 数 字 1 。 妥 ら 2。 Si@ 7 

4) 位 つ き 漢 数 字 百 二 十 三 万 四 千 五 白 ホ 十 七 
5) 漢 数 字 ー 三 三 回 肖 六 人 

6) 位 つき 旧 漢 数 字 壱 百 弐 拾 参 万 四 千 五 白 六 拾 七 
7) 旧 漢 数 字 壱 弐 参 四 伯 太 

8) 半角 数 字 1234567 


9) 3 桁 区 切り 半角 数 字 1.234.567 


2 クー オー2. 部 首 変換 


部 首 受 換 は 次 の 機能 を 持ち ます 。 

・1 文字 の 読み に よる 第 1 水準 漢字 の 入力 
・ 部 首 名 に よる 第 2 水準 漢字 の 入力 

・ コ ー ド に よる 漢字 入力 


信 1 文字 の 読み に よる 第 1 水準 若 字 の 入力 
変換 前 の 文字 が 1 文字 の と き 、 「5 を 押す と 、 第 1 水準 漢字 に 変換 で きま す 。 


2】 | 
隊 録 H-Y 工 換 | の 数 罰 ガ 


2: 只 3: 姓 4: 阿 5: 衰 6: 愛 7: 岳 8: 始 9: 逢 0: 龍 [3021] JIS 


候補 漢字 を 選択 する 操作 は 候補 一 覧 か ら 候補 を 選択 する と き と 同じ で す 。 


3 と : 選択 用 カー ソル を 左右 に 移動 
SHIFT 十 人 〒 ヤ : 前 群 、 次 群 の 切り 替え 

ENTER : 反転 され て いる 漢字 を 選択 し 、 終 了 
EK : 指定 番号 の 漢字 を 選択 し 、 終 了 
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読み と 表示 され る 先頭 渓 字 に つい て は 、「 付 録 記号 ・ 部 首 読 み 一 覧 」 を 参照 し て くだ さ 
い 。 


信 部 括 名 に よる 第 2 水準 治 字 の 変換 

部 首 名 の 読み を 入力 し て 『5 を 押す と 、 対 応 す る 部 首 の 第 2 水準 藻 字 が 表示 され ます 。 
部 首 名 の 読み に つい て は 、「 付 録 記号 ・ 部 首 読 み 一 覧 」 を 参照 し て くだ さい 。 

た と えば 「 い と へ ん 」 の 漢字 な ら 「 い と 」 ま た は 「 い と へ ん 」 と 入力 し て 『5 を 押す と 、 
画面 下 に は いと へ ん の つい た 第 2 水準 の 漢字 が 表示 され ます 。 


| A> い と 画 
| 隊 特 憶 久 に 医 敵 BTF EN 連 0-? 全 か な 学 


F5 ! 


A> い と 
2: 好 3: 弓 4: 統 5: 紙 6: 率 7: 細 8: 紋 9: 某 0: 紀 [647D] JIS 


以降 に 操作 は 、 候 補 一 覧 か ら 候 補 を 選択 する と き と 同 じ で す 。 SHIFT 十 人 4 ヤ 、 る 3 で 
選択 し 、ENTER キー を 押す と カー ソル 位置 に 入力 され ます 。 1 文字 選択 し た あと は 、 部 首 変 
換 は 終了 し ます 。 


旬 コ ー ド に よる 漢字 入力 
文字 未 入力 の 状態 で 、4 桁 の 漢字 コー ド を 入力 し て か ら 5 [ コ - ト ] を 押す と 、 そ の コー 
ド の 漢字 を 先頭 と する コー ド 一 覧 が 表示 され ます 。 


AA215G 画 
幼 夫 隊 録 h- 工 損 H-F] の 周 切 ガ 畔 角 医 胡 区 -N 連 ロ -Y 全 か な 学 


F5 1 


Al 
全角 計上 が 6) 人 たま 9 の 主 _ 0※ [2156] JIS 


以降 に 操作 は 、 候 補 一 覧 か ら 候補 を 選択 する と き と 同じ で す 。 SHIFT 十 人 ヤマ 、 で 
選択 し 、ENTER キー を 押す と カー ソル 位置 に 入力 され ます 。 1 文字 選択 し た あと は 、 部 首 変 
換 は 終了 し ます 。 
| 漢字 コー ド は 、 第 2 ガイ ド の 「『4 [JIS/ 区 ] に よっ て 、J1S、 シ フト J 1S、 区 点 の 


どれ か が 切り 替え る こと が で きま す 。 現在 の コー ド 体 系 は 、 コ ー ド 入力 時 の 画面 下部 の 右端 に 
表示 され ます 。 


ウー ルー る 、 コー ドー 夫 入力 


文字 未 入力 の 状態 で 、CTRL 十 F5 []- ト ' ] を 押す と 、 画 面 最 下 行 に 漢字 一 覧 が 表示 され ま 
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_ 第 2 章 WXI* の 変換 操作 


1: Go まりな GS GESSSH2U [2121] JIS 


次 の キー で 漢字 の 選択 や コー ド の 訂正 を し ます 。 


3 と : 選択 用 カー ソル を 左右 に 移動 
4 マ : 前 群 、 次 群 の 切り 替え 

ENTER : 反転 され て いる 漢字 を 選択 する 
ES :・ コー ド 一 覧 入力 を 終了 する 

⑨ り で 9 コーl 三 本 次 錠 

A(a)<F(f) 六 に めん 


ENTER に よっ て 漢字 を 選択 し た あと も 、 コ ー ド 一 覧 は 表示 され た まま と な り 、 続 け て 他 
の 漢字 を 選択 で きま す 。 

ESC を 押す と コー ド 一 覧 が 終了 し 、 元 の 画面 に 戻り ます 。 

O て 9、AーF を 押す と 「[ ] の 中 に 入力 し た 文字 が 表示 され 、4 桁 まで 入力 し その コー 
ド に 該当 する 漢字 が ある と 、 そ の 漢字 コー ド の 漢字 を 先頭 と する 候補 群 に 切り 替わり ます 。 
区 点 コ ー ド の 場合 は 先頭 に 「0」 も し く は 「1」 を つけ て 5 桁 ま で 入力 する と 、 漢 字 一 覧 が 表 
示さ れ ま す 。 


O、1 で 始ま る 数 字 ……ー ーー 区 点 コ ー ド 
2 て 7 了 で 始ま る 英 数 字 ……… | J1S コ ー ド 
8. 9, E, F で 始ま る 英 数 字 ・……………・ シ フト J 1S コ ー ド 
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の 辞書 の 学習 と 単語 登 


本 HH2 肖 第 3 章 WXII 


3. 辞書 の 学習 と 単語 登録 


3ー 1 . 学習 機能 


WX II の 学習 に は 次 の 4 種類 が あり ます 。 
・ 自 立 語学 習 
・ 文節 学習 
・ 接頭 語学 を 
・ 文 字 変 換 学 習 
学習 機能 を 「ON」 に し て WX I "を 使用 する と 、 上 記 の 学習 機能 が 働き ます 。 こ れ ら の 
学習 結果 は 辞書 に 雪 き 込ま れ 、 次 回 WX I "を 起動 し た と きも 有効 と な り ま す 。 


人 自立 語学 習 
独立 し た 単語 に つい て 、 前 回 使用 し た も の が 先頭 に な る よう に 、 辞 書 内 の 同一 見 出し の 単 
語 の 順番 を 変え る 機能 で す 。 


1: 洗 浄 2: 線 上 3: 胎 上 5: 局 情 6: 線 条 7: 線 状 8: 煽 情 4/33 


「 せ ん じょう 」 と いう 漢字 変換 を し た と き に 候補 の 「 戦 場 」 で 確定 し た 場合 、 次 回 は 「 戦 
場 」 が 最初 に 表示 され ます 。 候 補 一 覧 は 災 の よう に な り ま す 。 


戦場 2: 洗 浄 3: 線 上 4: 般 上 5: 扇情 6: 線 条 7: 線 状 8: 煽 情 133 


久 文 節 学 習 

変換 中 に 変更 し た 文 節 の 区 切り を 学習 する 機能 で す 。 

「 こ こ で は きも の を ぬ ぐ 」 を 「 こ こ で 履物 を 脱ぐ 」 で な く 「 こ こ で は 着物 を 脱ぐ 」 と 確定 
し た あと は 、「 こ こ で 」 で は な く 「 こ こ で は 」 の 文節 が 優先 され ます 。 


人 @ 接 頭 語学 泊 

丁寧 語 の 接頭 語 と 、 地 名 の 接頭 語 に つい て 、 そ の 順番 を 学習 し ます 。 

「 ご さん か 」 を 「 ご 参加 」 で な く 「 御 参加 」 で 確定 し た あと は 「 ご り よ う 」 を 変換 する と 
「 御 利用 」 が 最初 の 候補 と し て 表示 され ます 。 

自立 語 と は 別に 学習 され る た め 、「 お 」 の 読み で 「 御 」 が 学習 され て も 同じ 「 お 」 の 読み 
の 自立 語 「 尾 」「 緒 」 な どの 学習 結果 に は 影響 し ませ ん 。 


人 文字 変換 学習 

現代 の 日 本 語 に は カタ カナ 語 が 多く あり ます 。 

また 、 漢 字 で 表 わ せ る 語 で も ひら が な の まま 入力 し た いこ と が あり ます 。 

W X II ' で は 辞書 に な い 単 語 を 、 ひ ら が な 妥 換 や カタ カナ 訟 換 の 結果 を 確定 する と 、 そ の 
語 は ひら が な また は カタ カナ と し て 学習 され ます 。 

た と えば 「 と ふら 一 」 と 入力 し て 妥 換 する と 、 単 語 と し て 登録 され て いな いた め 、 例 えば 
「 塗 布 ら ー」 な ど と 変換 され ます 。 こ れ を 文節 長 を 変更 し 「 と ぬら ー グ は 」 に し て カタ カナ 
変換 し て 確定 する と 、 次 か ら は 「 ト フラ ー は 」「 ト フラ ー の 」 と 変換 され ます 。 
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HP 200 革 gyt 


_ 第 3 章 WX IL* の 辞書 の 学習 と 単語 登録 


く 例 > 


共和 等 ー 


SHIFT 十 臣 で 文節 長 を 変更 


| に ぶら = 


F7 で カタ カナ 肥 換 


攻 加 
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HP200 議 除 弁 ト 


いい HI り 辞書 の 学習 と 単語 登録 _ 


3ー ク . 単語 登録 


注 : 単語 登録 記法 は 、DOS と シス テム マネ ー ジ ャ ー で は 異な り ま す 。 シス テム マ 
ネー ジャ ー 上 で 単語 登録 を する 場合 は 、 日 本 語 化 キ ッ ト ユ ー ザ ー ズ マニ ュ ア ル の 
シス テム マネ ー ジ ャ ー で 日 本 語 を 入力 する の 項 を 参照 し て 下さ い 。 


辞書 に な い 単 語 は ユー ザ 単 語 と し て 登録 する と 、 変 換 の 効率 が あめ が り ま す 。 ま た だ た 、 カ タカ 

ナ 語 や ひら が な 語 を ユー ザ 単 語 と し て 簡単 に 登録 する 文字 変換 登録 、 そ れ ら を 自動 的 に 登録 
する 不定 語 登録 の 機能 も あり ます 。 
3ー ク ー1. ユー ザー 単語 の 登録 と 削除 


CTRL 二 F2 [登録 ] を 押す と 画面 最 下行 が 次 の よう に な り 、 辞 書 の 単語 登録 や 削除 が で きま 
す 。 


始点 を 指定 し て くだ さい 単語 登録 


登録 の 対象 と な る 文字 と 読み と し て 使用 で きる 文字 は 次 の 通り で す 。 

単語 : 30 文 字 ま で の 全角 また は 半角 文字 
| 読み : 30 文 字 ま で の 全角 の ひら が な また は 全角 英 数 字 (1AS 組 込み 時 は 25 字 まで ) 
| 品詞 を 指定 し て 登録 し ます 。 1 つの 単語 に 一 度 に 2 つ 以 上 の 品詞 を 指定 する こと は で きま 
| せん 。 


人 @ 単 語 登録 の 手順 
単語 登録 は 、 次 の 手順 で 行ない ます 。 
①・ あ ら か じ め 登 録 し た い 単語 を 入力 変換 し 、 確 定 し て お きま す 。 


A> ニ ュー トリ ノ 画 


幼 社 展 鍋 H-】 医 損 FI 凡 際 ガ 翌 角 医 誤 上 '-H 連 ロ -Y 全 か な 学 


②) 文字 未 入力 の 状態 で CTRL 十 F2 [登録 ] を 押し ます 。 


Ay 三 ラー ドリ ノブ 天 
始点 を 指定 し て くだ さい 


| ③ 4 ヤ 3 PP キー で カー ソル を 登録 し た い 文 字 列 の 先頭 に 合わ せ 、ENTER を 押し ます 。 


A> ロ ュー トリ ノ 画 
終点 を 指定 し て くだ さい 単語 登録 


②④ る PP キー で カー ソル を 登録 し た い 文 字 列 の 未 尾 に 合わ せ 、ENTER を 押し ます 。 


拭 
出 
基 
次 
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粒 HP200 議 kk L 


ニュ ー ト リノ | 田 
読み を 入力 し て くだ さい 


⑤ 単語 の 読み を 入力 し ます 。 


ヒュ ー ト リノ | 還 
に ゅ ー と り の 画 固 H-Y 全 か な 学 


⑥ 読み を 入力 し 確定 し た あと 、ENTER を 押す と 次 の よう に 表示 され ます 。 


上 ニュート リノ | 還 


名 詞 で 登録 し ます Y/N Delete= 削 除 単語 登録 


ここ で 、 名 詞 と し て 登録 する な ら 、Y まだ た は ENTER を 押し ます 。 
N また は ESC を 押す と 、 次 の よう に 表示 され 、 登録 する 単語 の 品詞 を 選択 で きま す 。 


ヒュ ー ト リノ 男 
1 名詞 ?: 名 対 非 接 必 3: さ 変 名 詞 4: さ 変名 詞 非 接 選 5: ざ 変名 詞 1/49 


・ ペ > キー で 反転 部 分 を 移動 し 、 ENTER キー を 押す 。 
・ 該当 する 品詞 の 番号 の 数 字 キ ー を 押す 。 
登録 可能 な 品詞 は 全部 で 49 種 類 あ り ま す 。 詳細 は 「 付 録 登録 品詞 に つい て 」 を 参照 し て 
くだ さい 。 
品詞 を 選択 し 、 ENTER を 押す と 、 有 再度 上 記 の 
「X メ メメ ※X で 登録 し ます Y/N Delete= 削 除 」 の 画面 に な り ま す 。 


⑦ 表示 され だ 品詞 で 登録 する な ら 、Y また は ENTER を 押し ます 。 
単語 が 登録 され 、 CTRL 十 F2 [登録 ] を 押す 前 の 画面 に 戻り ます 。 


Aa ニュ ー ト リノ 画 
幼 青 悦 銀 HH-】 医 換 HF] が 涼 女 ゴ 較 航 医 衰 区 -H 。 連 -? 全 か な 学 


久 単 語 削除 

①④ 削除 し た い 文字 が 表示 され て いる 状態 で CTRL 十 F2 [登録 ] を 押し ます 。 
② 削除 し た い 単 語 の 始点 と 終点 を 指定 し ます 。 

(③ 単語 の 読み を 入力 し ます 。 


Ay ニ ュー トリ ノ | 男 
名 詞 で 登録 し ます Y/N Delete= 削 除 単語 登録 
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HP 光 加 ki 


②③ DEL を 押し ます 。 
指定 され た 文字 列 の 漢字 で 指定 され た 読み の 単語 が 削除 され ます 。 


@ 不 定 語 登録 (カタ カナ 語 な ど 自 動 登 録 ) 

WX I * に は 、 出 茶 時 に は 使用 し な いよ うに 設定 し て ある 「 不 定 語 登録 」 と いう 機能 も あ 
り ま す 。 こ れ は 、 入 力 され だ 単語 が 辞書 に な か っ た 場合 、 す べ て カタ カナ また は ひら が な の 
候補 か 、 助 詞 を 除い た 部 分 を カタ カナ に し た 候補 を 表示 し ます 。 こ れ を 不定 語 と いい ます 。 
この 機能 は 、 文 節 長 を 変更 し た 場合 に 働き ます 。 


共布 待 一 は 


SHIFT+ 匠 で 文節 長 を 変更 


と ぬら ー ば 
SPACE で 変換 


に ぶら 一 


1: と ぬら ー は 2: ト フラ ー ハ 
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この 機能 を 使う と カタ カナ 語 の 入力 が 容易 に 行なえ ます が 、 変換 結 果 は 、 学 習 さ れ ま せん 。 
し か し 不定 語 登録 機能 を 選択 する と 、 不 定 語 と し て 入力 し た 語 が ユー ザ 単 語 と し て 登録 され 、 
次 回 か ら 独 立 し た 単語 と し て 変換 で きる よう に な り ま す 。 品詞 は 、 文 字 変 換 登録 同様 、 慣 用 
匂 と な り ま す 。 た だ し 、 不 定 語 登録 を 「 す る 」 に し て 使用 する と 、 知 ら ず 知ら ず の うち に 上 単 
語 が 増え ます の で 注意 し て くだ さい 。 

不定 語 登録 機能 を を 使用 する 場合 は 、 設 定 フ ァイル (CONFIG. SYS) また は 環境 設定 ファ イ 
ル 〈WX2SYS.INI) に 「/F」 オ プシ ョ ン を 指定 し ます 。 


_ 第 3 章 WXI* の 辞書 の 学習 と 単語 登録 了 避 
3ー3. 辞書 ファ イル の 変更 
WX HI 起動 中 、 使 用 する 国語 辞書 ファ イル の パス 名 (ドラ イブ 、 デ ィ レ クト リ を 含む お ファ 
イル 名 ) を 変更 する こと が で きま す 。 


計 称 ト 


③④ 文字 未 入力 (全文 字 確定 ) の 状態 で 、 CTRL +『F1 を 押し 、 ガ イド 表示 を 第 2 レ 
ベル に し て 『6 [辞書 ] を 押し ます 。 画面 最 下行 に 次 の よう に 、 現 在 の 辞書 の パス 名 
が 表示 され ます 。 


(C:\WX2S.DIC 画 本 書 ファ イル 変更 

BS を 押す と 、 表 示さ れ た パス 名 の 未 尾 か ら 1 文字 ずつ 削除 され ます 。 
変更 し た い 辞 書 フ ァイル の パス 名 を 入力 し 、 ENTER を 押し ます 。 

パス 名 を 卒 更 し な いで ENTER を 押す と 、 辞 書 フ ァイル は 変更 され ませ ん 。 


② 辞 因 ファ イル が 妥 更 され 、 元 の 画面 に 戻り ます 。 
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HP 200 議 訂 虹 上 


VX "の 辞書 検査 / 修 理 


4. 辞書 検査 ノ 修 理 
【 機 能 】 
WX II の 国語 辞書 を 検査 し 、 エ ラー が あっ た 場合 は 修理 を 行ない ます 。 ま た 、 自 動 拡張 
され た だ た ブ ロック 数 を チェ ッ ク し 、 多 い 場 合 は 辞書 再編 成 を 促し ます 。 
※ 必 ず 25 行 モー ド で 行っ て くだ さい 。 
修理 を 行なう の は 、 国 語 辞 書 に 以下 の 異常 が めった 場合 で す 。 
・ イ ン デ ックス が 壊れ て いる 場合 
・ 辞 書 ブ ロッ ク 内 の 単語 レコ ー ド が 壊れ て いる 場合 
・ 辞 書 ブ ロッ ク 内 の 先頭 に ある 、 次 の ブロ ッ ク を 示す 番号 が 壊れ て いる 場合 
※ 辞 書 I1D が 壊れ て いる 場合 は 、 修 理 を 行ない ませ ん 。 


【 書 式 】 
WX2DCHK [/DW<WX2 辞 書名 >] [/LE く <15- ロ 7 7 ヵ 人 名 >] [/0V] [/1] [/?] 


/DW<WX2 辞 書名 > : WX TH "辞書 名 を 指定 し ます 。 
/LE く <T5- ロ 7 ファ ヵ 介 名 > : 辞書 に 異常 が あり 修復 を 行なっ た 場合 に 、 そ の 修復 処理 の 
内 容 を 出力 する ファ イル 名 を 指定 し ます 。 


/0V : キラー ログ ラ ァ イル 出力 ド を 上 帳 生き に しじま き 。 
/1 : 実行 後 、 プ ログ ラム を 自動 終了 し ます 。 
/? : ヘル プ 画 面 を 表示 し ます 。 


実際 に 辞書 検査 / 修 理 を お こ な う 場合 は , WX2 デ ィ レ クト リ の 中 に ある CHKDIC. BAT を 起動 し て 下 
さい 。 


【 操 作 】 
④CHKDIC.BAT 起 動 す る と 、 次 の よう な 画面 が 表示 され ます 。 
く 辞 書 検査 修理 ・ 起 動画 面 > 


WX2 辞書 検査 / 修 理 Ver 2.70 DOS/V 

[AA -: 一 覧 ] [Enter: 実 行 ][Esc : 中止] 
辞書 ファ イル 名 [ ] 
処理 選択 人 @ 確 認 メ ッ セ ー ジ あり 〇 確認 メッ セー ジ な し 


この 画面 で は 、 次 の よう な キー を 利用 し 、 項 目 内 容 を 設定 し ます 。 


 ( 聞 、、 凍 OCKE2ES カー ソル を な を 項目 間 で 移動 
WWWEcoecctcoceoodonooroc 設定 を 終了 し 、 辞 書 検査 を 実行 
NANO Ga2 2 ユー ティ リティ の 実行 を 中 止 し 終了 
NEOGG02。 ファ イラ ー を 起動 

MA 汰 1 gramfedtos ヘル プ を 表示 

6 昌 作 nencvnndnusawog ユー ティ リティ の 実行 を 中 止 し 終了 
RON 昌和 MGOOOOS20R5220 設定 を 終了 し 、 辞 書 検査 を 実行 


36 


【 ま ウト 


HP290. 計 


、 第 4 章 WX II* の 辞書 検査 /# 


・ 辞書 ファ イル 名 
検査 を 行なう WX II "国語 辞書 名 を 指定 し ます 。 


・ 処 理 選択 

「 確 認 メ ッ セ ー ジ あり 」 を 選択 する と 、 辞 守 再 編成 や 修理 、 エ ラー ログ 作成 、 ブ ロック の 
破棄 な どの 処理 を 行なう 前 に 、 確 認 メ ッ セ ー ジ が 表示 され ます . 「 確 認 メ ッ セ ー ジ な し 」 を 選択 
し た 場合 は 、 確 認 メ ッ セ ー ジ を 表示 せ ず に 処理 を 実行 し ます 。 


② 辞 書 フ ァイル 名 、 処 理 選 択 の 設定 が 終了 し た ら 、 ENTER を 押し ます 。 以 下 の メ ッ セ ー ジ が 
表示 され ます 。 


辞書 の 検査 を 開始 し ます 。 


よろ し いで すか ? 
Esc:CANCEL 


③ENTER を 押し 、 辞 書 の 検査 を 開始 し ます 。 画面 に は 、 辞 書 の 検査 状況 た 示す メッ セー ジ が 表 
示さ れ ま す 。 


辞書 検査 中 
65% 


④ 辞 書 に 異常 が な く 、 再 編成 の 必要 が ある 場合 は 、 以 下 の 確 認 メ ッ セ ー ジ が 表示 され ます 。 
※ 処 理 選 択 で 、「 確 認 メ ッ セ ー ジ な し 」 を 選択 し た 場合 は 、 メ ッ セ ー ジ を 表示 せ ず に 再編 成 を 行 
な いま す 。 


820 ブ ロッ ク の うち 自動 拡張 ブロ ッ ク が 0 存在 し ます 。 
辞書 再編 成 を 行なう と 変換 処理 速度 が 向上 し ます 。 


辞書 再編 成 を 行ない ます か ? 
Enter:OK Esc:CANCEL 


環境 設定 の 自動 辞書 拡張 貫目 で 、「 す る 」 を 選択 し て いる 場合 、 単 語 登録 を 繰 り 返す と 自 
動 的 に 辞書 が 拡張 され ます が 、 そ の まま で は 次 第 に 辞書 へ の アク セス 回 数 が 増え 、 変 換 速度 
が 遅く な り ま す 。 そ こ で 辞書 再編 成 を 行なう と 、 肥 換 速度 が 元 に 戻り ます 。 上 の メッ セー ジ 
が 表示 され た だ 場合 、 特 に 問題 が な けれ ば 辞書 再編 成 を 実行 し て くだ さい 。 
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HP 289 議 上 t キ ッ ト 


⑤ 辞 書 に 異常 が な く 、 再 編成 の 必要 が な い 、 あ る い は 再編 成 を 終了 し た 場合 は 、 画 面 に 以下 の 辞 
書 情報 が 表示 され ます 。 
ぐ 辞 書 検査 修理 ・ 辞 書 情報 画面 > 


WX2 辞書 検査 / 修 理 Ver 2.71 DO0S/V 
辞書 に 異常 は あり ませ ん で し た 。 [Esc: 終 了 ] 
辞書 情報 
C:\WX2S.DIC は 1994-03-10 12:00 に 作成 され まし た 。 
サイ ズ : 396288 バ イト 辞書 種類 ・ シ ステ ム 矢 書 
作成 日 ・ 1994-03-14 (回 ウタ ザ イズ ・ を 直 プ ロッ ゥ 必 
最終 更新 日 時 : 0000-00-00 ブロ ッ ク 数 : 384 
総 単語 数 : 49265 語 自動 拡張 ブロ ッ ク 数 : 
ユー ザー 登録 単語 数 : 語 プ ブロック 六 張 率 
1 北 愛 | 『! 
*・ サ イズ 

辞書 の ファ イル サイ ズ で す 。 
・ 作 成 日 

辞書 ファ イル の 作成 日 で す 。 
・ 最 終 更新 日 時 

辞書 ファ イル に 単語 の 登録 ・ 削 除 ・ 修 正 を 行なっ た 最後 の 日 付 で す 。 
・ 給 単語 


辞書 に 現在 登録 され て いる 単語 の 総数 で す 。 
・ ユ ー ザ ー 登 録 単 語 
辞書 に ユー ザー 登録 され た 単語 の 数 で す 。 
・ 辞 書 種類 
シス テム 辞書 、 ユー ザー 辞書 、 単 漢字 変換 辞書 、 単 漢字 入力 辞書 の 別 で す 。 


・ プ ロッ クタ サ イズ 
辞書 の ブロ ッ ク サ イズ (1K、2K) で す 。 
・ ブ ロッ ク 数 
辞書 に 存在 する ブロ ッ ク の 総数 で す 。 
・ 自 動 拡張 ブロ ッ ク 数 
自動 辞書 拡張 機能 に よっ て 自動 拡張 され た ブロ ッ ク の 数 で す 。 
・ ブ ロッ ク 拡 張 率 
全 ブ ロッ ク の うち 、 自 動 拡 張 ブ ロッ ク の 占め る 割合 で す 。 
Esc また は 10 を 押し 、 ユ ー テ ィ リ ティ を 終了 させ ます 。 
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_ 第 4 章 WXIH* の 辞書 検査 / 修 理 WX2DCHK 


人 @ 辞 書 に 異常 が 発見 され だ 場合 
書 検査 の 結果 、 な ん ら か の 実 常 が 発見 され だ 場合 は 、 以 下 ひ の メッ セー ジ が 表示 され ます 。 
ぐ 「 確 認 メ ッ セ ー ジ あり 」 の と き > 


辞書 に 異常 が 見 つか り ま し た 。 
これ か ら の 操作 を 履歴 情報 と し て 記録 する こと が で きま す 。 


ファ イル に 記録 を 取り ます か ? 
Ese:CANCEL 


ぐ く 「 確 認 メ ッ セ ー ジ な し 」 の と き > 


辞書 に 異常 が 見 つか り ま し た 。 
修復 操作 を 記録 する エラ ー ロ グフ ァイル を 作成 中 で す 。 
ファ イル 名 [DCHKERR.L0G] 


辞書 を 修復 する 場合 、 作 業 に は いる 前 に 辞書 の バッ クア ッ プ を 自動 的 に 作成 し ます 。 バッ 
クア ッ プ ファ イル 名 は 、「WX2DBAK. 001」 と な り ま す 。 も し 、 同 名 の ファ イル が すでに 存在 
し て いる 場合 は 、「WXDBAK. 002 (003, 004... ) 」 と な り ま す 。 

辞書 の 修復 中 に は 、 以 下 の メ ッ セ ー ジ が 表示 され ます 。 
く 辞 書 の イン デック ス を 修復 し て いる 場合 > 


辞書 の イン デック ス に 異常 が 見 つか り ま し た 。 
現在 修復 を 試み て いま す 。 


く 辞 書 ブ ロッ ク 内 の 単語 の 文字 化け を 修復 し て いる 場合 > 


単語 デー タ に 異常 が 見 つか り ま し た 。 


単語 デー タ の 損失 箇所 を 取り 除き ます 。 
現在 修復 を 試み て いま す 。 
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く 辞 書 ブ ロッ ク の 位置 ずれ を 修復 し て いる 場合 > 


無効 デー タ の 混入 、 有 効 デ ー タ の 欠 沙 に よる 
辞書 ブロ ッ ク の 位置 ずれ が 見 つか り ま し た 。 
現在 修復 を 試み て いま す 。 


く 次 ブロ ッ ク 番 号 を 修復 し て いる 場合 > 


自動 拡張 ブロ ッ ク の 連結 情報 に 異常 が 見 つか り ま し た 。 
現在 修復 を 試み て いま す 。 


く 辞 書 の 修復 が 不可 能 な 場合 > 


必要 な 情報 が 欠落 し て いる た め 


辞書 の 修復 が で きま せん で し た 。 


辞書 の 修理 が 究 了 する と 、 辞 書 の 再 検査 を 行ない ます 。 再度 異 常 が 発見 され だ 場合 は 、 辞 
書 の 修理 を 行ない ます 。 異常 が 発見 され な い 場 合 は 、 辞 詩情 報 画面 を 表示 し ます 。 


※ 辞 書 検査 / 修 理 ユ コーティ リティ で 辞書 に 異常 が 発見 され 、 か つ 修 理 が で き な い 場合 は 、 そ の 辞 
書 の 使用 を 中 止 し 、 辞 書 の イン スト ー ル を や り の 直し て くだ さい 。 
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逢 HP200E 半 キット 


付録 
付録 1. 製品 の ファ イル 内 容 

WX2.SYS WX HI フロ ント エン ド 部 
WX2D.SYS 文法 ファ イル 
WX2DCHK.EXE 辞書 検査 / 修 理 
WX2DCHK.HLP 辞書 検査 / 修 正 ヘ ルプ 
WX2S.DIC スモ ー ル 辞書 
WX2SYS.INI デフ ォ ル トト 環境 ファ イル 
WXK.SYS WX II カー ネル 部 ・ ロ ー ダ ー 
WXKC.SYS WX II カー ネル 部 ・ 本 体 


付録 2. 設定 ファ イル (CONFI6. SYS、WX2SYS. INI) の 指定 方 法 
氏 設 定 フ ァイル (CONFIG. SYS) の 設定 
WX HI を 使用 する に は 、CONFIG.SYS フ ァイル の DEVICE= 指 定 に より 、W X II "の カー ネル 部 と 
フロ ント エン ド 部 の 2 つ を 指定 し ます 。 
く 例 シシ ンス テム ファ イル が A:\WWX2 と いう ディ レク トリ に ある 場合 
DEVICE=A:\WX2\WXK.SYS 
DEVICE=A:\WX2\WX2.SYS 


付録 3. ロー マ 字 設定 
出 共 時 の ロー マ 字 入力 規則 は 以下 の 通り で す 。 


ちゃ ちぃ ちゅ ち ぇ で や で い ぃ い で ゆ 
d⑪3 dyi dyu dye dyoldhs dhi dhu 


Wa dwi dwu dwe dwo 
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ぬ ね の | に ゃ や に ぃ にゅ に ぇ 


ny8 ny71 ny7U 


bye by 


Dye PDY0 
みえ ぇ みよ 
mye m70 


り ぃ 
ry1 


※ っ つっ:n 以外 の 子音 の 2 連続 も 可 
例 itta つろ いっ た 
※ ん : 子音 の 前 の み n 
母音 の 前 は nn また は nm' 
例 kanni つ か ん い 
kani つっ か に 
※「 ヴ 」 の ひら が な は な い 


付録 4. WXII* の 品詞 に つい て 
WX II の 国語 辞書 が 扱う 品詞 は 、 以 下 の よ うに 分 類 さ れ て いま す 。 
信 動 記 
人 や も の の 動作 を 表わす 語 。 活 用 形 に より 分 か れ て いま す 。 


あわ 行 五 段 
か 行 五 段 


な 行 五 段 
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ES: 湯 Hp200I 妥 Bt ネッ ト 


久 形 容 記 
性 質 や 状態 を 表す 語 で 、 終 止 形 が 「 て い 」 の も の 。 活用 形 に より 分 か れ て いま す 。 


形容 詞 


……「< が る 」. が っ つく 形 容 絹 。..「 向 し い 」[ 必 し いな を 
ほし “7 欲しい” : 形容 詞 ガ ル 


形容 詞 ユ ウ 


急 形 容 動詞 
性 質 や 状態 を 表す 語 で 、 終 止 形 が 口語 の 場合 「ー だ 」、 文 語 の 場合 「 な り 」「 た り 」 の 
つく も の 。 活 用 形 に より 分 か れ て いま す 。 
品詞 名 称 


形容 動詞 ノ 


形容 動詞 タル 


@ さ 変 ・ ざ 変名 詞 
単独 で は 名 詞 と な る が 、「 変 化す る 」「 論 ずる 」 の よう に 、 さ 行 や ざ 行 の 活用 語尾 を 伴っ 
て 動詞 と し て も 使わ れる も の 。 


昭 語 名 移 


さ 変名 記 非 接尾 NM 」 な ど が つ 


@ る 記 
も の の 名 称 で 、 主 語 や 目的 語 と な る も の 。 
品 凡 名 称 
名 宙 


名 詞 非 接尾 


数 量 


本 JRNL RS 
すう “数 ” : 数 量 


…「 あ た つ 」. な ど 


一 つり ・ 


sm 胡 朗 」.…[ 
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HP200 良 放 t 


付録 らち. 記号 一 覧 
人 特殊 記号 名 一 覧 
下記 の 読み で 部 首 変 換 す る と 記号 の 入力 が で きま す 。 
※ コ ー ド は 』-|-S ヨ ー ド 表示 で す 。 
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ユー ザ が 登録 し た 外字 ) 7F21 て 987 到 


付録 6. WX II * 使 用 中 の エラ ー メ ッ セ ー ジ 一 覧 
WX II 使用 中 、 下 記 の メッ セー ジ が 、 画 面 最 下 行 に 表示 され る こと が あり ます 。 
これ ら の メッ セー ジ が 表示 され た と き は 適切 な 対策 を 施し て くだ さい 。 
な お 、 環 境 設定 (また は 設定 ファ イル に よる 起動 オプ ショ ン ) に よっ て 「 エ ラー 表示 」 を 
「 し な い 」 に 設定 し て ある と き は 、 こ れ ら の エラ ー メ ッ セ ー ジ は 表示 され ませ ん 。 


「1 AS が 有効 で す 。WX2 の 組込み を 中 止 し ます 」 

【 原 因 】 WX オリジナル フロ ント エ ンド 部 を 組み 込 も うと し た が 、 1] A S が 先 に 組み 込ま れ 
7 ご go 

【 対 策 】 CONFIG.SYS の 1 AS 指定 を 無効 に する か 、 削 除 し て くだ さい 。 


「 辞 書 フ ァイル が あり ませ ん 」 
【 原 因 】 現在 の 辞書 ファ イル バス に 辞書 ファ イル が 存在 し な い 。 
【 対 策 】 辞書 ファ イル 名 を 変更 する か 、 正 し い 辞 書 デ ィ ス ク を セッ ト し て くだ さい 。 


「 辞 書 フ ァイル が 違い ます 」 
【 原 因 】 現在 の 辞書 ファ イル パス の ファ イル が WX II "の 国語 辞書 で な い 。 
【 対 策 】 辞書 ファ イル 名 を 変更 する か 、 正 し い 辞 書 デ ィ ス ク を セッ ト し て くだ さい 。 


「 辞 書 バ ッ フ ァ が 不足 し て いま す 」 
【 原 因 】 国語 辞書 が 大 きく な り 過 ぎ て 辞書 バッ ファ が 足り な い 。 
【 対 策 】 環境 設定 で 辞書 バッ ファ を 増やし て くだ さい 。 


登録 で き な い 文字 が 含ま れ て いま す 」 
【 原 因 】 単語 登録 で 、 単 語 に 改行 マー ク な どの 制御 コー ド が 含ま れ て いる 。 
【 対 策 】 無効 な 文字 を 除い た 単語 を 指定 し て くだ さい 。 


「 こ の 読み で これ 以上 追加 で きま せん 」 
【 原 因 】 同一 の 読み (見 出し ) で 登録 で きる 最大 値 を 超え て 単語 を 登録 し よう と し た 。 
【 対 策 】 辞書 再編 成 を 実行 し て か ら 登録 し 直し て くだ さい 。 
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「 ブ ロッ ク が 一 杯 で 登録 で きま せん 」 

【 原 因 】 単語 を 登録 し よう と し て 登録 用 域 に 空き が な い (「 自 動 辞書 拡張 」 を 「 し な い に 設定 
し て いる 場合 ) 。 

【 対 策 】 辞書 再編 成 を 実行 し て か ら 登 録 し 直し て くだ さい 。 


「 同 じ 単 語 が 既に 登録 され て いま す 」 

【 原 因 】 既に 辞書 に ある 単語 と 同一 の 読み (見 出し ) 、 漢 字 、 品 詞 で 登録 し よう と し た 。 

【 対 策 】 既に 辞書 に 登録 され て いる た め 、 登 録 の 必要 は あり ませ ん 。 も し 見 出し や 品詞 を 間 違 
えて いた ら 、 変 更 し て 登録 し 直し て くだ さい 。 


「 読 み が 長 すぎ ます 」 
【 原 因 】 単語 登録 で 半角 30 文 字 以上 の 読み を 指定 し た 。 
【 対 策 】30 文 字 以 内 で 読み を 入力 し 直し て くだ さい 。 


「 こ の 単語 は 登録 され て いま せん 」 

【 原 因 】 単語 削除 で 指定 し た 単語 が 登録 され て いな い 。 

【 対 策 】 辞書 に な い 単 語 で すか ら 削 除 の 必要 は あり ませ ん 。 も し 上 単語 の 範囲 指定 や 見 出し 入力 
を 間違え て いた ら 、 変 更 し て 登録 し 直し て くだ さい 。 


「 デ ィ ス ク が 一 杯 で す 」 

【 原 因 】 国語 辞書 を 格納 し て ある ディ スク が 一 杯 で 辞書 を 拡張 で き な い (「 自 動 辞 書 拡張 」 を 
「 す る 」 に 設定 し て いる 場合 ) 。 

【 対 策 】 不要 の ファ イル を 削除 し て くだ さい 。 削除 する ファ イル が な いと き は 、 国 語 辞書 の 「 格 
納 率 」 を 大 きく し て 辞書 再編 成 を する か 、「 辞 書 圧縮 」 を 行っ て 辞書 の 容量 を 小さ くし て くだ さい 。 


「 読 み が 違い ます 」 
【 原 因 】 部 首 変換 で 、 対 応 する 部 首 名 が な い 。 
【 対 策 】 正 し い 部 首 名 を 指定 し て 実行 し 直し て くだ さい 。 


「 変 換 で きま せん 」 

【 原 因 】 組み 込ま れ て いな い オ プシ ョ ン 機 能 を 実行 し よう と し た 。 

【 対 策 ]】 オプ ショ ン 機 能 (オプ ショ ン 単 漢字 変換 、 オ プシ ョ ン 単 漢字 入力 ) を 使用 し た いと き 
は 、 オ プシ ョ ン 機 能 を 組み 込ん で くだ さい 。 


「KKCFUNC. SYS が 組み 込ま れ て いな い の で 組み 込め ませ ん 」 


【 原 因 】LXKKC. SYS が イン スト ー ル され て いな い 。 
【 対 策 】LXKKC. SYS を W X II+ の 前 に 組み 込ん で くだ さい 。 
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付録 7. 起動 オプ ショ ン 
起動 オプ ショ ン は 、 複 数 の パラ メー タ か ら 構 成 さ れ ま す 。 


各 パ ラメ ー タ は 、 次 の よう な 形式 で 構成 され ます 。 ( {) は 省略 が 可能 ) 


グ 英字 パラ メー タ {数 値 パ ラメ ー タ 1} {数 値 パ ラメ ー タ 2} 


数 値 パ ラメ ー タ の 省略 時 や 数 値 パ ラフ メー タ に 無効 値 が 与え られ だ 場合 は 、 パ ラメ ー タ 未 指 
定 と し て 処理 し ます 。 


WX2 マ ? SYS の パラ メー タ 
(WX2??.SYS の デバ イス 行 お よび WX2SYS. INI の OPTION= で 有効 で す 。) 


連 文 節 変換 モー ド 
自動 変換 時 は 自動 確定 


複合 語 優先 連 文節 変換 
2 自動 変換 


71 拡張 メモ リ 種 類 
EMR 辞書 バス 名 Ai:WWX2.DIC 
91 辞書 バス 名 
?1 起動 時 の 入力 モー ド 
半角 ひら が な 
/W 91 (9 3 
自動 確定 禁止 
0 JIS コ ー ド 


1 EMS 
/D#(9H シス テム 辞書 バス 名 指定 辞書 は ひと つ だ け 使 用 する 
全角 ひら が な 
/ 自立 語学 習 機能 OFF 自立 語学 習 機能 ON 
接頭 語学 習 機 能 OFF 
文節 学習 機能 OFF 
不定 語 登録 機能 OFF 
※ /L は 、/L8 /LB /『 に 優先 する 
1 シフ ト JIS コ ー ド 


バラ メー タ 指 定時 の 解釈 バラ メー タ 未 指定 時 の 解釈 
使用 する 拡張 メモ リ 種 類 1.2,3 使用 し な い 
3 EMS 
5 EMS+TUMB 
71 シス テム 辞書 バス 名 
起動 時 の 入力 モー ド 指 定 起動 計 の モー ド を 全角 ひら が な 入力 に する 
0 
1 半角 カタ カナ 
2 半角 英 数 
72 自動 変換 衝 の モー ド 
0 自動 確定 
【 
AAM コー ド 選 択 時 コー ド 体 系 指定 J TS コー ド 
?1 コー ド 体 系 
区 点 コ ー ド 
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バラ メー クタ 未 指定 時 の 解釈 


節 学習 機能 ON 
覧 表示 し な い 


ファ ンク ショ ン ガ イド を 表示 し な い 


バラ メー タ 指 定時 の 解釈 


8 記 上 
?1 次 候補 の 回 数 
1>255 
最大 入力 文字 数 指定 


?1 入力 文字 数 
1<100 
ーーー で ーー ナーーーーー 
Ta 
/INE 21 環境 ファ イル 名 指定 員 境 W273.815 と 


?1 環境 ファ イル 名 


バラ メー クタ 指定 時 の 解 バラ メー タ 未 指定 時 の 解 和 
連 文節 時 に 匂 読点 で 変換 する 句読点 変換 し な い 


※ 側 限 事項 


バス 名 は 、|' 217' :\ で 始ま る 6 2 桁 以 内 の 文字 列 と し て くだ さい 。 
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付録 8. 部 首 読 み 一 覧 


人 @ 部 首 名 一 覧 表 


部 首 変 換 に お いて 下記 の 読み を 入力 する と 第 2 水 准 の 単 漠 字 変換 が で きま す 。 


※ コー ド は J IT S コ ー ド 表示 で す 。 


画数 | 部 首 部 首 名 3 | 部 首 部 首 る | 漠 字 ユー ドー| 
ー トー いち 5021 肥 ふゆ 7 | 久 5469~| 
画 ぼ 條 5024 こ ド | 駿 546A 一 | 
| リ の め | リリ 5028^| 
| と お つ ・ お つ に ょ う | 澤 好 5521 て 
は ね ぼ 
SN 呈 SS | 弐 5031-| 
画 | エ な べ ぶ た ーー 5035~| 一 555 ドー 
けい さん か ん お む | 故 5571 
人 ひと ・ や ね 2 昌 朱 5575 て 
に ん べ ん | な お が 
ル ひと あし 時 提 所 の の 1 に = 1 た ー9570 和 | 
入 いり が し ら RT か ば ね か ん む 
は は ち が | 分 5142-| 山 ま ・ や ま へ 負 5626 一 
けい が まえ | ん ぼん が 
まき が 3 5660 こ 
| 一 わか ん むり _ | 一 514C^>| | 巳 お の れ | 巳 5681^| 
ほか や | ? 5152~-| 巾 は ば ・ は ば へ ん | 二 5663~ 
に 放 。 うう 尽 え 所 515C-| きん ベ 
日 5 府 ば こ ロ 5161~| 2 
ト ん に ょ | | 名 いと が し ら | 匂 5676-| 
刀 か た な ・ や い ば | だ 。 昌吉 かー | だ _S679E 
5 法人 MG た 572E て 
カ の | 人 勉 5222~| いん に ょ 
つつ み が ま え 5231~| 有 ゅ う あ 填 5730 
は 人 半 が まま えー] 5735 
は ご は が ま [に に ーー5299S | | 娘 けい が し ら | 5740-| 
ぼく の 憲 部 志 の ん たべ イ 5746ー 
ふし つ 5247 て | 四 と に の 5756 て 
] 虐 が ん だ れ | 画 し た ご ころ 
に | む ム 5253~| っ し ん べ ん 
画 | 又 また | 角 5256-| か の ほこ 双 5879< 
口 くち ・ く ち へ ん 可 5254~| ほこ が まえ 
日 くに ・ く に が まえ | 口 5378-| 戸 と びら の と | 肩 5928~ 
正 つら ちょ つ ち っ ん 入 5429^| と だ れ 
ど へ ん | ト ん 6 
土 さむ らい 上 革 5463~| 手 て へ ん Ei 5929 
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名 首 部 首 名 [漢字 コー ドー 画数 | 部 首 部 首 名 漢字 コート ドー 
と また ・ の ぶん 支 5A3D て | 五 | 記 ひ の か わ ・ け が わ | 眼 622E-| 
ぶん ・ ぼ くに ょ う | 画 | | 和 6233~| 
ぼく づ | | 目 め へ ん 。 | 陰 623D<l 

に 半 まみ - | 角 fl 矛 む の ほこ 務 6262 て 

庁 きん ・ お の つく り 導 具 3| まこ へ 

0 | | 天 や や ・ や へ ん | 仙 6263~| 

方 ほう ・ ほ う へ ん | 石 いし ・ い し へ ん | 
か た へ 示 し めす ・ ね へ ん | 礼 632B~ 

| 元 す で の つく り | 元 5A5B< めす へ 

日 に ち ・ に ち へ ん に ほ 王 : 能 | 風 ぐう の あし _ | 冊 633B-| 

月 き き | 服 582C-| 穴 あな 宮 6356 一 

に 末 一 帝 和 ルーーーーー 丘 流 --5892ー| あな か ん 1 

欠 か ける ・ あ く び 人 | た つ ・ た つ へ 中 6367ー 

| 六 - 夫 循 -- 壮 び 気 6373 て 
め 9 | 謙 5D45-] 面 た け か ん 

| 才 いち た ・ が つ へ ん | タダ 5046~| こめ ・ こ め へ 杜 6462 て 

父 る また 数 お - い と へ ん 鍋 647D< 
ほん つ | 缶 ほ と き 紅 657D て 

| 紅 な か れ | 了 母 5059-| 障 あみ が し ら 較 6626 て 

| まま けけ 本 攻 8ー よん が 

に 区 つう 3 も パーーーーー 一 征 隊 一 6062ー | 羊 ひつ じ 発 6635 て 

| 気 き が まえ | 気 5D63~| つじ へ 

水 みず ・ し た みず ドー 電 | 還 は 事 6642 一 

ん ずい | い ・ お い が 664D 一 

衣 導 有 素 らい すき 来 6650 て 

の 3 

| 爪 つめ ・ の つ _ | 邊 6027~-| 耳 みみ ・g 骸 6656 一 

に 光一 の 0 ニーーーー に か 6028』 素 ふ で づく り 事 6666~ 

に 人 ま -U ま ヘル ーーー- 選 生 6020<! ふ で 3 
た ま へ ん ・ た ま に 向 一 う ポ ーー ニーー ド = に 員 -6446< | 

へ | た ・ し た へ 舎 6752~ 

に 払う り | ` *: 中 導 6121< 舟 ふ ね ・ ふ ね へ ん 6755 て 

[性 王 あま まい ーー ジー: 鞭 --6133>| 色 い 錠 6766< 

| 全う まれ る 州 くさ ・ く さか ん む | 施 6767~ 

有一 ち か る ーー ドー に 直 --63965』 -・ く さ が ん むり 

ド 母 だ た ーー ーーー- ーー * 連 人 36…| 上 と ら が し ら 記 6948~| 

| 病 や まい だ れ | 六 614B-|l か ん 

| 内 一 は つが し らち ーー と に 一 6222ー! 虫 むし ・ む し へ ん 694D< 

に 折 に -ー し ジュ ーーー ニ ーー 計 当 一 06295 一 | 自 ちち に 6A48 


| 巧 7052-| 
紛 7055~ 


数 | 部 首 部 首 名 [ 輝 字 ビー| 画 数 [部 首 明 
六 行 ゆき が まえ 4 田 め A 記 
画 ぎ よ 革 か く の か わ ・ か わ 
ころ と へ | 
人 ま | 丁 6B28<| 
画 
八 ー 
画 連 
画 
| 以 
東 東 | 上 
付 ふる | 供 7032-| 
雨 あめ 吾 703B-| 
あめ か ん $ | 
育 あお 本 7050 | 
_ | 非 あら ず 其 7051 | 
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動 im 


第 1 章 MINI の 起動 


1. 1 起動 方 法 
起動 書式 

MINI [起動 オプ ショ ン ] [パス 名 ] 
解説 


パス 名 に は M | N | で 編集 し た い フ ァイル 名 を 指定 し ます 。 こ の ファ イル 名 は ドラ イブ 
名 や ディ レク トリ 名 を 含ん だ フル パス 名 や 相対 パス 名 で も か まい ませ ん 。 ま た DOS の 認 
識 す る 1 行 の 範囲 内 な ら ば 、 半 角 の スペ ー ス で 区 切っ て 最大 1 O ま で の ファ イル 名 を 指定 
で きま す 。 


例 1. MINI test.doc sample.txt log0928.txt 
例 2. MINI c:sample.c b:\log\log0921.txt 
例 3. MINI ..\source\Ymain.c 


さら に この パス 名 の 代り に ワイ ルド カー ド (* や ? ) を 含む 文字 列 を 指定 し た 場合 
に は 、 そ の ワイ ルド カー ド に 一 致す る ファ イル 名 の 一 覧 を 表示 し 、 編 集 フ ァイル 名 の 入力 
状態 に な り ま す 。 


例 4. MINI *.txt 
例 5. MINI c:\long\*. txt 


また パス 名 の 代り に ドラ イブ 名 や ディ レク トリ 名 を 指定 し た 場合 に は 、 そ の ドラ イブ や 
ディ レク トリ 上 の ファ イル 名 一 覧 を 表示 し 、 編 集 フ ァイル 名 の 入力 状態 に な り ま す 。 こ こ 
で ドラ イブ 名 と は 、 半 角 の 英字 1 文字 の 後に 半角 の コロ ン (:) を 付け た も の で す 。 ま た 、 
ディ レク トリ も の 最後 に は 半角 の \ 記号 を 付け て も 付け な く て も か まい ませ ん 。 指 定 し 
た パス 名 が ファ イル 名 で ある か ディ レク トリ 名 で ある か は 、M I N | が 自動 的 に 判断 し ま 
す 。 


例 6. MINI b: 
例 7. MINI c:\log\ 
例 8. MINI ..\log 


また 起動 オプ ショ ン 以 外 に は 何 も 指定 し な か っ た だ 場合 、 カ レン トディ レク トリ 上 の すべ 
て の ファ イル 名 の 一 覧 を 表示 し 、 編 集 フ ァイル 名 の 入力 状態 に な り ま す 。 


例 9. MINI -wc -ea 
例 10. MINI 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 
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な お 編集 ファ イル 名 の 特殊 な 指定 万 法 と し て 、 初 期 ジ ャ ンプ 行 の 指定 が 可能 で す 。 初期 
ジャ ンプ 行 の 指定 は 、 フ ァイル 名 の 直後 に 半角 の + 記号 を 置き その 後に その ファ イル を 
オー プン 直後 に 自動 的 に ジャ ンプ させ た い 行 番号 (論理 行 番号 : 改行 か ら 改行 まで を 1 行 
と する 行 番 号 ) を 指定 し ます 。 フ ァイル 名 と + 記号 、 お よび + 記号 と 行 番号 の 間 に は 
スペ ー ス を 入れ て は いけ ませ ん 。 


2 起動 オプ ショ ン 


起動 オプ ショ ン は M | N | を 起動 し た と き の 編 集 環境 を 設定 する た め の も の で す 。 起動 
オプ ショ ン を 付け な いで 起動 する と 、M IN | の プロ グラ ム 本 体 で 予め 規定 し た 編集 環境 
に 設定 し ます 。 起 動 オ プシ ョ ン は 必ず 半角 の ハイ フン C-) で 始ま る 半角 文字 列 で す 。 ハイ 
フン の 直後 の 1 文字 また は 2 文字 で オプ ショ ン の 種別 を 表し ます 。 この 文字 は 大 文字 で も 
小文字 で も どちら で も 構い ませ ん 。 ま た 必要 な 場合 に は この 文字 の 直後 に 数 値 を 指定 する 
場合 も あり ます 。 

起動 時 の コマ ンド ライ ン に 起動 オブ ショ ン を 複数 記述 する こと も で きま す 。 複数 の 起動 
オプ ショ ン を 指定 する 場合 、 起 動 オ プシ ョ ン の 間 は 半角 スペ ー ス で 区 切っ て も 、 連 続 し て 
記述 し て も どちら で も 構い ませ ん 。 


例 1. MINI -wc -f5 -ba 
例 2. MINI -wc-f5-ba 
例 3. MINI -WC-F5-BA L060922.TXT 


以下 に それ ぞ れ の 起動 オプ ショ ン を 説明 し ます 。 以下 の 説明 で は ハイ フン 直後 の オプ ショ 
ン 文 字 は 大 文字 で 表し ます 。 ま た だ 数値 の 指定 が 必要 な 場合 に は 小文字 の n また は n1 一 
n4 で 表し ます 。 


CR コー ド (〈ODH) と LF コ ー ド (0AH) を 別 及 に 扱う パ バイナリー 編集 モー ド で 起動 し ます 。 
また だ た バイナリー 編集 モー ド で は E0F コ ー ド (1AH) は ファ イル の 終り を 表す も の で は な 
く 、 単 な る 1 バイ ト の 制御 デー タ と し て 扱わ れ ま す 。 こ の オプ ショ ン を 指定 し な い 場 
合 (テキ スト 編集 モー ド ) で は 、E0OF コ ー ド を も っ て ファ イル の 終り と 見 な し ます 。 ま 
た 連続 する CR コー ド と LF コ ー ド は まとめ て 改行 文字 と し て 扱い ます 。 詳 し く は 以下 の 
表 を 参照 し て くだ さい 。 


-BA 
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EOF コ ー ド (1AH) を 無視 する (ファ イル の 終り と 見 な さ な い ) テキ スト 編集 モー ド で 
起動 し ます 。 な お 連続 する CR コー ド と LF コ ー ド は まとめ て 改行 文字 と し て 扱い ます 。 
詳し く は 以下 の 表 を 参照 し て くだ さい 。 


-En 


47' ツ ョ な し -BA 7 》 ョ ツ 指 定 -B 7 > 指定 


7 ヵ 作 の 終り の | EOF コ ー ド (1AH) 物理 的 な ヵ -》 の 終り で 判定 
判定 記法 


CR]- ト と LF]- | 改行 文字 と し て 扱い 、 セー7 時 に CR]- ト と 改行 文 

ト が 連続 し て は CR]- ト と LF コ - ト の 2 介 で も セ -7 | 字 と し て 扱い 、 

現われ だ 場合 する ャ -7 時 も その ま 
ま 2 ル 介 で も セ -7 


単独 の CR]- ド その まま CR1- ト と し て 扱う 
(0DH) 


単独 の LF]- ド 改行 文字 と し て 扱い 、 セ - プ 時 改行 文字 と し て 

(0AH) に は CR-LF の 2/ 介 に 変換 する 抜い 、 セ -7 時 に 
も LF コ - ド 1 が 人 
の まま セ ャ -7 


ENTER キ ー に CR・LF]- ト 2 條 の 挿入 に 相当 LF]- ト 1 介 の 
よる 改行 文字 | する 挿入 に 相当 する 
の 搬入 


桁 位置 ゲー ジ の 表示 を 指定 し ます 。 桁 位置 ゲー ジ は 編集 テキ スト の 上 側 に 表示 され る 
定規 の よう な も の で 、 反 転 マ ー ク で カー ソル 位置 の 桁 位 置 を 示し て いま す 。 桁 位置 ゲー 
ジ で 示す の は カー ソル 位置 の 画面 上 で の 桁 位 置 (1…160) で す 。 こ れ に 対し て 編集 画 
面 の ガイ ドラ イン に 表示 する 桁 位置 ([ と ] で 囲っ て 表示 し た 2 つの 数 値 の うち の 
石 側 ) は 、 カ ー ソ ル 位 置 の 論理 行 の 先頭 か ら の バイ ト 位 置 (1 て 1000) で す 。 こ の 2 
つの 桁 位 置 は 、 ハ ー ド タブ を 含む 行 や 折れ 返り 表示 し て いる 行 な ど で は 異な っ た 値 に 
な り ま す 。 注意 し て くだ さい 。 プロ グラ ム 作 成 な どの 時 に は 、 桁 位置 より も バイ ト 位 
置 の 方 が 便利 な こと が 多い で し ょ う 。 桁 位置 ゲー ジ の 表示 ノ 非 表示 は 、 起 動 後に も 切 
り 換 える こと が で きま す 。 


子 プ ロ セ ス の 実行 の た め に 最低 で も n KA 介 の メイ ン メ モリ ー を 空け て お く よ う に 
指定 し ます 。n の デフ ォ ル ト は 32 で す 。 


例 1. MINI -E256 
例 2. MINI -E0 Q イ 〉・t リ り - は すべ て 使用 し て よい ) 


MIN | で は 、 子 プロ セス の 実行 に 先立ち M | N | が 使用 し て いな い メ モリ は 自動 的 
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に 解放 し (使用 中 の メモ リー は 解放 し な い ) 、 子 プロ セス が 終了 する と 解放 し た 分 の 
メモ リ を 自動 的 に 再 取 得する よう に な っ て いま す 。 この た め 、 大 き な フ ァイル を 編集 
中 の 場合 ( 未 使用 の つ メ イン ・ メ モリ ー が 少な い 場 合 ) で な けれ ば 、-En オ プシ ョ ン を 指 
定 し な く て も か な り 大 きな子 プロ セス まで 実行 する こと が で きま す 。-En オプ ショ ン 
の 意味 は 、 ど ん な に メイ ン メモ リー を 使用 し た 場合 で も 最低 n K バ イト は 空け て お 
く よ う に する 、 と いう こと で す 。 従っ て 通常 は n K バ イト より も 大 き な メ イン メモ 
リー が 空い て いる た め 、n K バ イト 以下 の 子 プ ブロ セス し が 実行 で きま な いと 言う こと は 
あり ませ ん 。 

MI N | は 、 使 用 可能 な メイ ン ・ メ モリ ー を 使い 切っ た 後 ま だ 作業 領域 が 不足 し て いる 
易 合 に は 、 指 定 さ れ た 作業 ディ スク (-Wd オプ ショ ン 参 照 ) 上 に テン ポラ リー・ フ ァ 
イル を 作成 し 、 こ の ファ イル を 作業 領域 と する こと に より 、 最 大 2M バ イト まで の ファ 
イル が 編集 で きま す 。 


-EA 
MIN1I の 起動 後に 空い て いる メイ ン - メ モリ ー は すべ て 子 プ ロ セ ス の 実行 の た め に 空 
け て お く こ と を 指定 し ます 。 こ の オプ ショ ン が 指定 され だ 場合 、 メ イン ・ メ モリ ー を 作 
業 領域 と し て 使用 で き な い た め に 、 起 動 時 に 作業 ドラ イブ 上 に テン ポラ リー ファ イル 
が 作成 され ます (通常 は メイ ン ・ メ モリ ー を 使い 切っ だ 時 に 作成 され る ) 。 な お 、-Wd 
オプ ショ ン の 説明 も 参照 し て くだ さい 。 


-Fn1 :n2:n3:n4 
カー ソル の 形状 を 指定 し ます 。-F の 直後 に 4 つの 数 値 (n1、n2、n3、n4) を 半角 の 
コロ ン (:) で 区 切っ て 指定 し ます 。 数 値 と コロ ン の 間 に ス ペー ス を 入れ て は な り ま せ 
ん 。n1n4 の 値 は 以下 の 意味 を 持ち ます 。 な お 後 の 括弧 の 中 の 数 値 は この オプ ショ ン 
を 指定 し な い 場 合 の デフ ォ ル ト の 値 で す 。 な お 数 値 に は 通常 0 て 7 の 値 を 指定 し ます 。 


n1 挿入 カー ソル の スタ ー ト ラス タ 位 置 (0) 

n2 挿入 カー ソル の エン ドラ スタ 位置 (?) 

n3 上 書 カ ー ソ ル の スタ ー ト ラス タ 位 置 (0) 

n4 上 書 カ ー ソ ル の エン ドラ スタ 位置 〈?) 

な お 、n3n4 を 省略 する こと 、n2 で n4 を 省略 する こと も 可能 で す 。 


例 1. MINI -F5:7:0:7 
例 2. MINI -F3:7 
例 3. MINI -F5 


-Gn1:n2 :n3 :n4 
起動 時 お よび 終了 時 に 設定 する キー リピ ー ト を 指定 し ます 。 こ の オプ ショ ン を 指定 し 
な い 場 合 、M 1 N | は 自身 で は キー リピ ー ト の 設定 は 行い ませ ん 。-G の 直後 に 4 つの 
数 値 (n1、n2、n3、n4) を 半角 の コロ ン (:) で 区 切っ て 指定 し ます 。 数 値 と コロ ン の 
間 に ス ペー ス を 入れ て は な り ま せん 。 
n1n4 の 値 は 以下 の 意味 を 持ち ます 。 な お 後 の 括 弧 の 中 は 指定 する 数 値 の 単位 で す 。 
n1 起動 時 に 設定 する キー リピ ー ト 開始 まで の 時 間 (ミリ 秒 ) 
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-Hn 


-Mn 


-Pstr 


HP20 計 tfy ト 


n2 起動 時 に 設定 する キー リピ ー ト 間隔 (回 ノ 秘 ) 

n3 終了 時 に 設定 する キー リピ ー ト 開始 まで の 時 間 (ミリ 秒 ) 

n4 終了 時 に 設定 する キー リピ ー ト 間隔 (回 ノ 秒 ) 

な お 通常 、 キ ー リ ピー ト 開 始ま で の 時 間 に は 500 ミリ 秒 程 度 の 値 を 指定 し 、 キ ー リ 
ピー ト 間 過 に は 10<20 回 ノ 秒 程度 の 値 を 指定 し ます 。 


例 1. MINI -6500:20:500:12 


TAB キ ー を 押し た と き に カー ソル が 移動 する 位置 (タブ スト ッ プ ) の 桁 間 同 を 指定 し ま 
す 。n に は 2、4、8、16 の いずれ か の 数 値 を 指定 する こと が で きま す 。 デ フォ ルト 
は 8 桁 で す 。 


例 1. MINI -H4 


オー トイ ン デ ント を 行う 状態 で 起動 し ます 。 オ ー ト イン デン ト と は 、 改 行 時 に 上 の 行 
と 同じ 桁 位置 に 自動 的 に 段 下 げ (イン デン ト ) を 行なう 機能 で す 。 イ ン デ ント は タブ 
コー ド と 半角 スペ ー ス を 用 いて 行い ます (た だ し で きる だ け タ ブ コ ー ド を 多く 使用 す 
る ) 。 オ ー ト イン デン ト の 有効 無効 は 、 起 動 後 に も 切り 換え る こと が で きま す 。 


キー クリ ッ ク 斉 を 有効 に 指定 し ます 。 


右 マ ー ジ ン を n 桁 に 指定 し ます 。n に は 16<160 の 値 が 指定 で きま す 。 石 マー ジン 
と は 、 長 い 論 理 行 な ど を 表示 する 隙 に 、 画 面 上 で 折れ 返し 表示 する 時 の 折れ 返し 桁 位 
置 の こと で す 。 こ の オプ ショ ン を 指定 し な い 場 合 の デフ ォ ル ト で の 右 マ ー ジ ン は 80 
桁 (すなわち 画面 の 右端 ) で す 。 


例 1. MINI -M36 


行 番号 の 表示 を 指定 し ます 。 行 番号 は 編集 テキ スト の 左側 に 表示 され ます 。 表 示さ れ 
る 行 番号 は その 他 置 で の 論理 行 番号 を 表し ます 。 論理 行 番号 と は 、 改 行文 字 ま で の 文 
字 列 (段落) を 1 行 と し て ファ イル の 先頭 か ら 数 えた 行 番号 の こと で す 。 

行 番号 の 表示 ノ 非 表示 は 、 起 動 後に も 切り 換え る こと が で きま す 。 


ファ イル 名 の 入力 時 の ファ ンク ショ ン キ ー (F2 キ ー お よび F3 キ ー) に 定義 する 文字 列 
を 指定 し ます 。 こ の オプ ショ ン は 2 つま で 指定 可能 で す 。 1 つ 目 (左側 ) の -Pstr オ 
プシ ョ ン で 指定 され だ 文字 列 が ファ イル 名 の 入力 時 の F2 キ ー に 定義 され 、2 つ 目 ( 右 
側 ) の -Pstr オプ ショ ン で 指定 され だ 文字 列 が ファ イル 名 の 入力 時 の F3 キ ー に 定義 
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-Wd 
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され ます 。 
この オプ ショ ン は 、 融 繁 に 入力 する ワイ ルド カー ド 文 字 列 な ど を 、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー 
の 1 キー で 入力 で きる よう に する だめ の も の で す 。 


例 1. MINI -P*.log 
例 2. MINI -P*.c -P*.asm 


起動 時 の 検索 モー ド を 英 大 文字 ・ 小 文字 を 区 別 し な い モ ー ド に 指定 し ます 。 検索 モー ド 
が 英 大 文字 小文字 を 区 別 し な い モ ー ド の 時 、 検 索 時 に 半角 の 英字 の 大 文字 (A、、、 
Z) と 小文字 (4、、、?) を 区 別 せ ず に 検索 を 行い ます 。 

例え ば 、 検 索 文字 列 に "mini“ と 指定 し た 場合 に 、 テ キス ト 中 の “mini "だ け で な ぐ 同 時 
に "MINI" も 検索 し ます 。 検索 モー ド の 区 別 / 同 一 視 は 、 起 動 後 に も 切り 換え る こと が 
で きま す 。 


既存 ファ イル の オー プン 時 に ファ イル 全体 を 一 度 に 作業 領域 に 読み 込 お よう に 指定 し 
ます 。 こ の オプ ショ ン を 指定 し な い 場 合 の デフ ォ ル ト で は 、 フ ァイル を オー プン する 
時 に その 内 容 全 部 を 読み 込 お の で は な く 、 フ ァイル の 先頭 か ら 約 1 画面 分 (4KB> 
10KB) だ け 読 み 込ん で 起動 し 、 読 み 込ん だ 部 分 より 後 の 部 分 を 編集 画面 に 表示 する 必 
要 が 生じ た 時 に その 都度 読み め 足し て いき ます 。 た だ し 、 一 度 読み 込ん だ テキ スト は メ 
モリ 上 の 作業 領域 に 記録 し ます 。 

-V オプ ショ ン を 指定 し て 起動 し た 場合 に は 、 オ ー プ ン し た ファ イル の 内 容 は オー プン 
時 に 全て 作業 領域 に 読み 込み ます 。 こ の た め 、 編 集中 に ディ スク 上 の ファ イル (オリ 
ジ ナ ルフ ァイル ) を 読み に 行く こと が な く な り ま す 。 

た だ し 、 フ ァイル サイ ズ が 大 きい 場合 に は 、 オ ー プ ン 時 に ファ イル 全部 を 読み 込む と 
時 間 が か か り ま す 。 こ の た だ ため 、 フ ァイル の 先頭 部 分 を 手直し する だ け の 場合 は -V オ 
プシ ョ ン を 指定 し な い 記 が 能率 的 で す 。 


作業 ドラ イブ を 9 ドラ イブ に 指定 し ます 。 す な わ ち 、 作 業 領域 と し て メイ ン ・ メ モリ ー 
を 使い 切っ た 際 に は 、 ド ライ ブ d に テン ポラ リ ・ フ ァイル を 作成 し 、 そ れ を 作業 領域 
と し ます 。 

この オプ ショ ン を 指定 し な い 場 合 の デフ ォ ル ト で は 、 作 業 デ ィ ス ク は 起動 時 の カレ ン 
トド ライ ブ に な り ま す 。 作業 ドラ イブ に RAM デ ィ ス ク め や ハードディスク を 指定 すれ 
ば 、 処 理 が 高速 に な り 操 作 が 軽快 に な り ま す 。 


例 1. MINI -wc 
作業 領域 と し て メイ ン ・ メ モリ ー を 使い 切り 、 テ ン ボ ラリ ・ フ ァイル を 作成 する 了 別に は 、 


確認 の た め の メ ッ セ ー ジ が 表示 され ます 。 た だ し 、-EA オプ ショ ン ま た は -Wd オプ 
ショ ン を 指定 し た 場合 に は 、 こ の メッ セー ジ は 表示 され ませ ん 。 


HP200 キット 


スク ロー ル マ ー ジ ン を n 行 に 指定 し ます 。n に は 0<7 の 値 が 指定 で きま す 。M I 
N 1 で は カー ソル の 上 下 移動 キー 操作 (4、 ヤ 、CTRL+E、CTRL+X) が 押さ れ だ 時 に 、 
カー ソル が 画面 の 上 下端 に 達し な いで も スク ロー ル を 開始 する よう に で きま す 。 こ の 
時 、 画 面 の 上 下端 と スク ロー ル を 開始 する 行 位 置 と の 間 の 行 数 の こと を スク ロー ル マ ー 
ジン と 言い ます 。 


例 1.。 MINI -'3 
FEP (日 本 語 フ ロン ト ・ エ ンド ・ プ ロ セ ッ サ : WX II* な ど ) の 自動 制御 を 有効 に する 
こと を 指定 し ます 。FEP の 自動 制御 と は 、 全 角 文 字 の 入力 が 無効 な 所 で 自動 的 に F 


E P を オフ に し て 、 入 力 が 終了 し た ら 自 動 的 に 元 の FEP の 状 に 戻す こと を 言い ま 
す 。 


99 


第 2 章 MINI の 操作 


2. 1 基本 的 な 操作 
編集 の 閲 始 


ファ イル の 編集 を 開始 する 場合 に は 、 そ れ が 既存 の ファ イル で ある 場合 も 新しく 作成 
する ファ イル で ある 場合 も 、 フ ァイル 名 を 指定 し て その ファ イル の 編集 を 開始 し ます 。 
ご れ を ファ イル を 開く また は オー プン する と 言い ます 。 編 集 す る ファ イル 名 の 指定 は 、 
起動 時 の コマ ンド ライ ン 上 で 指定 する か 、 起 動 時 に は ファ イル 名 は 指定 せ ず に MIN 
| を 起動 し 、 フ ァイル 名 の 入力 画面 に な っ た ら そ こ で ファ イル 名 を 入力 し ます 。 既存 
の ファ イル を 編集 する 場合 に は 、 後 者 の 廊 法 で ファ イル 名 の 一 覧 画面 を 呼び 出し 、 ぞ 
こ に 表示 され た ファ イル 名 一 覧 か ら 編 集 し た い フ ァイル を 選択 する 方 法 が 簡単 で す 。 


編集 の 終了 


ファ イル の 編集 を 終了 する 場合 に は 、F1 キ ー を 押し て 「 フ ァイル ン ノ 状 態 切り 換え 」 メ 
ニュ ー を 呼び 出し 、 編 集結 果 を ディ スク に 保存 し て 編集 を 終了 し た い 場 合 に は 、「 現 
テキ スト の セー プ ブ と 編集 終了 」 を 選択 し ます 。 編 集結 果 を ディ スク に 保存 せ ず に 編集 
を 終了 し た い 場 合 に は 、「 現 テキ スト の 民 制 的 な 編集 終了 」 を 選び ます 。 な お 、 編集 
中 の ファ イル の こと を テキ スト と も 言い ます 。 ま た 、 編 集 し た 結果 を ディ スク に 娠 き 
出し 保存 する こと を セー ブ す る と 言い ます 。 


カー ソル の 移動 


MI N | で の 編集 操作 は 、 文 字 文 字 列 を 挿入 削除 し た い 場 所 を カー ソル と 呼ぶ 反 
転 マ ー ク で 指定 し ます 。 カ ー ソ ル は カー ソル 移動 キー (4、 ヤ 、、 ) で 上 下 に 1 
行 す ずつ 、 左 右 に 1 文字 ずつ 移動 させ る こと が で きま す 。 ま た 、 カ ー ソ ル に は 挿入 状 慈 
と 上 書状 態 の 2 つの 状態 が め り ま す 。 現在 どちら の 状態 に な っ て いる か は 、 編集 画面 
の 最上 行 に < 挿入 > また は [上 書 ] と 表示 され て いる こと で 解り ます 。 挿 入 状態 と 上 
書状 態 は INS キ ー で 切り 換え る こと が で きま す 。 挿入 状態 と 上 書状 態 の 違い は 、 文 字 
キー を 押し て テキ スト 中 に 文字 を 入力 する 時 の 動作 が 異な り ま す 。 挿 入 状 態 で は カー 
ソル 位置 に その 文字 が 挿入 され る の に 対し て 、 上 書状 態 で は カー ソル 位置 の 文字 が 入 
カ 力 し た 文字 と 置き 代わ り ま す 。 


文字 の 挿入 削除 
文字 の 挿入 は 、 挿 入 し た い 位 置 に カー ソル を 移動 し て か ら 、 そ の まま 挿入 し た い 文 字 


の キー を 押し ます 。 文字 の 削除 は 、 削 除 し た い 文 字 の 位置 に カー ソル を 移動 し て か ら 
DEL キ ー を 押し ます 。 
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行 の 挿入 削除 


カー ソル が 挿入 状態 の 時 に ENTER キ ー を 押す こと に より 、 カ ー ソ ル の ある 位置 で その 
行 を 2 行 に 分 割 す る こと が で きま す 。 従 っ て 、 カ ー ソ ル を 改行 文字 の 位置 (行末 ) に 
移動 させ て お いて か ら ENTER キ ー を 押せ ば 、 下 に 空 の 行 を 1 行 挿入 J る こと が で きま 
す 。 ま た 、 カ ー ソ ル を 改行 文字 の 位置 に 移動 し 、 そ の 改行 文字 を DEL キ ー で 削除 すれ 
ば 、 そ の 行 と その 下 の 行 を 連結 する こと が で きま す 。 行 の 削除 は 、 削 除 し た い 行 に カー 
ソル を 移動 させ て か ら CTRL+Y キ ー を 押す こと で 、 カ ー ソ ル の ある 1 行 を 削除 する こ 
と が で きま す 。 ま た 、 こ の 時 削除 し た 行 の 内 容 は CTRL+L[ キ ー で カー ソル 行 の 上 に 挿 
入 す る こと が で きま す 。 


文字 列 の 削除 移動 複写 


文字 列 の 削除 複写 / 移 動 は 、 カ ッ ト 、 コ ピー、 ペ ー ス ト と 呼ば れる 3 つの 操作 を 組 
み 合 わせ て 行い ます 。3 つ の 操作 は カッ トバ ッ フ ァ と 呼ば れる 記憶 領域 を 使用 し ます 。 
MIN1I の カッ トバ ッ フ ァ に は 行 カ ッ ト バ ッ フ ァ と 文字 列 カ ッ ト バ ッ フ ァ の 2 つが あ 
り 、 そ れ に 応じ て 3 つの 操作 も 、 行 カッ トバ ッ フ ァ を 使用 する も の ( 行 カ ッ ト 、 行 コ 
ピー、 行 ペー スト ) と 文字 列 カ ッ ト バ ッ フ ァ を 使用 する も の (文字 列 カ ッ ト 、 文 字 列 
コピ ー、 文 字 列 ペー スト ) の 2 系 統 が あり ます 。 削除 移動 / 複 写し た い テ キス ト の 
範囲 が 行 の 先頭 か ら 行 の 未 属 ま で の 場合 に は 、 行 カッ トノ 行 コ ピー ン 行 ペー スト を 使 
用 し 、 そ れ 以 外 の 範囲 の 場合 に は 、 文 字 列 カッ トノ 文字 列 コ ピー 文字 列 ペー スト を 
使用 する よう に し ます 。 な お 、 行 カッ トバ ッ フ ァ も 文字 列 カ ッ ト バ ッ フ ァ も 実体 は 作 
業 ド ライ ブ 上 に 作成 され た ファ イル で ある た め 、 デ ィ ス ク に 十分 な 空き が ある 場合 に 
は バッ ファ の 大 き さ に は 制限 は あり ませ ん 。 す な わ ち 、 ど ん な 大 き な 範 囲 で も 削除 ノ 
移動 / 複 写す る こと が で きま す 。 行 カッ ト は 、 行 単位 で 選択 し た 範囲 を テキ スト 中 か 
ら 行 カッ トバ ッ フ ァ ム 移動 する 操作 で す 。 行 カッ ト に より 行 単位 で 文字 列 を 削除 する 
こと が で きま す 。 ま た 行 カ ッ ト と 行 ペ ー ス ト を 組み 合わ せる こと に より 、 行 単位 で 文 
字 列 を 移動 する こと が で きま す 。 行 カッ ト は 以下 の 手順 で 行い ます 。 

(1) 選択 範囲 の 先頭 の 行 に カー ソル を 移動 し ます 。 

(2) 行 単位 選択 開始 キー (F6 キ ー) を 押し ます 。 ガ イド ライ ン に 「 行 範囲 指定 中 」 
と 表示 され ます 。 

(3) 選択 範囲 の 未 尾 の 行 の 下 の 行 に カー ソル を 移動 し ます 。 選 択 さ れ た テキ スト 範 
囲 が 白 反転 で 表示 され ます 。 範囲 選択 操作 を 中 止 し た い 場 合 に は 再度 F6 キ ー を 
押し ます 。 

(4) カッ トキ ー (F7 キ ー) 押し ます 。 白 反転 で 表示 され だ 部 分 が テキ スト 中 か ら 削 
除 さ れ 、 行 カッ トバ ッ フ ァ に 移動 し ます 。 


行 コ ピー は 、 行 単位 で 選択 し た 範囲 を テキ スト 中 か ら 行 カ ッ ト バ ッ フ ァ ヘ へ 複写 する 操 
作 で す 。 行 コピ ー と 行 ペ ー ス ト を 組み 合わ せる こと に より 、 行 単位 で 文字 列 を 複写 す 
る こと が で きま す 。 行 コピ ー は 以下 の 手順 で 行い ます 。 
(1) 選択 範囲 の 先頭 の 行 に カー ソル を 移動 し ます 。 
(2) 行 単位 選択 開始 キー (F6 キ ー) を 押し ます 。 ガ イド ライ ン に 「 行 範囲 指定 中 」 
と 表示 され ます 。 
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(3) 選択 範囲 の 未 尾 の 行 の 次 の 下 に カー ソル を 移動 し ます 。 選 択 さ れ た テキ スト 範 
囲 が 反転 で 表示 され ます 。 範囲 選択 操作 を 中 止 し た い 場 合 に は 再度 F「6 キ ー を 押 
し ます 。 

(4) コピ ー キ ー (F8 キ ー) 押し ます 。 反転 で 表示 され だ 部 分 が 行 カ ッ ト バ ッ フ ァ に 
複写 され ます 。 こ の 時 テキ スト 中 か ら は 削除 され ませ ん 。 


行 ペ ー ス ト は 、 行 カッ トバ パッ ファ の 内 容 を カー ソル 行 の 上 に 挿入 する (ペー スト する ) 
操作 で す 。 行 コピ ー と 行 ペ ー ス ト を 組み 合わ せる こと に より 、 行 単位 で 文字 列 を 複写 
する こと が で きま す 。 行 ペー スト 後 も 行 カ ッ ト バ ッ フ ァ の 内 容 は 保存 され る た め 、 何 
回 も 行 ペ ー ス ト を 行う こと に より 、 同 じ 内 容 の 文字 列 を 何 ヶ所 に も 複写 する こと が で 
きま す 。 ま た 行 カ ッ ト と 行 ペ ー ス ト を 組み 合わ せる こと に より 、 行 単位 で 文字 列 を 移 
動 す る こと が で きま す 。 こ れ も 何 回 も 行 ペ ー ス ト を 行う こと に より 、 同 じ 内 容 の 文字 
列 を 何 ヶ 所 に も 移動 する こと が で きま す 。 行 ペー スト は 以下 の 手順 で 行い ます 。 

(1) 挿入 位置 (複写 先 / 移 動 先 ) の 下 の 行 に カー ソル を 移動 し ます 。 

(2) 行 ペ ー ス トキ ー (F9 キ ー) を 押し ます 。 カ ー ソ ル 行 の 上 に 行 カ ッ ト バ ッ フ ァ の 

内 容 が 挿入 され ます 。 


文字 列 カ ッ ト は 、 1 文字 単位 で 選択 し た 範囲 を テキ スト 中 か ら 文 字 列 カ ッ ト バ ッ フ ァ 
人 へ 移動 する 操作 で す 。 文字 列 カッ ト に より 任意 の 文字 列 を 削除 する こと が で きま す 。 
また 文字 列 カ ッ ト と 文字 列 ペ ー ス ト を 組み 合わ せる こと に より 、 任 意 の 文字 列 を 移動 
する こと が で きま す 。 文字 列 カ ッ ト は 以下 の 手順 で 行い ます 。 

1) 選択 範囲 の 先頭 の 文字 に カー ソル を 移動 し ます 。 

(2) 文字 単位 選択 開始 キー (SHIFT+F6 キ ー) を 押し ます 。 ガ イド ライ ン に 「 範 囲 
指定 中 」 と 表示 され ます 。 

3) 選択 範囲 の 未 尾 の 文字 の 次 の 文字 に カー ソル を 移動 し ます 。 選択 され た テキ ス 
ト 範囲 が 反転 で 表示 され ます 。 範囲 選択 操作 を 中 止 し た い 場 合 に は 再度 SHIFT+F6 
キー を 押し ます 。 

4) カッ トキ ー (F7 キ ー) 押し ます 。 反 転 で 表示 され だ 部 分 が テキ スト 中 か ら 削 除 
され 、 文 字 列 カッ トバ ッ フ ァ に 移動 し ます 。 


文字 列 コ ピー は 、 1 文字 単位 で 選択 し た 範囲 を テキ スト 中 か ら 文 字 列 カ ッ ト バ ッ フ ァ 
へ 複写 する 操作 で す 。 文字 列 コ ピー と 文字 列 ペー スト を 組み 合わ せる こと に より 、 任 
意 の 文字 列 を 複写 する こと が で きま す 。 文字 列 コ ピー は 以下 の 手順 で 行い ます 。 
(1) 選択 範囲 の 先頭 の 文字 に カー ソル を 移動 し ます 。 
(2) 文字 単位 選択 開始 キー (SHIFT+F6 キ ー) を 押し ます 。 ガ イド ライ ン に 「 範 囲 
指定 中 」 と 表示 され ます 。 
(3) 選択 範囲 の 未 尾 の 文字 の 次 の 文字 に カー ソル を 移動 し ます 。 選 択 さ れ た テキ ス 
ト 範囲 が 反転 で 表示 され ます 。 範囲 選択 操作 を 中 止 し た い 場 合 に は 再度 SHIFT+F6 
キー を 押し ます 。 
(4) コピ ー キ ー (F7 キ ー) 押し ます 。 反 転 で 表示 され だ 部 分 が 文字 別 カ ッ ト バ ッ フ ァ 
に 複写 され ます 。 こ の 時 テキ スト 中 か ら は 削除 され ませ ん 。 


文字 別 ペ ー ス ト は 、 文 字 列 カッ トバ ッ フ ァ の 内 容 を カー ソル 位置 に 挿入 する (ペー ス 
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ト す る ) 操作 で す 。 文字 列 コ ピー と 文字 列 ペ ー ス ト を 組み 合わ せる こと に より 、 任 意 
の 文字 列 を 複 写 する こと が で きま す 。 文字 列 ペ ー ス ト 後 も 文字 列 カ ッ ト バ ッ フ ァ の 内 
容 は 保存 され る だめ 、 何 回 も 文字 列 ペ ー ス ト を 行う こと に より 、 同 じ 内 容 の 文字 列 を 
何 ヶ 所 に も 複写 する こと が で きま す 。 ま た だ 文字 列 カ ッ ト と 文字 列 ペ ー ス ト を 組み 合わ 
せる こと に より 、 任 意 の 文字 列 を 移動 する こと が で きま す 。 こ れ も 何 回 も 文字 列 ペー 
スト を 行う こと に より 、 同 じ 内 容 の 文字 列 を 何 ヶ所 に も 移動 する こと が で きま す 。 
文字 列 ペ ー ス ト は 以下 の 手順 で 行い ます 。 

(1) 挿入 位置 (複写 先 ノ 移動 先 ) に カー ソル を 移動 し ます 。 

(2) 文字 列 ペ ー ス トキ ー (SHIFT+F9 キ ー) を 押し ます 。 カ ー ソ ル 位 置 の 文字 列 カッ 

トバ パッ ファ の 内 容 が 挿入 され ます 。 


同時 に 複数 の ファ イル を 編集 


MIN 1 で は 同時 に 最大 1 0 ファ イル まで 編集 で きま す 。 こ れ に より 、 複 数 の ファ イ 
ル 間 で 文字 列 の 移動 や 複写 が 可能 で す 。 同時 に 複数 の ファ イル を 編集 する に は 、 起 動 
時 に 複数 の ファ イル 名 を 指定 する か 、 ま た は 、 あ る ファ イル の 編集 を 終了 する 前 に 別 
の ファ イル を オー プン し ます 。 編集 中 に 別 の ファ イル を オー プン する に は 、F2? キ ー を 
押し て 

「 編 集 テ キス ト の 切り 換え 」 メ ニュ ー 
を 表示 し 、 そ の 中 か ら 

「 新 し い フ ァイル の 編集 」 
を 選択 し ます 。 そ し て オー プン し た い フ ァイル の ファ イル 名 を 入力 し ます 。 詳 し く は 
「2. 4 ファ イル 名 の 入力 時 の 操作 」 を 参照 し て くだ さい 。 


同時 に 複数 の ファ イル を 編集 中 の 場合 で も 、 カ ー ソ ル が 表示 され 編集 操作 が 可能 な 状 
慈 に な っ て いる ファ イル は 1 つ だ け で す 。 こ の ファ イル を カレ ント ファ イル また は カ 
レン ト テ キス ト と 呼び ます 。 カ レン ト テ キス ト の 切り 換え は 、F2 キ ー を 押し て 

「 編 集 テ キス ト の 切り 換え 」 メ ニュ ー 
を 表示 し 、 そ の 中 か ら 次 に 編集 し た い テ キス ト を 選択 し ます 。 直 前 に 編集 し て いた テ 
キス ト に 戻り た い 場 合 に は HOME キ ー で も カレ ント テキ スト を 切り 換え る こと が で き 
ます 。 


同時 に 複数 の ファ イル を 編集 し て いる 場合 に 、 そ の 中 の 1 つの ファ イル だ け を 編集 終 
了 し た い 場 合 に は 、 編 集 を 終了 し た い フ ァイル を カレ ント テキ スト に し て か ら 、「『1 キ ー 
を 押し て 
「 フ ァイル ン 状 吉 切 り 換 え 」 メ ニュ ー 
を 呼び 出し 、 編集 結果 を ディ スク に 保存 し て 編集 を 終了 し た い 場 合 に は 、 
「 現 テキ スト の セー ブ と 編集 終了 」 
を 選択 し 、 編 集結 果 を ディ スク に 保存 せ ず に 編集 を 終了 し た い 場 合 に は 、 
「 現 テキ スト の 強制 的 な 編集 終了 」 
を 選び ます 。 
同時 に 編集 中 の すべ て の ファ イル の 編集 を 一 度 に 終了 し た い 場 合 に は 、 
F1 キ ー を 押し て 
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「 フ ァイル ン 状 態 切り 換え 」 メ ニュ ー 
を 呼び 出し 、 編 集結 果 を ディ スク に 保存 し て 編集 を 終了 し た い 場 合 に は 、 
「 全 テキ スト の セー ブ と エディ タ 終 了 」 
を 選択 し 、 編 集結 果 を ディ スク に 保存 せ ず に 編集 を 終了 し た い 場 合 に は 、 
「 強 制 的 な エディ タ の 終了 」 
を 選び ます 。 こ の 時 自動 的 に M 1N | も 終了 し DOS の コマ ンド ライ ン に 戻り ます 。 


の 。 用 メニ ョ ー 探 作 
2. 2.。 1 メニ ュー の 選択 方 法 


MIN 1 に は 、 
「 フ ァイル / メ 装 態 切り 換え 」 メ ニュ ー 
「 編 集 テ キス ト の 切り 換え 」 メ ニュ ー 
「 検 索 / 置 換 プ ジャ ンプ ノ 他 」 メ ニュ ー 
の 3 つの メニ ュー が あり 、 そ れ ぞ れ F1 キ ー、F2 キ ー、F3 キ ー で 呼び 出す こと が で きま 
す 。 こ れ ら の メニ ュー を 呼び 出し た 後 、 そ の 中 の 1 つの メニ ュー 項目 を 選択 する こと に よ 
り 、 そ の メニ ュー 項目 に 定義 され た 機能 を 実行 する こと が で きま す 。 
メニ ュー 内 の 各 項 目 は 以下 の いずれ か の 操作 に より 選択 で きま す 。 


(1) メニ ュー 項目 の 左端 に 表示 され て いる 英字 また は 数 字 の キー を 押す 。 
(2) カー ソル 移動 キー (ヤキ ー、4 キ ー) また は スペ ー ス パー を 用 いて メニ ュー 選 
択 カ ー ソ ル ( 白 反 転 表 示 ) を 選択 し た い 項 目 に 合わ せ て ENTER キ ー を 押す 。 


メニ ュー 表示 直後 に その メニ ュー を 呼び 出し た キー と 同じ キー を 押す (すなわち メニ ュー 
呼び 出し レキ ー を 2 回 連続 し て 押す ) と 、 メ ニュ ー 選 択 カ ー ソ ル が 自動 的 に その メニ ュー で 
前 回 選択 され た メニ ュー 頂 目 に 移動 し ます 。 


また 、 メ ニュ ー 選 択 中 に 別 の メニ ュー 呼び 出し キー (F1,F2,F3 キ ー) を 押す と 、 選 択 中 
の メニ ュー を 中 止 し て 新しい メニ ュー を 表示 し ます 。 こ れ に より 簡単 に メニ ュー 間 を 移動 
する こと が で きま す 。 


2. 2. 1 ファ イル ン 状 能 切 り 換 え ・ メ ニュ ー 


F1 キ ー を 押す と 「 フ ァイル ン 装 態 切り 換え 」 メ ニュ ー が 表示 され ます 。 こ の メニ ュー 中 
の 各 項 目 に つい て 説明 し ます 。 


「 現 テキ スト の セー ブ と 編集 終了 」 


現在 編集 中 の テキ スト (カレ ント テキ スト ) の 編集 結果 を セー ブ し て 編集 を 終了 し ま 

す 。 オ ー プ ン さ れ て いる テキ スト が カレ ント テキ スト だ け の 場合 に は 、M IN 1 自身 
の 実行 も 終了 し ます 。 フ ァイル に セー ブ す る と き M | N | は 次 の 一 連 の 処理 を 行ない 
ます 。 
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の 操作 了 還 8 


(1) セー ブ す る ディ レク トリ 上 に ダミ ー の ファ イル を 作成 

(2) この ダミ ー フ ァイル に いっ た ん テキ スト を セー プ ブ す る 。 

(3) (2) の セー ブ が 正常 に 終了 し だ 場合 、 ダ ミー ファ イル の ファ イル 名 を 保管 する 
ファ ル 名 に 変更 し 、 処 理 を 終了 し ます 。 

(4) セー ブ の 途中 で な ん ら か の エラ ー が 起こ っ だ 場合 に は 、 エ ラー メッ セー ジ を 表 
示し て 、 ダ ミー ファ イル を 削除 し ます 。 この 場合 は セー ブ は 行なわ れ な か っ た こ 
と に な り ま す 。 直接 目的 の ファ イル に 婦 き 出さ な いた め 、 セ ー ブ が 失敗 し た 場合 
で も 、 オ リ ジ ナ ル ・ フ ァイル (編集 開始 前 の ディ スク 上 の ファ イル ) や 編集 中 の 
テキ スト に は 影響 を 与え ませ ん 。 


「 現 テキ スト の セー ブ 編集 は 継続 」 


カレ ント テキ スト の 編集 を 終了 させ る こと な く 、 カ レン ト テ キス ト の 内 容 を ディ スク 
に セー ブ し ます 。 た だ し 、 こ の 機能 を 実行 し た 時 に 実際 に セー ブ が 行なわ れる の は 、 
カレ ント テキ スト に 対し て 何ら か の 座 更 操作 が 行なわ れ て いた 場合 だ け で す 。 何 の 変 
更 操作 も 行なわ れ て な い 場 合 に は 、 実 際 の セー ブ は 行わ れ ま せん 。 な お 、 オ ー プ ン し 
て か ら 座 更 操作 が 行わ れ た テキ スト に 対し て は 、「 編 集 テ キス ト の 切り 換え 」 メ ニュ ー 
中 で 左端 に 「 受 」 の マー ク が 表示 され て いま す 。 フ ァイル へ の セー ブ 動 作 や セー プ 時 
の エラ ー 処 理 に つい て は 、「 現 テキ スト の セー ブ と 編集 終了 」 と 全く 同じ で す 。 


「 現 テキ スト の 強制 的 な 編集 終了 」 


カレ ント テキ スト の セー ブ を 行なわ ず に 編集 を 終了 させ ます 。 こ の 時 、 カ レン ト テ キ 
スト に 対し て 何ら か の 変更 操作 が 行なわ れ て いる 場合 に は 、 


テキ スト を セー ブ せ ず 終 了 し て よい の で すか ? (y/n) 


と 終了 確認 の メッ セー ジ が 表示 され ます 。 こ こ で Y キ ー を 押す と 、 カ レン ト テ キス ト 
の セー ブ を 行なわ ず に 編集 を 終了 し ます 。 カ レン ト テ キス ト に 対し て 何 の 変更 操作 も 
行なわ れ て な い 場 合 に は 、 こ の メッ セー ジ は 表示 せ ず に 直ちに カレ ント テキ スト の 編 
集 を 終了 し ます 。 


「 現 テキ スト の パス 名 の 夜 更 」 


カレ ント テキ スト の パス 名 を 指定 し た パス 名 に 変更 し ます 。 こ こ で パス 名 を 変更 する 
と は 、 テ キス ト を セー ブ す る 陣 の セー ブ 先 の ドラ イブ 名 や ディ レク トリ 名 や ファ イル 
名 を 変更 する こと で す 。 パ ス 名 を 変更 する こと に より 、 編 集結 果 を オリ ジ ナ ルフ ァ イ 
ル (編集 開始 前 の ディ スク 上 の ファ イル ) と は 異な る 別 の ファ イル ( 別 の ドラ イブ や 
別 の ディ レク トリ 上 の ファ イル で も よい ) に 保存 する こと が で きま す 。 こ れ は ファ イ 
ル を コピ ー し て コピ ー 先 の ファ イル だ け を 編集 する こと に 相当 し ます 。 こ の 機 能 を 実 
行 す る と 、 変 更 す る パス 名 を 入力 する た め の 入 力 枠 が 表示 され ます の で 、 そ こ に 変更 
し た い パ ス 名 を 入力 し ます 。 こ の 時 の キー 操作 に つい て は 、「2. 4 ファ イル 名 の 
入力 時 の 操作 」 を 参照 し て くだ さい 。 
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指定 し た パス 名 の ファ イル が 現在 MIN | で オー ブン 中 の 場合 は エラ ー と な り パ ス 名 
の 変更 は 行わ れ ま せん 。 ま た 、 指 定 し た パス 名 と 同名 の ファ イル が ディ スク 上 に 存在 
する 場合 に は 、 辿 告 の た め の メ ッ セ ー ジ が 表示 され ます 。 


注意 !! 同 名 の ファ イル が ディ スク 上 に も 存在 し ます 
これ は その まま セー ブ を 行う と ディ スク 上 に ある 同名 の ファ イル が 失わ れる だ た めで す 。 
「 全 テキ スト の セー ブ と エディ タ 終 了 」 


現在 オー プン 中 の 全 テ キス ト を セー ブ し て M |I N | を 終了 させ ます 。 こ の 機能 を 実行 
する と 、MINI は 現在 オー プン 中 の 全て の テキ スト を 調査 し 、 変 更 操作 が 行わ れ て 
いる テキ スト に つい て は テキ スト を セー ブ し て か ら 編 集 を 終了 し 、 変 更 操作 が 行わ れ 
て な い テ キス ト に つい て は セー ブ せ ず に その まま 編集 を 終了 し ます 。 そ し て MINI 
自身 の 実行 を 終了 し ます 。 


「 強 制 的 な エディ タ 終 了 」 


テキ スト の セー ブ は いっ さい 行わ ず に 強制 的 に M IN1 の 実行 を 終了 し ます 。 こ れ は 
すべ て の 編集 結果 を 無効 に する こと を 意 味 し ます 。 こ の 機能 を 実行 し た 際 、 現 在 オー 
プン 中 の テキ スト の 中 に 変更 操作 が 行わ れ た テキ スト が 1 つ 以 上 ある 場合 に は 、 


本 当 に エディ タ を 終了 し て も よい の で すか が ? (7/n) 


と 終了 確認 メッ セー ジ が 表示 され ます 。 こ こ で Y キ ー を 押す と 、 す べ て の 編集 結果 を 
無効 に し て M I N | の 実行 は 終了 し ます 。 この 歓 能 を 実行 し た 際 、 オ ー プ ン 中 の テキ 
スト の 中 に 人 更 操作 が 行わ れ た テキ スト が 1 つも な い 場 合 に は 、 こ の 確認 メッ セー ジ 
は 表示 され ず に 直ちに MI N | の 実行 は 終了 し ます 。 


「 ス プリ ッ ト 形 状 [上 下 / 左 右 ]」 


M | N | で は 同時 に 複数 の テキ スト を 編集 し て いる 場合 に は 、 画 面 を 2 分 割 (スプ リッ 
ト ) し て 同時 に 2 つの テキ スト を 表示 する こと が で きま す (F4 キ ー) 。 こ の 時 の 画面 
の 分 割 の し 万 に は 上 下 分 割 と を 右 分 割 の 2 種類 が あり ます 。 こ の 機能 で は 、 画 面 を 2 
つ に 分 割 する 際 F4 キ ー) の 分 割方 法 を 、 上 下 分 割 と を 右 分 割 で 切り 換え ます 。 こ の 
機能 は ド グ ル スイ ッ チ で す 。 な お 、 現 在 の 分 割 廊 法 は メニ ュー 中 で 反転 で 表示 され て 
いま す 。 ま た 、 画 面 分 割 廊 法 の 上 下 分 割 と 左右 分 割 の 切り 換え は 、ESC- キー (ESC 
キー を 押し て 離し て か ら - キ ー を 押す ) で 行う こと も で きま す 。 


「 行 番号 表示 [ 非 表示 / 表 示 ] 


行 番号 の 表示 と 非 表 示 を 切り 換え ます 。 この 機能 は トグル スイ ッ チ で す 。 行 番号 は 編 
集 テ キス ト の 左側 に 表示 され ます 。 表 示さ れる 行 番号 は その 位置 で の 論理 行 番号 を 表 
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し ます 。 論理 行 番号 と は 、 改 行文 字 ま で の 文字 列 (段落 ) を 1 行 と し て ファ イル の 先 
頭 か ら 数 えた 行 番号 の こと で す 。 な お 、 カ ー ソ ル 位 置 の 行 番号 に つい て は 、 画 面 最上 
行 の ガイ ドラ イン 中 の [ と ] で 囲ま れ た 中 の 左側 の 数 値 で 常に 表示 され て いま す 。 
行 番号 の 表示 と 非 表 示 の 切り 換え は 、ESC・/ キー (ESC キ ー を 押し て 離し て か ら / キ ー 
を 押す ) で 行う こと も で きま す 。 


「 桁 位置 ゲー ジ [ 非 表 示 / 表 示 ] 」 


桁 位置 ゲー ジ の 表示 と 非 表 示 を 切り 換え ます 。 こ の 機能 は トグル スイ ッ チ で す 。 桁 位 
置 ゲ ー ジ は 編集 テキ スト の 上 側 に 表示 され る 定規 の よう な も の で 、 反 転 マ ー ク で カー 
ソル 位置 の 桁 位置 を 示し て いま す 。 桁 位置 ゲー ツジ が 示す の は カー ソル 位置 の 画面 上 で 
の 桁 位 置 (<160) で す 。 こ れ に 対し て 画面 最上 行 の ガイ ドラ イン 中 に 常に 表示 され 
て いる 桁 位置 ([ と ] で 囲ま れ だ 中 の 右側 の 数 値 ) は 、 カ ー ソ ル 位 置 の 論理 行 の 先 
頭 か ら の バイ ト 位 置 (1 <1000) を 示し て いま す 。 こ の 2 つの 桁 位置 は H、 ハ ー ド タブ 
を 含む 行 や 折れ 返り 表示 し て いる 行 な ど で は 異な っ た 値 に な り ま す 。 注意 し て くだ さ 
い 。 プ ログ ラム 作成 な どの 時 に は 、 桁 位置 より も バイ ト 位 置 の 万 が 便利 な こと が 多い 
で し ょ う 。x 位 置 ゲ ー ジ の 表示 と 非 表 示 の 切り 換え は 、ESC・* キー (ESC キ ー を 押し 
て 離し て か ら * キ ー を 押す ) で 行う こと も で きま す 。 


「 オ ー ト イン デン ト [無効 / 有 効 ]」 


オー トイ ン デ ント の 有効 と 無効 を 切り 換え ます 。 こ の 機能 は トグル スイ ッ チ で す 。 現 
在 オ ー ト イン デン ト が 有効 か 無効 か は メニ ュー 中 で 反転 で 表示 され て いま す 。 オ ー ト 
イン デン ト と は 、 改 行 時 に 上 の 行 と 同じ 桁 位置 に 自動 的 に 段 下 げ (イン デン ト ) を 行 
な う 機 能 で す 。 イ ン デ ント は タブ コー ド と 半角 スペ ー ス を 用 いて 行い ます (た だ し で 
きる だ け タ ブ プ コ ー ド を 多く 使用 する ) 。 オ ー ト イン デン ト の 有効 と 無効 の 切り 換え は 、 
ESC・= キー (ESC キ ー を 押し て 離し て か ら = キー を 押す ) で 行う こと も で きま す 。 


「 ガ イド ライ ン 表 示 [ 行 ・ 祐 / コ ー ド ]」 


画面 最上 行 の ガイ ドラ イン 上 に は 、 カ ー ソ ル 位 置 の 行 番号 と 桁 位置 か h、 ま た は カー ソ 
ル 位 置 の 文字 ゴー ド の いずれ か が の 数 値 を 、[ と ] で 囲っ て 常に 表示 し て お く こ と が 
で きま す 。 こ の 機能 で は この ガイ ドラ イン に 表示 する 数 値 の 種類 を 切り 換え ます 。 こ 
の 機能 は トグル スイ ッ チ で す 。 行 番号 と 桁 位 置 が 表示 され て いる の か 文字 コー ド が 表 
示さ れ て いる の か は 、 メ ニュ ー 中 で 反転 で 表示 され て いま す 。 ガ イド ライ ン 上 に 行 番 
号 と 桁 位置 が 表示 され て いる 時 、 こ の 行 番号 は 論理 行 番号 (改行 文字 か ら 改 行文 字 ま 
で を 1 行 と 数 える 行 番号 ) で あり 、 桁 位置 は カー ソル 位置 の 論理 行 の 先頭 か ら の バイ 
ト 位置 で す (論理 行 の 先頭 位置 を 1 バイ ト 目 と し た バイ ト 位 置 ) 。 注 意 し て くだ さい 。 
ガイ ドラ イン 上 に カー ソル 位置 の 文字 コード が 表示 され て いる 時 、 こ の 文字 コー ド は 
1 6 進数 で 表示 され ます 。 カ ー ソ ル 位 置 が 半角 文字 や 制御 コー ド な ど 1 バイ ト 文 字 の 
場合 に は 、 文 字 ゴ コー ド は [ と ] の 中 の 左側 に 表示 され ます 。 ま た 、 カ ー ソ ル 位 置 が 
改行 文字 や 全角 文字 な ど 2 バ イト 文字 の 場合 に は 、 1 バイ ト 目 の コー ド が [ と ] の 
中 の 左側 に 、2 バ イト 目 の コ ー ド が [ と ] の 中 の 右側 に 表示 され ます 。 
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「 検 索 時 英 大 小文字 [区別 / 同 一 視 ] 


文字 列 の 検索 時 に 、 半角 英字 の 大 文字 (A, , , 7) と 小文字 (a, ,,z) を 区 別して (A と 
a は 異な る 文字 と 見 な し て ) 検索 する 状態 と 、 同 一 視 し て (A と a は 同じ 文字 と 見 
な し て ) 検索 する 状態 と を 切り 換え ます 。 こ の 機能 は トグル スイ ッ チ で す 。 現 在 が ど 
ちら の 状態 な の か は メニ ュー 中 で 反転 で 表示 され て いま す 。 例 えば 、 同 一 視 し て 検索 
する 状態 の 時 、 検 索 文字 別に "mini^ と 指定 し た 場合 に 、 テ キス ト 中 の "mini "だ け で な 
く 同 時 に “MINI" も 検索 し ます 。 


2. 2. 3 編集 テキ スト の 切り 換え -・ メ ニュ ー 


F2 キ ー を 押す と 「 編 集 テ キス ト の 切り 換え 」 メ ニュ ー が 表示 され ます 。 こ の メニ ュー 中 
の 各 項 目 に つい て 説明 し ます 。 


「[ 変 ] [@/ 〇 ] 編 集 フ ァイル の フル パス 名 」 


オー プン 中 の ファ イル の フル パス 名 が 表示 され て いる メニ ュー 項目 を 選択 する と 、 カ 
レン ト テ キス ト (すぐ に 編集 操作 が 可能 な テキ スト ) を その テキ スト に 切り 換え ます 。 
すなわち 、 カ ー ソ ル を テキ スト 間 で ジャ ンプ させ る こと に な り ま す 。 


何 も 表 示さ れ て な い メ ニュ ー 頂 目 を 選択 する と 、 現 在 編集 中 の ファ イル の 編集 を 終了 
する こと な く 、 新 た な ファ イル の 編集 を 開始 し ます 。 この 時 編集 し た い フ ァイル 名 を 
入力 する た め の 入 力 枠 が 表示 され ます の で 、 そ こ に 編集 を 開始 し た い フ ァイル 名 を 入 
カ し ます 。 こ の 時 の キー 操作 に つい て は 、「2. 4 ファ イル 名 の 入力 時 の 操作 」 を 
参照 し て くだ さい 。 


メニ ュー 項目 の 左端 に は 以下 の マー ク が 表示 され る こと が あり ます 。 
叙 この テキ スト に 何ら か の 変更 操作 が あっ た こと を 示し ます 。 
⑨ この テキ スト が カレ ント テキ スト で ある こと を 示し ます 。 
〇 画面 分 割 し た 際 に は 、 こ の マー ク の ある テキ スト と カレ ント テキ スト (⑨ の 
ある テキ スト ) の 2 つの テキ スト が 表示 され ます 〇 マー ク の テキ スト に は HOME 
キー で ジャ ンプ する こと も で きま す 。 
「 新 し い フ ァイル の 編集 」 
現在 編集 中 の ファ イル の 編集 を 終了 する こと な く 、 新 た な ファ イル の 編集 を 開始 し ま 
す 。M IN | で は 同時 に 最大 1 0 ファ イル まで 編集 可能 で す 。 こ の 機能 を 実行 する と 、 
編集 し た い フ ァイル 名 を 入力 する た め の 入 力 枠 が 表示 され ます の で 、 そ こ に 編集 を 開 


始 し た い フ ァイル 名 を 入力 し ます 。 この 時 の キー 操作 に つい て は 、「2、 4 ファイ 
ル 名 の 入力 時 の 操作 」 を 参照 し て くだ さい 。 
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2. 2. 4 検索 の 置換 ジャ ンプ ノ 他 ・ メ ニュ ー 


4 コ 半 HP200 時 tty ト 


F3 キ ー を 押す と 「 検 索 ノ 置換 ジャン プン ノ 他 」 メ ニュ ー が 表示 され ます 。 こ の メニ ュー 
中 の 各 項 目 に つい て 説明 し ます 。 


「 文 字 列 の 前 廊 ! 検索 」 


指定 し た 文字 列 を カー ソル 位置 か ら テ キス ト の 前 万 (テキ スト の 末尾 方向 画面 上 で は 
! 方 向 ) に 検索 し ます 。 こ の 機能 を 実行 する と 、 検 索 し た い 文 字 列 を 入力 する た め の 
入力 枠 が 表示 され ます の で 、 そ こ に 検索 文字 列 を 入力 し ます 。 こ の 時 の キー 操作 に つ 
いて は 、「2. 5 検索 置換 文字 列 の 入力 時 の 操作 」 を 参照 し て くだ さい 。 


テキ スト 中 で 指定 し た 検索 文字 列 に 一 致す る 文字 列 を 見 つけ る と 、 そ の 場所 に カー ソ 
ル を ジャ ンプ させ 、 一 致し だ 部 分 を 反転 で 明示 し ます 。 最初 に 一 致す る 文字 列 を 見 つ 
け だ 時 点 で 検索 動作 は 自動 的 に 終了 し ます 。 引 き 続 き 一 致す る 部 分 が な いか どう か を 
検索 し た い 場 合 に は 、 

! 方向 へ の 再 検索 (F5 キ ー) 

1 方 向 へ の 再 検索 (SHIFT+F5 キ ー) 
を 実行 し て くだ さい 。 


「 文 字 列 の 後 訪 1 検索 」 


指定 し た 文字 列 を カー ソル 位置 か ら テ キス ト の 後 亡 (テキ スト の 先頭 方 向 : 画面 上 で 
は 1† 方向 ) に 検索 し ます 。 こ の 機能 を 実行 する と 、 検 索 し た い 文 字 列 を 入力 する た め 
の 入力 枠 が 表示 され ます の で 、 そ こ に 検索 文字 列 を 入力 し ます 。 こ の 時 の キー 操作 に 
つい て は 、「2. 5 検索 置換 文字 列 の 入力 時 の 操作 」 を 参照 し て くだ さい 。 テ キ 
スト 中 で 指定 し た 検索 文字 列 に 一 致す る 文字 列 を 見 つけ る と 、 そ の 場所 に カー ソル を 
ジャ ンプ させ 、 一 致し だ 部 分 を 反転 で 明示 し ます 。 最初 に 一 致す る 文字 列 を 見 つけ た 
時 点 で 検索 動作 は 自動 的 に 終了 し ます 。 
引き 続き 一 致す る 部 分 が な いか どう か を 検索 し た い 場 合 に は 、 

! 方向 へ の 再 検索 (F5 キ ー) 

1 方 向 へ の 再 検索 (SHIFT+F5 キ ー) 
を 実行 し て くだ さい 。 


「 文 字 列 の 連続 置換 確認 あり 」 


置換 位置 を 確認 し な が ら 文 字 列 の 検索 ・ 置 換 を 実行 し ます 。 こ の 機能 を 実行 する と 、 
まず 置換 前 の 文字 列 (I 旧 文字 列 ) を 入力 する た め の 入 力 枠 が 表示 され ます か ら 、 そ こ 
に 旧 文 字 列 を 入力 し ます 。 旧 文字 別に は ヌル 文字 列 を 指定 ( 何 も 入 力 せ ず に ENTER キ ー 
を 押す ) し て も 構い ませ ん 。 次 に 置換 後 の 文字 列 ( 新 文字 列 ) を 入力 する た め の 入 力 
枠 が 表示 され ます か ら 、 そ こ に 新 文字 列 を 入力 し ます 。 旧 文 字 列 や 新 文 字 列 を 入力 す 
る 際 の キー 操作 に つい て は 、「2. 5 検索 置換 文字 列 の 入力 時 の 操作 」 を 参照 し 
て ぐだ さい 。 旧 文 字 列 と 新 文字 列 の 指定 が 終わ る と 旧 文 字 列 の 検索 が 開始 され 、 旧 文 
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字 列 が 見 つか る と その 文字 列 を 反転 表示 し ます 。 そし て 以下 の 置換 確認 メッ セー ジ を 
表示 し ます 。 


改行 キー: 置 換 AA' - 人 AU -: 次 ヘン ESC : 置換 終了 


この 置換 確認 メッ セー ジ に 対し て ENTER キ ー を 押す と 、 そ の 反転 部 分 を 新 文字 列 に 置 
き 換 えま す 。 そ し て さら に テキ スト の 未 尾 に 向かっ て 旧 文 字 列 の 検索 を 再開 し ます 。 
置換 確認 メッ セー ジ に 対し て スペ ー ス パー を 押す と 、 そ の 反転 部 分 は その まま に し て 、 
テキ スト の 未 尾 に 向かっ て 旧 文 字 列 の 検索 を 再開 し ます 。 置換 確認 メッ セー ジ に 対し 
て ESC キ ー を 押す と 、 文 字 列 の 置換 を 中 止 し ます 。 す な わ ち 、 こ の 機能 を 中 止 し ます 。 
文字 列 の 検索 ・ 置 換 は 、 現 在 の カー ソル 位置 か ら テ キス ト の 未 尾 に 向かっ て 行わ れ ま 
す 。 従 っ て 、 テ キス ト 全 体 に 対し て ある 文字 列 を 別 の 文字 別に 置き 換え だ たい 場合 に は 、 
この 機 能 を 実行 する 前 に カー ソル を テキ スト の 先頭 に 移動 させ て お ぐ く 必要 が あり ます 。 
中 止ま た は 終了 し た 文字 列 の 連続 置換 は 、「 連 続 置換 の 再 実行 」 を 実行 する こと に よ 
り 再 開 す る こと が で きま す 。 


「 文 字 列 の 連続 置換 確認 な し 」 


置換 位置 の 確認 を せ ず に 一 度 に 文字 列 の 検索 ・ 置 換 を 実行 し ます 。 こ の 機能 を 実行 す 
る と 、 ま ず 置 換 前 の 文字 列 ( 旧 文 字 列 ) を 入力 する た め の 入 力 枠 が 表示 され ます か ら 、 
そこ に 旧 文 字 列 を 入力 し ます 。 旧 文 字 列 に は ヌル 文字 列 を 指定 ( 何 も 入 力 せ ず に ENTER 
キー を 押す ) し て も 構い ませ ん 。 次 に 置換 後 の 文字 列 ( 新 文字 列 ) を 入力 する た め の 
入力 枠 が 表示 され ます か ら 、 そ こ に 新 文 字 列 を 入力 し ます 。 旧 文字 列 や 新 文字 列 を 入 
カカ する 際 の キー 操作 に つい て は 、「2. 5 検索 置換 文字 列 の 入力 時 の 操作 」 を 参 
照 し て くだ さい 。 旧 文字 列 と 新 文 字 列 の 指定 が 終わ る と 文字 列 の 連続 置換 を 開始 し ま 
す 。 こ の 時 、 置 換 処理 中 で ある こと を 表す メッ セー ジ が 表示 され ます 。 


文字 列 の 置換 中 [ESC キ ー で 中 止 ] 


この メッ セー ジ が 表示 され て いる 時 に ESC キ ー を 押す と 、 連 続 置換 を 途中 で 中 止 さ せ 
る こと が で きま す 。 連続 置換 が テキ スト の 未 尾 ま で 終了 する と 、 置 換 し た 文字 列 の 数 
が 表示 され ます 。 


132 個 の 文字 列 を 置換 し まし た 


文字 列 の 検索 ・ 置 換 は 、 現 在 の カー ソル 位置 か ら テ キス ト の 未 尾 に 向かっ て 行わ れ ま 
す 。 従 っ て 、 テ キス ト 全 体 に 対し て ある 文字 列 を 別 の 文字 別に 置き 換え た い 場 合 に は 、 
この 機 能 を 実行 する 前 に カー ソル を テキ スト の 先頭 に 移動 させ て お く 必 要 が あり ます 。 
中 止ま た は 終了 し た 文字 列 の 連続 置換 は 、「 連 続 置換 の 再 実 行 」 を 実行 する こと に よ 
り 再 関す る こと が で きま す 。 
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「 連 続 置 換 の 再 実行 」 


最後 に 実行 し た 文字 列 の 連続 置換 を カー ソル 位置 か ら テ キス ト の 未 尾 に 向かっ て 再 実 
行 し ます 。 置換 前 の 文字 列 (I 旧 文字 列 ) や 置換 後 の 文字 列 ( 新 文字 列 ) の 指定 は 必要 
あり ませ ん 。 最 後に 実行 し た 連続 置換 が 確認 あり だ っ た だ 場合 に は 、 確 認 操 作 を 伴っ た 
検索 ・ 置 換 を 実行 し 、 最 後に 実行 し た 連続 置換 が 確認 な し で あっ た 場合 に は 、 確 認 
作 な し で 一 度 に 連続 置換 を 実行 し ます 。 確 認 操作 や 表示 され る メッ セー ジ に つい て は 、 
「 文 字 列 の 連続 置換 確認 あ り 」 や 「 文 字 列 の 連続 置換 : 確 認 な し 」 の 場合 と 全く 同じ 
で す 。 


「COMMAND.COM [Xt リ り - 空 き = xxxK] 」 


子 プ ロ セ ス と し て COMMAND.COM を 実行 し ます 。 す な わ ち DO 〇 OS の プロ ンプ ト 状 態 に 
し ます 。 こ の 状態 か ら “EXIT" コ マン ド で M | N | の 編集 画面 に 戻る こと が で きま す 。 
実行 する COMMAND.COM を 探す た め に MI IN 1 は 環境 変数 COMSPEC を 参照 する の 
で 、 で きる だ け こ の 環境 変数 を 定義 し て お いて くだ さい 。 環境 変 数 COWSPEC を 定義 
する だ ため に は 、 起 動 ド ライ ブ の ルー トディ レク トリ 上 の CONFIG.SYS ファ イル の 中 
* で 、 

SHELL=C:\COMMAND.COM C:\ 
の よう に 記述 し て お く か が 、 同 じ く 起動 ドラ イブ の ルー トディ レク トリ 上 の 
AUTOEXEC.BAT ファ イル の 中 で 、 

SET COMSPEC=C:\COMMAND.COM 
の よう に 記述 し て お きま す 。 例 えば 、|C カ ー ド の サブ ディ レク トリ \DESK に 
COMMAND. COM が ある 場合 は 、 以 下 の よ うに 設定 し て くだ さい 。 

SET COMSPEC=A:\DESK\COMMAND.COM 


「 直 前 の 削除 - ペ ー ス ト の UNDOJ」 


直前 に 実行 し た 文字 列 の 削除 や ペー スト の 結果 を 無効 に し て 元 の テキ スト の 状態 に 戻 
し ます 。 処理 の 結果 を 無効 に し て その 処理 を 実行 する 前 の 状態 に 戻す こと を UNDO 
と 呼び ます 。 こ の 歓 能 は 以下 の キー 操作 の UNDO を 実行 し ます 。 


DEL カー ソル 位置 の 1 文字 削除 

を カー ソル 直前 の 1 文字 削除 

CTRLrY カー ソル 行 の 1 行 削除 

CTRLrK カー ソル 位置 か ら 行 未 まで の 文字 列 の 削除 

CTRLtU 行頭 か ら カ ー ソ ル 直 前 まで の 文字 列 の 削 昧 

CTRL+T カー ソル 位置 の 1 語 を 削除 

F7 行 単位 また は 文字 単位 の カッ ト 

F9 行 カ ッ ト バ ッ フ ァ の 内 容 を カー ソル 行 の 上 に 挿入 
SHIFT+F9 文字 列 カ ッ ト バ ッ フ ァ の 内 容 を カー ソル 位置 に 挿入 
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「 テ キス ト の 最初 の 行人 へ 移動 」 


カー ソル を テキ スト の 先頭 行 ( 行 番号 が 1 の 行 ) の 左端 に 移動 し ます 。 
「 指 定 す る 行 番号 の 行人 へ 移動 」 
カー ソル を 指定 する 行 番号 の 行 に 移動 し ます 。 こ の 機能 を 実行 する と 、 ジ ャ ンプ 先 の 
行 番号 を た 入力 する た め の 入 力 枠 が 表示 され ます か ら 、 そ こ に 行 番号 を 入力 し ます 。 行 
番号 は 論理 行 番号 で 指定 し ます 。 指定 する 行 番号 へ の ジャ ンプ は 、ESC キ ー を 押し た 後 
に ジャ ンプ 先 の 行 番号 を 入力 する こと で も 実行 で きま す 。 こ の 万 が 操作 は 簡単 で す 。 
「 シ ステ ム マ ー ク に 移動 」 
MIN 1 で は 検索 や ジャ ンプ を 実行 し た 順に 、 実 行 前 の 行 位置 を 自動 的 に 記録 し て お 
きま す 。 こ の 行 位置 を シス テム マー ク と 串 び ます 。 こ の 機能 で は カー ソル を シス テム 
マー ク に ジャ ンプ させ ます 。 す な わ ち 、 最 後に 実行 し た 検索 や ジャ ンプ の 実行 前 の 位 
置 に カー ソル を 戻し ます 。 こ れ は 検索 や ジャ ンプ に 対す る UNDO 機 能 と も 言え ます 。 
「 テ キス ト の 最後 の 行 へ 移動 」 
カー ソル を テキ スト の 未 尾行 ( 行 番号 が 最大 の 行 ) の 左端 に 移動 し ます 。 
2. 3 キー 操作 


メニ ュー 操作 以外 の キー 操作 に つい て ここ で 説明 し ます 。 
な お キー 操作 の 表記 で 、2 つ の キー を 同時 に 押す こと を 2 つの キー を 半角 の プラ ス 記 号 


て) で 結ん で 、 
SHIFT+F4 (SHIFT キ ー を 押し な が ら F4 キ ー を 押す ) 
CTRLrK (CTRL キ ー を 押し な が ら K キ ー を 押す ) 
の よう に 表し ます 。 ま た 2 つの キー を 順番 に 押す こと を 2 つの キー を 半角 の 中 点 記 号 て.) 
で 結ん で 、 
ESC・/ (ESC キ ー を 押し て 離し た 後に / キ ー を 押す ) 
ESC・* (ESC キ ー を 押し て 離し た 後に / キ ー を 押す ) 


の よう に 表し ます 。 

HP 200LX で は 、 キ ー 操 作 で 表現 され て いる も の の うち Fn キー と 併用 し て 入 力 
する キー が あり ます . 

以下 の キー が Fn キー と の 組み 合わ せ で 使用 し ます 。 


Fn + INS = INS 


Fn + HOME = HOME 
Fn + END = END 
Fn + PGDN = PGDN 


Fn + PGUP = PGUP 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 
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FE 


F2 


F3 


F4 


F5 


F6 


F7 


F8 


Fn + SCRL = SCRL 

「 フ ァイル ン ノ 状 態 切り 換え 」 メ ニュ ー を 呼び 出し ます 。 
「 編 集 テ キス ト の 切り 換え 」 メ ニュ ー を 呼び 出し ます 。 
「 検 索 置 換 プ ジャ ンプ 他 」 メ ニュ ー を 呼び 出し ます 。 


2 つ 以 上 の ファ イル が オー プン され て いる 場合 に 、 画 面 の 分 割 形 状 を 環状 に 切り 換え 
ます 。 ス プリ ッッ ト 形 状 が 上 下 分 割 の 場合 に は 以下 の 図 の よう に な り ま す 。 を 右 分 割 


の 場合 も 同様 で す 。 


ルト F4 


| 方 向 へ の 文字 列 の 再 検索 を 実行 し ます 。 す な わ ち 、 最 後に 検索 し た 文字 列 と 同じ 文 
字 列 を カー ソル の 次 の 文字 位置 か ら テ キス ト の 未 尾 に 向かっ て 検索 し ます 。 現在 カー 
ソル の ある 位置 は 検索 対象 に は な り ま せん 。 


行 単位 で テキ スト の 範囲 選択 を 開始 し ます 。 範囲 選択 中 に 選択 を 中 止 し た い 場 合 に は 
再度 Ff6 キ ー を 押し ます 。 そ の 後 、 選 択 し た 範囲 を 行 カ ッ ト バ ッ フ ァ に 移動 する 場合 に 
は F7 キ ー を 押し 、 行 カッ トバ ッ フ ァ に 複写 する 場合 に は F8 キ ー を 押し ます 。「 2. 
1 基本 的 な 操作 」 の 「 文 字 列 の 削除 移動 複写 」 を 参照 の こと 


ガイ ドラ イン に 「 行 範囲 指定 中 」 ま た は 「 範 囲 指定 中 」 と 表示 され だ 状態 の 時 に この 
キー を 押す と 、 選 択 さ れ た 範囲 (反転 表示 され だ 部 分 ) を カッ トバ パ バッファ に 移動 し 、 
テキ スト 中 か ら は その 範囲 を 削除 し ます 。「2. 1 基本 的 な 操作 」 の 「 文 字 列 の 削 
除 移 動 / 複 写 」 を 参照 の こと 


ガイ ドラ イン に 「 行 範囲 指定 中 」 ま た は 「 範 囲 指定 中 」 と 表示 され た 状態 の 時 に この 
キー を 押す と 、 選 択 さ れ た 範囲 (反転 表示 され だ 部 分 ) を カッ トバ ッ フ ァ に 複写 し ま 


73 


HP 光 本 放 g 


【 き 9} ぁ 、 時 


F9 


F10 


す 。「2. 1 基本 的 な 操作 」 の 「 文 字 列 の 削除 移動 複写 」 を 参照 の こと 


行 カ ッ ト バ ッ フ ァ の 内 容 を カー ソル 行 の 上 に 挿入 し ます 。「2. 1 基本 的 な 操作 」 
の 「 文 字 列 の 削除 移動 / 複 写 」 を 参照 の こと 


タグ ジャ ンプ を 実行 し ます 。 タ グ ジ ャ ン プ と は 、 カ ー ソ ル の ある 行 の 内 容 で 示さ れる 
ファ イル 名 の 行 位置 人 ジャ ンプ する も の で 、 テ キス ト 間 の ジャ ンプ の 1 種 で す 。 た だ 
し 、 タ グ ジ ャ ン プ で は 現在 オー プン し て な い フ ァイル へ の ジャ ンプ も 可能 で す 。 タ グ 
ジャ ンプ を 実行 する た め に は 、 カ ー ソ ル の ある 行 の 内 容 が 、 タ グ ジ ャ ン プ で 定め られ 
た 書式 に 従っ て ファ イル 名 と 行 番号 が 記述 され て いる 必要 が あり ます 。M IN 1 の タタ 
グ ジ ャ ン プ で は 以下 の 書式 を サポ ボート し て いま す 。 


(A) MIFIND、MITAGS お よび MILC の 出力 フォ ー マ ッ ト 
ファ イル 行 番号 : 行 の 内 容 

(B) Turbo-? の エラ ー フ フォー マット 

Error ファ イル 名 行 番号 : 行 の 内 容 

Warning ファ イル 名 行 番号 : 行 の 内 容 

(C) MSC、MASM 等 の エラ ー フ ォ マ ッ ト 

ファ イル 名 ( 行 番号 ) エラ ー コ ー ド 行 の 内 容 
(D) Lattioe-60 の 塞 ラ ー フ フォー マット 

ファ イル 行 将 号 行 の 内 容 


タグ ジャ ンプ を 実行 し た 隙 、 カ ー ソ ル 行 の 内 容 で 指定 され た ファ イル が まだ オー プン 
され て いな けれ ば 、 自 動 的 に その ファ イル を オー プン し て か ら ジ ャ ンプ し ます 。 こ の 
ファ イル の オー プン 動作 を 伴う 点 が 、 タ グ ジ ャ ン プ の 最大 の 特長 で す 。 


SHIFT+F4 


編集 画面 が 上 下 ま た は 左右 に 2 分割 され て いる 場合 に 、 そ の 分 割 の 境界 線 の 位置 を 変 
更 し ます 。 この 境界 線 の 位置 は 9 段階 あり 、SHIFT+F4 キ ー に より の 環状 に 切り 換え る こ 
と が で きま す 。 


SHIFT+F5 


1 亡 向 へ の 文字 列 の 再 検索 を 実行 し ます 。 す な わ ち 、 最 後に 検索 し た 文字 列 と 同じ 文 
字 列 を カー ソル の 直前 の 文字 位置 か ら テ キス ト の 先頭 に 向かっ て 検索 し ます 。 現在 カー 
ソル の ある 位置 は 検索 対象 に は な り ま せん 。 


SHIFT+F6 
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1 文字 単位 で テキ スト の 範囲 選択 を 開始 し ます 。 範囲 選択 中 に 選択 を 中 止 し た いり 場合 
に は 再度 SHIFT+F6 キ ー か まだ は F6 キ ー を 押し ます 。 そ の 後 、 選 択 し た 範囲 を 文字 
列 カ ッ ト バ ッ フ ァ に 移動 する 場合 に は F7 キ ー を 押し 、 文 字 別 カッ トバ ッ フ ァ に 複写 す 
る 場合 に は F8 キ ー を 押し ます 。「2. 1 基本 的 な 操作 」 の 「 文 字 列 の 削除 移動 


上 人 


複写 」 を 参照 の こと 


SHIFT+F9 
文字 列 カ ッ ト バ ッ フ ァ の 内 容 を カー ソル 位置 に 挿入 し ます 。「2. 1 基本 的 な 操作 」 
の 「 文 字 列 の 削除 移動 複写 」 を 参照 の こと 


SHIFT+F10 
カー ソル の ある 1 行 (論理 行 ) を 複写 し て 2 行 に し ます 。 同じ よ うな 内 容 の 行 が 連続 
する よう な 場合 の 入力 に た い へ ん 便利 で す 。 


ALT+F1 

指定 し た 文字 列 を カー ソル 位置 か ら テ キス ト の 前 亡 (テキ スト の 未 尾方 向 画面 上 で は 
! 訪 向 ) に 検索 し ます 。 この 機 能 を 実行 する と 、 検 索 し た い 文 字 列 を 入力 する た め の 
入力 枠 が 表示 され ます の で 、 そ こ に 検索 文字 列 を 入力 し ます 。 この 時 の キー 操作 に つ 
いて は 、「2. 5 検索 置換 文字 列 の 入力 時 の 操作 」 を 参照 し て くだ さい 。 テ キス 
ト 中 で 指定 し た 検索 文字 列 に 一 致す る 文字 列 を 見 つけ る と 、 そ の 場所 に カー ソル を ジャ 
ンプ させ 、 一 致し た 部 分 を 反転 で 明示 し ます 。 最初 に 一 致す る 文字 列 を 見 つけ だ 時 点 
で 検索 動作 は 自動 的 に 終了 し ます 。 3 引き続き 一 致す る 部 分 が な いか どう か を 検索 し た 
いい 場合 に は 、 

! 訪 向 へ の 再 検 索 (F5 キ ー) 

{ 訪 向 へ の 再 検索 (SHIFT+F5 キ ー) 
を 実行 し て くだ さい 。 


ALT+F2 

指定 し た 文字 列 を カー ソル 位置 か ら テ キス ト の 後方 (テキ スト の 先頭 方 向 : 画面 上 で 
は 1 方 向 ) に 検索 し ます 。 こ の 機能 を 実行 する と 、 検 索 し た い 文 字 列 を 入力 する た め 
の 入力 枠 が 表示 され ます の で 、 そ こ に 検索 文字 列 を 入力 し ます 。 こ の 時 の キー 操作 に 
つい て は 、「2. 5 検索 置換 文字 列 の 入力 時 の 操作 」 を 参照 し て くだ さい 。 テ キ 
スト 中 で 指定 し た 検索 文字 別に 一 致す る 文字 列 を 見 つけ る と 、 そ の 場所 に カー ソル を 
ジャ ンプ させ 、 一 致し だ 部 分 を 反転 で 明示 し ます 。 最初 に 一 致す る 文字 列 を 見 つけ た 
時 点 で 検索 動作 は 自動 的 に 終了 し ます 。 引き 続き 一 致す る 部 分 が な いか どう か を 検索 
し た い 場 合 に は 、 

! 訪 向 へ の 再 検索 (F5 キ ー) 

1 訪 向 へ の 再 検 索 (SHIFT+F5 キ ー) 
を 実行 し て くだ さい 。 


ALT+F3 
カー ソル 位置 の 文字 が 半角 の 和英 大 文字 (A, , , 7) の 場合 に は 英子 文字 (a, , , z) に 変換 
し 、 逆 に 英 小文字 の 場合 に は 英 大 文字 に 変換 し ます 。 そ し て カー ソル を 次 の 文字 ( 右 
隣 の 文字 ) 位置 に 移動 し ます 。 カ ー ソ ル 位 置 の 文字 が 半角 の 英 大 文字 で も 英 小 文字 で 
も な い 場 合 に は 、 単 に カー ソル を 次 の 文字 位置 に 移動 し ます 。 
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ALT+F8 


ALT+F9 


PgDn 


PgUp 
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第 2 章 MINI の 操 


キー ボー ド マ ク ロ の 定義 を 開始 し ます 。 す で に キー ボー ド マ ク ロ の 定義 中 だ っ た だ 場合 
に は キー ボー ド マ ク ロ の 定義 を 終了 し ます 。 キ ー ボ ー ド マク ロ と は 、 一 連 の キー 操作 
を まとめ て バッ ファ (キー ボー ド マ ク ロ バッファ) に 記録 し 、 そ の パッ ファ に 記録 さ 
れ た キー 操作 を 自動 的 に 連続 し て 実行 する こと に より 、 一 連 の キー 操作 を 1 つの 機能 
で ある か の よう に 使用 で きる よう に し た も の で す 。ALT+F8 キ ー を 押し て キー ボー ド マ 
クロ の 定義 状態 に 入っ て か ら 、 再 び ALT+F8 キ ー が 押さ れる まで の 間 に 実 行 さ れ た キー 
操作 が 、 自 動 的 に キー ボー ド マ ク ロ ・ バ ッ フ ァ に 記録 され ます 。 キーボード マク ロ の 定 
義 状 態 に 入る と 、 画 面 最 上 行 の ガイ ドラ イン の 右端 に 


キー ボー ド マ ク ロ 定 義 中 


と 表示 され ます 。 キ ー ボ ー ド マク ロ の 定義 中 に キー ボー ド マ ク ロ ・ バ パッ ファ が いっ ぱい 
に な る と 、 強制 的 に キー ボー ド マ ク ロ の 定義 は 終了 され ます 。 この 時 ガイ ドラ イン 石 
端 の 表示 が 元 に 戻る の で 、 そ れ に より キー ボー ド マ ク ロバ ッ フ ァ が いっ ぱい に な っ た 
こと を 知る こと が で きま す 。 


最後 に 定義 し た キー ボー ド マ ク ロ を 実行 し ます 。 す な わ ち キー ボー ド マ ク ロ ・ バ パッ ファ 
に 記録 され た キー 操作 を 自動 的 に 連続 し て 実行 し ます 。 キ ー ボ ー ド マク ロ を 実行 後 も 、 
新た な キー ボー ド マ ク ロ を 定義 する まで は キー ボー ド マ ク ロ ・ バ ッ フ ァ の 内 容 は 変わ り 
ませ ん か ら 、ALT+F9 キ ー を 繰り 返し 押す こと に より 、 同 じ ロキ ー ボ ー ド マク ロ を 何 度 も 
繰り 返し 実行 する こと が で きま す 。 こ の 繰り 返し 何 度 も 実行 する こと こそ が キー ボー 
ド マ ク ロ の 真髄 で す 。 


カー ソル を 1 行 上 へ 移動 し ます 。 


カー ソル を 1 行 下 人 へ 移動 し ます 。 


カー ソル を 1 文字 左 人 へ 移動 し ます 。 


カー ソル を 1 文字 右 へ 移動 し ます 。 


(Fn+ ょ PGDN ) 
画面 を 画面 分 ロー ル ア ッ プ し ます 。 カ ー ソ ル は 半 画 面 分 だ け 下 の 行 に 移動 し ます 。 


(Fn+PGUP ) 
画面 を 半 画面 分 ロー ル ダ ウ ン し ます 。 カ ー ソ ル は ギ 画 面 分 だ け 上 の 行 に 移動 し ます 。 


導 HP2001 時 時 セト 


INS (Fn+INS ) 
カー ソル の 状態 を 挿入 状態 と 上 書状 態 で 切り 換え ます 。 文字 キー を 押し た 際 、 挿 入 状 
態 で は カー ソル 位置 に その 文字 が 挿入 され 、 上 書状 態 で は カー ソル 位置 の 文字 が 入力 
し た 文字 と 置き 代わ り ま す 。 


HOME (Fn + HOME ) 
最後 に カレ ント テキ スト だ っ た テキ スト (「 編 集 テ キス ト の 切り 換え 」 メ ニュ ー で O 〇 
マー ク の 付い た テキ スト ) に カー ソル を 移動 し ます 。 


END (Fn + ょ END ) 
ヘル プ - フ ァイル (MINI.HLP) を オー プン (編集 開始 ) し ます 。 ヘ ルプ ・ フ ァイル が す 
で に オー プン 済 の 時 に は 、 カ レン ト テ キス ト を ヘル プ ・ フ ァイル に 切り 換え ます 。 


ENTER 
カー ソル の 状態 が 挿入 状態 の 時 に は 、 カ ー ソ ル 位 置 に 改行 文字 を 挿入 し ます 。 カ ー ソ 
ル の 状態 が 上 書状 態 の 時 に は 、 カ ー ソ ル 位 置 を 改行 し ます 。 す な わ ち 、 カ ー ソ ル を 下 
の 行 の 左端 に 移動 し ます 。 


SHIFT+ENTER 
カー ソル 行 の 下 に 空 の 行 を 1 行 挿入 し ます 。 こ の 機能 は カー ソル が 挿入 状態 で ある か 
上 書状 態 で ある か に は 依存 し ませ ん 。 


TAB 
カー ソル の 状態 が 挿入 状態 の 時 に は 、 カ ー ソ ル 位 置 に タブ 文字 (コー ド 09H) を 挿入 し 
ます 。 カ ー ソ ル の 状態 が 上 書状 態 の 時 に は 、 カ ー ソ ル を 次 の ( 右 隣 の) タブ スト ッ プ 
位置 に 移動 し ます 。 
DEL 
カー ソル 位置 の 1 文字 を 削除 し ます 。 
を 
カー ソル の 直前 の 1 文字 を 削除 し ます 。 
CTRL+A 
カー ソル を 1 語 分 後方 (一 廊 向 ) へ 移動 し ます 。 
CTRL+C 
画面 を 半 画 面 分 ロー ル ア ッ プ し ます 。 カー ソル は 半 画 面 分 だ け 下 の 行 に 移動 し ます 。 
CTRL+D 


カー ソル を 1 文字 右 へ 移動 し ます 。 
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CTRLrE 


カー ソル を 1 行 上 へ 移動 し ます 。 


CTRLrF 
カー ソル を 1 語 分 前 万 (一 亡 向 ) へ 移動 し ます 。 


CTRLrG 
カー ソル 位置 の 1 文字 を 削除 し ます 。 


CTRLrH 
カー ソル の 直前 の 1 文字 を 削除 し ます 。 


CTRL+I 
カー ソル の 状態 が 挿入 状態 の 時 に は 、 カ ー ソ ル 位 置 に タブ 文字 (コー ド 09H) を 挿入 し 
ます 。 カ ー ソ ル の 状態 が 上 書状 態 の 時 に は 、 カ ー ソ ル を 次 の ( 右 隣 の ) タブ スト ッ プ 
位置 に 移動 し ます 。 


CTRL+K 
カー ソル 位置 か ら 行末 ま で の 文字 列 を 削除 し ます 。 


CTRLrL 
CTRL+Y キ ー、CTRL+K キ ー ま た は CTRL+U り キー で 最後 に 削除 し た 文字 列 を 、 カ ー ソ ル 位 
置 に (CTRL+*Y キ ー で 削除 し た 文字 列 の 場合 は カー ソル 行 の 上 に ) 挿入 し ます 。 


CTRLrM 
カー ソル の 状態 が 挿入 状態 の 時 に は 、 カ ー ソ ル 位 置 に 改行 文字 を 挿入 し ます 。 カ ー ソ 
ル の 状態 が 上 書状 態 の 時 に は 、 カ ー ソ ル 位 置 を 改行 し ます 。 す な わ ち 、 カ ー ソ ル を 下 
の 行 の 左端 に 移動 し ます 。 


CTRLrN 
カー ソル 行 の 上 に 空 の 行 を 1 行 挿入 し ます 。 


CTRL+0 
カー ソル 位置 に 須 似 改行 文字 を 挿入 し ます 。 擬似 改行 文字 と は 、 テ キス ト 中 で は 改行 
文字 と 全く 同様 に 扱わ れる が 、 セ ー ブ す る ファ イル 中 か ら は 自動 的 に 取り 除 か れる 文 
字 で 、 左 向き の 小さ い 矢 Eh で 表示 され ます 。M IN 1 で は 、 テ キス ト 中 で の 1 行 (1 
論理 行 ) の 長 さ は 1 0O0O バ イト (半角 で 1000 文 字 ) まで と いう 制限 が あり ます 。 
そこ で 1000 バ イト を 越え る 長い 行 を 編集 し た い 場 合 に は 、 テ キス ト 中 で の 1 行 が 
1 000 バ イト 以下 に な る よう に 、 便 宣 的 に 擬似 改行 文字 を 挿入 し て お く 必 要 が あり 
ます 。 な お 、 編 集 フ ァイル 中 に 1 行 が 1 OOO パ イト を 越え る 行 が ある 場合 に は 、 読 
み 込 ん だ テキ スト 中 に 自動 的 に 1000 バ イト 付近 に 擬似 改行 文字 が 挿入 され ます 。 
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出 な MM 


CTRLrP 


DEL キ ー、CTRLr+G キ ー、 下 キー、CTRL+H キ ー、CTRL+T キ ー で 削除 し た 文字 を 、 削 除 し 
た 時 と は 逆順 に 1 文字 ずつ CTRLr+P キ ー で カー ソル 位置 に 挿入 し ます 。 


CTRL+Q 


カー ソル 位置 の 文字 が 半角 の 括弧 ( ( { [ ] } ) ) で ある 場合 に 、 そ の 括弧 と 対 と 
な る 括弧 の 位置 に カー ソル を 移動 し ます 。 


CTRLrR 
画面 を 半 画 面 分 ロー ル ダ ウ ン し ます 。 カー ソル は 半 画 面 分 だ け 上 の 行 に 移動 し ます 。 


CTRL+S 
カー ソル を 1 文字 圧 へ 移動 し ます 。 


CTRL+T 
カー ソル 位置 か ら の 1 語 分 の 文字 列 を 削除 し ます 。 


CTRLrU 
行頭 か ら カ ー ソ ル 直 前 まで の 文字 列 を 削除 し ます 。 


CTRL+V 

任意 の 文字 ゴー ド を カー ソル 位置 に 挿入 し ます 。 主 に 制御 コー ド (00H<1FH) の 入力 
の た め に 使用 し ます 。 こ の キー を 押す と 、 画 面 最上 行 の ガイ ドラ イン 上 に コン トロ ー 
ルコ ー ド また は 16 進 2 桁 の 入力 と 表示 され ます 。 ここ で コン トロ ー ル キー 
(CTRL+A,,,CTRL+7 キ ー) を 押す と 、 そ の キー に 対応 する 制御 コー ド が カー ソル 位置 
に 挿入 され ます 。 ま た だ 、 半 角 で 2 桁 の 1 6 進数 を 入力 する と 、 そ の コー ド の 文字 が カー 
ソル 位置 に 挿入 され ます 。 

以下 に いく つか の 入力 例 を 表 に し て 示し ます 。 


CTRL+V キ - 直 後 の キ - 操 作 挿入 され る ]- ド 人 ト 中 で の 表示 


00 00H "@ 
01 また は CTRLrA 01H -A 
02 また は CTRLrB 02H "B 
19 また は CTRL+Y 19H 鐘 )( 
1A また は CTRL+Z 1AH > 
16 また は ESC 1BH 紹 | 
16 1CH 1 
41 41H A 

42 42H B 

7F 7FH 7F 
FD FDH FD 
太 FEH FE 
FF FEFH FF 
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HP200 欄 


1GyIN 


CTRL+W 


画面 を 1 行 分 ロー ル ダ ウ ン し ます 。 


CTRLrX 


カー ソル を 1 行 下 人 移動 し ます 。 


CTRL+Y 


カー ソル の ある 1 行 を 削除 し ます 。 


CTRLr+Z 


ESC・ 


ESC・ 


ESC・ 


ESC・ 


ES6・ 


ES6・ 


ESC・ 


ES6・ 
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画面 を 1 行 分 ロー ル ア ッ プ し ます 。 


画面 分 割 万 法 の 上 下 分 割 と 左右 分 割 を 切り 換え ます 。 こ の キー 操作 は トグル スイ ッ チ 
で す 。 


行 番号 の 表示 と 非 表 示 を 切り 換え ます 。 こ の キー 操作 は トグル スイ ッ チ で す 。 


桁 位 置 ゲ ー ジ の 表示 と 非 表 示 を 切り 換え ます 。 こ の キー 操作 は トグル スイ ッ チ で す 。 


PgDn キ ー、CTRL+C キ ー、PgUp キ ー、CTRL+R キ ー で 実行 する 半 画 面 分 の ロー ル ア ッ プ ま 
た は ロー ル ダ ウ ン の 動作 に お いて 、 一 気 に 半 画面 分 先 の 画面 を 表示 する 動作 (ジャ ン 
プ 動 作 ) と 、1 行 づつ 半 画 面 分 を スク ロー ル さ せる 動作 (スム ー ス 動作 ) を 切り 換え 
ます 。 こ の キー 操作 は トグル スイ ッ チ で す 。 


オー トイ ン デ ント の 有効 と 無効 を 切り 換え ます 。 こ の キー 操作 は トグル スイ ッ チ で す 。 


カー ソル 位置 の 文字 が 半角 の 括弧 ( ( { [ ] } ) ) で ある 場合 に 、 そ の 括弧 と 対 と 
な る 括弧 の 位置 に カー ソル を 移動 し ます 。 


カー ソル 位置 の 文字 が 半角 の 括弧 ( ( { [ ] } ) ) で ある 場合 に 、 そ の 括弧 と 対 と 
な る 括弧 の 位置 に カー ソル を 移動 し ます 。 


直前 に 実行 し た 文字 列 の 削除 や ペー スト の 結果 を 無効 に し て 元 の テキ スト の 状態 に 戻 
し ます 。 処理 の 結果 を 無効 に し て その 処理 を 実行 する 前 の 状態 に 戻す こと を UNDO 
と 呼び ます 。 


貞和 


| の 操作 棋 


キッ ト 


この 機能 は 以下 の キー 操作 の UNDO を 実行 し ます 。 


DEL カー ソル 位置 の 1 文字 削除 

を カー ソル 直前 の 1 文字 削除 

CTRL+Y カー ソル 行 の 1 行 削除 

CTRL+K カー ソル 位置 か ら 行 未 まで の 文字 列 の 削除 

CTRL+U 行頭 か ら カ ー ソ ル 直 前 まで の 文字 列 の 削除 

CTRLrT カー ソル 位置 の 1 語 を 削除 

F7 行 単位 また は 文字 単位 の カッ ト 

F9 行 カ ッ ト バ パッ ファ の 内 容 を カー ソル 行 の 上 に 挿入 
SHIFT+F9 文字 列 カ ッ ト バ ッ フ ァ の 内 容 を カー ソル 位置 に 挿入 


ESC - 数 字 
ESC キ ー を 押し た 後に 行 番号 を 入力 し て ENTER キ ー を 押す と 、 そ の 行 番号 の 行 に カー ソ 
ル を ジャ ンプ させ る こと が で きま す 。 


ESC・ESC 
全 画 面 の 再 表示 を 行い ます 。 何 ら か の 原因 で 画面 表示 が 乱れ た 場合 な ど に 使用 し ます 。 


2. 4 ファ イル 名 の 入力 時 の 操作 


「 新 し い フ ァイル の 編集 」 や 「 現 テキ スト の パス 名 の 変更 」 を 実行 し た 際 に は 、 フ ァ イ 
ル も を 入力 する た め の 専 用 の 入力 要 が 表示 され ます 。 ま た その 入力 枠 の 下 に は ファ イル 名 
の 一 覧 が 表示 され ます 。 こ の 入力 枠 内 に 文字 列 を 入力 し て ENTER キ ー を 押す と 、 入 力 さ れ 
た 文字 列 を 分 析 し て 以下 の よう な 動作 を 行い ます 。 


(A) ファ イル 名 や パス 名 (相対 パス 名 、 フ ル パ ス 名 ) が 入力 され だ 場合 、 フ ァイル 
名 の 入力 状態 を 終了 し ます 。 


(B) ヌル 文字 列 が 入力 され た 場合 、 す な わ ち 何 も 入 力 せ ず に ENTER キ ー を 押し た 
場合 、 入 力 梓 の 下 に ファ イル 名 の 一 覧 が すでに 表示 され て いる 時 に は 、 フ ァイル 
名 の 入力 状態 を 終了 し ます 。 入力 枠 の 下 に ファ イル 名 の 一 覧 が 表示 され て な い 時 
に は 、 カ レン トディ レク トリ 上 の すべ て の ファ イル 名 の 一 覧 を 表示 し ます 。 そ し 
て ファ イル 名 の 入力 状態 を 継続 し ます 。 


(C) ワイ ルド カー ド が 入力 され だ 場合 、 そ の ワイ ルド カー ド に 一 致す る ファ イル 名 
の 一 覧 を 入力 枠 の 下 に 表示 し ます 。 そ し て 入力 枠 内 の 文字 列 は 消去 し 、 フ ァイル 
名 の 入力 状態 を 継続 し ます 。 


(0D) ディ レク トリ 名 が 入力 され だ 場合 、 そ の ディ レク トリ 上 の ファ イル 名 の 一 覧 を 
入力 要 の 下 に 表示 し ます 。 そ し て 入力 枠 内 の 文字 列 は 消去 し 、 フ ァイル 名 の 入力 
状態 を 継続 し ます 。 入 力 さ れ だ 文字 列 が ファ イル 名 で ある か ディ レク トリ 名 で あ 
る が は MIN 1 が 自動 的 に 判断 し ます の で 、 デ ィ レ クト リ 名 の 最後 に \ を 付け 
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る 必要 は あり ませ ん (付け て も よい ) 。 


(E) ドラ イブ 名 ( 例 . B:) が 入力 され だ 場合 、 そ の ドラ イブ の カレ ント ディ レク 
トリ 上 の ファ イル 名 の 一 覧 を 入力 枠 の 下 に 表示 し ます 。 そ し て 入力 枠 内 の 文字 列 
は 消去 し 、 フ ァイル 名 の 入力 状態 を 総 続 し ます 。 入力 され た 文字 列 が ファ イル 名 
で ある か ディ レク トリ 名 で ある が は M |I N | が 自動 的 に 判断 し ます の で 、 デ ィ レ 
クト リ 名 の 最後 に \Y を 付け る 必要 は あり ませ ん (付け て も よい ) 。 


ファ イル 名 の 入力 状態 で は 、 単 純 に 文字 別 を 入力 する だ け で な く 、 フ ァイル 名 の 一 覧 
中 か ら フ ァイル 名 や ディ レク トリ 名 を 入力 枠 に 取り 出し た り 、 フ ァイル 名 の 一 覧 中 の 
ファ イル の 内 容 を 局 い た と り 、 フ ァイル 名 の 一 覧 を リー ト し た り で きま す 。 こ れ ら の た 
め に 以下 の キー 操作 が 用 意 さ れ て いま す 。 


ファ イル 名 の 一 覧 が 表示 され て いる 時 に は 、 フ ァイル 選択 カー ソル (ファ イル 名 の 一 
覧 上 の 反転 表示 ) を 1 行 上 に 移動 し ます 。 


ファ イル 名 の 一 覧 が 表示 され て いる 時 に は 、 フ ァイル 選択 カー ソル (ファ イル 名 の 一 
覧 上 の 反転 表示 ) を 1 行 下 に 移動 し ます 。 


ファ イル 名 の 一 覧 が 表示 され て いる 時 に は 、 フ ァイル 選択 カー ソル (ファ イル 名 の 
一 覧 上 の 反転 表示 ) を 1 ファ イル 左 に 移動 し ます 。 フ ァイル 名 の 一 覧 が 表示 され 
て いな い 時 に は 、 文 字 入 力 カ ー ソ ル (ファ イル 名 の 入力 枠 内 の カー ソル ) を 1 文 
字 を に 移動 し ます 。 


ファ イル 名 の 一 覧 が 表示 され て いる 時 に は 、 フ ァイル 選択 カー ソル (ファ イル 名 の 一 
覧 上 の 反転 表示 ) を 1 ファ イル 右 に 移動 し ます 。 ファ イル 名 の 一 覧 が 表示 され て いな 
い 時 に は 、 文字 入力 カー ソル (ファ イル 名 の 入力 枠 内 の カー ソル ) を 1 文字 右 に 移動 
し ます 。 


文字 入力 カー ソル の 直前 の 1 文字 を 削除 し ます 。 


文字 入力 カー ソル 位置 の 1 文字 を 削除 し ます 。 


ファ イル 選択 カー ソル (ファ イル 名 の 一 覧 上 の 反転 表示 ) が ある 場合 に は 、 そ れ が 示 
す フ ァイル の 内 容 を 表示 し ます 。 そ れ 以 外 の 場合 に は 文字 入 カ ー ソ ル の 位置 に スペ ー 
ス を 1 つ 挿 入 し ます 。 フ ァイル の 内 容 を 表示 し た 状態 で 再度 スペ ー ス バー を 押す と 、 


P280I 計 時 > ト 


ENTER 


ESC 


HOME 


| 彰 


F2 


F3 


F6 


F7 


元 の ファ イル 名 の 一 覧 表示 に 戻り ます 。 こ の 時 ファ イル 選択 カー ソル は 自動 的 に 次 の 
ファ イル に 移動 し ます 。 


ファ イル 選択 カー ソル (ファ イル 名 の 一 覧 上 の 反転 表示 ) が ある 場合 に は 、 そ れ が 示 
す フ ァイル 名 また は ディ レク トリ 名 を 文字 入力 カー ソル の 位置 に 挿入 し ます 。 そ し て 
ファ イル 選択 カー ソル を 消去 し ます 。 フ ァイル 選択 カー ソル が な い 場 合 、 フ ァイル 名 
の 一 覧 が 表示 され て いな い 時 に は 、 カ レン トディ レク トリ 上 の すべ て の ファ イル 名 の 
一 覧 を 表示 し ます 。 そ ぞ それ 以 外 の 時 に は ファ イル 名 の 入力 を 終了 し ます 。 


ファ イル 選択 カー ソル (ファ イル 名 の 一 覧 上 の 反転 表示 ) が ある 場合 に は それ を 消去 
し ます 。 フ ァイル 選択 カー ソル が な い 場 合 に は 、 フ ァイル 名 の 入力 を 中 止 し ます 。 


ファ イル 選択 カー ソル (ファ イル 名 の 一 覧 上 の 反転 表示 ) が ある 場合 に は それ を 消去 
し ます 。 


ファ イル 名 の 一 覧 を 表示 し て いる ディ レク トリ (ファ イル 名 一 覧 を 表示 し て いな い 場 
合 に は カレ ント ディ レク トリ ) 上 の すべ て の ファ イル 名 の 一 覧 を 表示 し ます 。 


起動 オプ ショ ン の 1 番目 の -Pstr オプ ショ ン で 指定 され た 文字 列 を 文字 入力 カー ソ 
ル の 位置 に 挿入 し ます 。 そ し て ファ イル 選択 カー ソル を (あれ ば ) 消去 し ます 。-Pstr 
オプ ショ ン が 指定 され て な い 場 合 に は 、 現 在 フ ァイル 名 一 覧 を 表示 し て いる ディ レク 
トリ (ファ イル 名 一 覧 を 表示 し て いな い 場 合 に は カレ ント ディ レク トリ ) 上 で ワイ ル 
ドカ ー ド “*. TXT" に 一 致す る ファ イル 名 の 一 覧 を 表示 し ます 。 


起動 オプ ショ ン の 2 番目 の -Pstr オプ ショ ン で 指定 され た 文字 列 を 文字 入力 カー ソ 
ル の 位置 に 挿入 し ます 。 そ し て ファ イル 選択 カー ソル を (あれ ば ) 消去 し ます 。 2 番 
目 の -Pstr ゴ プ ショ ン が 指定 され て な い 場 合 に は 、 現 在 フ ァイル 名 一 覧 を 表示 し て 
いる ディ レク トリ (ファ イル 名 一 覧 を 表示 し て いな い 場 合 に は カレ ント ディ レク トリ ) 
上 で ワイ ルド カー ド "“*. DOC" に 一 致す る ファ イル 名 の 一 覧 を 表示 し ます 。 


カレ ント ディ レク トリ 名 を 文字 入力 カー ソル 位置 に 挿入 し ます 。 


ファ イル 名 の 一 覧 を 表示 する の ソー ト 方 法 を 、 以 下 の 4 つ の 方法 で 環状 に 切り 換え 
ます 。 
[コー ド 順 ] ファ イル 名 の コー ド 順 
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[新しい 順 ] タイ ム ス タ ン プ の 新しい 順 
[大 きい 順 ] ファ イル サイ ズ の 大 きい 順 
[拡張 子 順 ] 拡張 子 の コー ド 順 (同じ 拡張 子 内 で は ベー ス 名 の コー ド 順 ) 


F8 
ファ イル 名 の 一 覧 を 表示 する 際 の ディ レク トリ 名 の 扱い 方 法 を 、 以 下 の 2 つ の タイ プ 
で 切り 換え ます 。 
・ ど の よう な ワイ ルド カー ド が 指定 され だ 場合 で も 、 デ ィ レ クト リ 名 だ け は 常に 一 
覧 の 最初 に 表示 し ます 。 つ まり ディ レク トリ 名 だ け は 指定 され た ワイ ルド カー ド 
に 一 致し な く と も 表示 し ます 。 し か も ディ レク トリ 名 だ け は ソー ト せ ず に 常に 一 
覧 の 最初 に 表示 し ます 。 こ の 万 法 の 場合 、 一 覧 表示 の 下 に は 、“DIR+" と 表示 され 
ます 。 
・ 通 常 の ファ イル 名 と ディ レク トリ 名 を 特に 区 別 せ ず 、 デ ィ レ クト リ 名 も ワイ ルド 
カー ド に よる 絞り 込み や ソー ト の 対象 と し ます 。 つ まり ディ レク トリ 名 は 指定 さ 
れ た ワイ ルド カー ド と 一 致す る も の だ けが 表示 され ます 。 


F9 
ファ イル 名 の 一 覧 に 表示 する ファ イル の 属性 を 、 以 下 の 2 つ の タイ プ ブ で 切り 換え ます 。 
通常 属性 の ファ イル (シス テム ファ イル 、 陣 し ファ イル は 表示 し な い ) 、 全 て の 属性 
の ファ イル (シス テム ファ イル 、 隠し ファ イル も 表示 する ) 


F10 
ファ イル 名 の 一 覧 の 表示 形式 を ら 列 表示 と 1 列表 示 で 切り 換え ます 。 1 列 形 式 に すれ 
ば ファ イル の 詳細 情報 (属性 、 サ イズ 、 タ イム スタ ンプ ) も 表示 され ます 。 
SHIFT+F1 
ファ イル 名 の 一 覧 を 表示 し て いる ディ レク トリ 名 を 文字 入 カ カー ソル 位置 に 挿入 し ま 
す 。 


2. 5 検索 / 置 換 文字 列 の 入力 時 の 操作 


検索 や 置換 の 機能 を 実行 する と 、 検 索 文字 列 や 置換 文字 列 を 入力 する た め の 専 用 の 入力 
枠 が 表示 され ます 。 こ の 入力 枠 に 文字 列 を 入力 し て ENTER キ ー を 押す と 、 検 索 や 置換 が 実 
行 さ れ ま す 。 こ の 検索 置換 文字 列 の 入力 時 に は 、 単 純 に 文字 列 を 入力 する だ け で な く 、 
特殊 な 文字 や 文字 列 を 入力 する た め の 機 能 が 用 意 さ れ て いま す 。 そ の た だ た め の 以 下 の キ ー 操 
作 が 使用 可能 で す 。 


文字 入力 カー ソル (入力 枠 内 の カー ソル ) を 1 文字 左 に 移動 し ます 。 


文字 入力 カー ソル (入力 枠 内 の カー ソル ) を 1 文字 右 に 移動 し ます 。 
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ーー 第 2 章 M INI の 操作 HP200 半 t*y ト 


文字 入力 カー ソル の 直前 の 1 文字 を 削除 し ます 。 


DEL 
文字 入力 カー ソル 位置 の 1 文字 を 削除 し ます 。 

ENTER 
文字 列 の 入力 を 終了 し ます 。 

TAB 
文字 入力 カー ソル 位置 に タブ 文字 (コー ド 09H) を 挿入 し ます 。 

CTRLrV 
任意 の 文字 ゴー ド を 文字 入力 カー ソル 位置 に 挿入 し ます 。 主 に 制御 コー ド (00H<1FH) 
の 入力 の た め に 使用 し ます 。 
この キー を 押す と 、 画 面 最上 行 の ガイ ドラ イン 上 に 

コン トロ ー ル コー ド ま た は 16 進 2 桁 の 入力 

と 表示 され ます 。 こ こ で コン トロ ー ル キー (CTRL+A, , , CTRLr・7 キ ー) を 押す と 、 そ の 
キー に 対応 する 制御 コー ド が 文字 入力 カー ソル 位置 に 挿入 され ます 。 ま た 、 半 角 で 2 
術 の 1 6 進数 を 入力 する と 、 そ の コー ド の 文字 が 文字 入力 カー ソル 位置 に 挿入 され ま 
す 。 

F1F10 
MI N | で は 起動 し て か ら 現 在 まで に 検索 し た 文字 列 を 最大 1 O 個 まで 自動 的 に 記憶 
し て いま す 。 そし て 検索 置換 文字 列 の 入力 時 に は 、 こ の 記憶 され て いる 検索 文字 列 
が 「F1~F10 キ ー の 1 キー で 入力 で きる よう に な っ て いま す 。 

SHIFTxF5 
最後 に 実行 し た 検索 の 際 の 検索 文字 列 (カレ ント 検索 文字 列 と 呼ぶ ) を 文字 入力 カー 
ソル 位置 に 挿入 し ます 。 

SHIFTxF6 
最後 に 実行 し た 連続 置換 の 際 の 置換 後 文字 列 (カレ ント 置換 文字 列 と 呼ぶ ) を 文字 入 
カカ ー ソ ル 位 置 に 挿入 し ます 。 

SHIFT+F7 
刻 似 改行 文字 を 文字 入力 カー ソル 位置 に 挿入 し ます 。 

SHIFTxF9 


文字 列 カ ッ ト バ ッ フ ァ 内 の 文字 列 を 文字 入力 カー ソル 位置 に 挿入 し ます 。 
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SHIFT+F10 
改行 文字 を 文字 入力 カー ソル 位置 に 挿入 し ます 。 


ALT+F1>ALT+F10 
編集 朋 の カー ソル 位置 か ら 1 語 分 の 文字 列 を 取り 出し て 来 て 、 文 字 入 力 カ ー ソ ル 位 軒 
に 挿入 し ます 。 こ の キー 操作 を 利用 する と 、 カ ー ソ ル 位 置 の 1 語 を 前 方 ! 検索 し た い 
場合 に は 、ALT+F1 キ ー を 2 回 連続 し て 押せ ば よい こと に な り ま す 。 ま た 、 カ ー ソ ル 位 
置 の 1 語 を 後記 1 検索 し た い 場 合 に は 、ALT+F2 キ ー を 2 回 連続 し て 押せ ば よい こと に 
な り ま す 。 
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NN ) 生 才 NS 


第 3③ 章 付録 
3. 1 制限 事項 


編集 可能 な 最大 の ファ イル サイ ズ 


MIIN | で は 編集 可能 な ファ イル の 最大 サイ ズ は 約 2 メ ガバ イト で す 。 よ の 正確 に は 、 
オー プン 中 の ファ イル の 合計 サイ ズ が 最大 で 2 メガ バイ ト ま で で す (実際 に は 2 メガ 
パイ ト 強 ) 。 実 は この 2 メガ バイ ト と いう の は 、 作 業 領域 の 大 き さ が 最大 で 2 メガ バ 
イト と いう こと な の で す 。 従っ て -V オプ ショ ン を 指定 し て な い 場 合 に は 、 オ ー プ ン 
し た ファ イル の 全て が 作業 領域 に 読み 込ま れる 訳 で は な いた め 、 2 メガバイト を 越え 
る ファ イル で も 編集 で きる 場合 も あり ます 。 例え ば 、 1 0 メガ バイ ト の ファ イル の 先 
頭 か ら 1 メガ バイ ト 付 近 を 編集 し セー プ ブ する こと は 可能 で す 。 


1 論理 行 の 最大 サイ ズ 


MIN 1 で は 、 テ キス ト 中 で の 1 行 (1 論理 行 ) の 長 さ は 1 OOO バ イト (半角 で 1 
000 文 字 ) まで と いう 制限 が あり ます 。 そ こ で 1000 バ イト を 越え る 長い 行 を 編 
集 し た い 場 合 に は 、 テ キス ト 中 で の 1 行 が 1 OOO バ イト 以下 に な る よう に 、 便 官 的 
に 擬似 改行 文字 を 挿入 し て お く 必 要 が あり ます 。 擬似 改行 文字 の 挿入 に は CTRL+0 キ ー 
を 使用 し ます 。 な お 、 編 集 フ ァイル 中 に 1 行 が 1 OOO バ イト を 越え る 行 が ある 場合 
に は 、 読 み 込 ん だ テキ スト 中 に 自動 的 に 1OOO バ イト 付近 に 旗 似 改行 文字 が 挿入 さ 
れ ま す 。 


編集 画面 の 大 き さ 


MI IN | の 編集 画面 の 大 き さ は 、 起 動 時 の DO 〇 OS 画面 の サイ ズ に よっ て 決定 し ます 。 
起動 時 の DOS 画 面 が 小さ けれ ば M IN | の 画面 も 小さ く な り 、D 〇 OS 画面 が 大 きけ 
れ ば M | N | の 画面 も 大 きく な り ま す 。 た だ し 対応 で きる 画面 の サイ ズ に は 以下 に 示 
す よ うな 限界 が あり ます 。 


画面 の 行 数 : 1O 行 80 行 
画面 の 桁 数 : 80 桁 て 160 桁 


文字 検索 時 の カー ソル の 色 
HP 200LX の ハー ドウ ェ ア の 制約 に より 、MIFES-mi n i 上 で 文字 検索 を し 
だ 場合 、 発 見 し た 最初 の カー ソル が 見 えま せん . これ は 、HP200LX が 白黒 2 暗 


調 表示 の た め に 起こ る も の で 実用 上 ほとん ど 問 題 な い レ ベル で す が 、 あ ら か じ め ご 了 
承 く だ さい . 
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